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『
BST― GF』 注 意 事 項

『BST― GF』 で立体解析を行う場合、下記の様な場合に計算結果が不適当となりま
すので、注意してください。

上図の様な、傾斜はりの途中にダ ミー軸がある場合に、応力が 「 0」 等にな り、不適当
な結果がでる場合があります。

対処の方法 としては、ダ ミー軸を境に して左右のはりの角度が、0.1度でも異なると、
結果がでますので、ダ ミー軸の鉛直移動を多少操作 して ください。

大変 ご迷惑をおかけ しますが、 このバグのプログラムの訂正には、時間を有 しますので
しば らく上記対処を行 って ください。

プログラムの訂正が完了 しま したら、ご連絡いたします。



′sr一 θF
入力編

S,RC,SRC造 一貫計算 システム

BEttER COMMUNICATIONS



は じ め に

この説明書は、パプ リックユースプログラムとして開発 した、 ビルタイプ建築物一貫計

算プログラム『 BST― GF』 について説明 したものです。
本書は『 BST― GF』 の入力等についての説明書です。他に操作編 ,概要編 ,出 力編
がありますので合わせて参照 して ください。

注  意

1。  本書内容の一部あるいは全部の無断転載および複写を禁 してお ります。

2.本 書内容は、予告なく変更す ることがありますが、予め御了承 ください。

3.本 書内容につきましては、万全を期 しておりますが、万が一お気付 きの点,不 明な
点等が ございました ら、弊社まで御問い合わせ ください。

4. 運用に際 しましては、表現 されている内容の技術的な前提条件を充分御理解 してい
ただいた上で御活用 ください。

5.建 築基準法、同施行令の改正または、各地域による行政庁の指導等の違いによリプ
ログラムの一部に機能不備等が発生 しまして も、弊社は一切責任を負い兼ねますので
予め御了承下 さい。

6. 本 システム使用に際 して生ずる利益、または損失については、弊社は一切責任を負
い兼ねますので予め御了承 ください。

7. 『 BST― GF』 として提供される媒体に収録されているプログラム等、および本
説明書の著作権は、全て当社に帰属 します。

貴殿は、当社か ら許諾を受けた使用権に基づき、このパ ッケージプログラムを指定
装置においてのみ使用できます。

プログラム企画 。開発
Copyright◎  株式会社 エー・エス・ディー
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■ _ 入

1.1 -般 入力

各項 目のデータを入力 し回キーを押 します。表示されているデータと同 じ場合は、置

数な しで回キーだけを押 します。 (以 降「空打」とします。 )

キーを押 し間違えた場合は、 BSま たは DELキ ーを押す と 1文字つづ消 されます。

1.2 工事名等入力

工事名等の入力は、文字入力とします。

漢字の入力方法については、使用する漢字辞書により異なります。NECDICを 使用す る
場合は、ユーザーズマニュアルの日本語処理を参照 して ください。表示されている工事

名等 と同 じ場合は、 「空打」入力が行えます。

1. 3 コマン ド入力

コマ ン ドは、下記に示すファンクションキーに登録されている 7種 類 と、矢印キー ,
ROLL UPお よびROLL DOWNキ ーがあります。

力
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f・ 1 〔先頭〕

概要  : 入力中の項 目の最初の行に戻 ります。

動作  i f・ 1を 押すと、入力中の最初の行の入力に戻 ります。

f・ 2 〔表示〕

概要  ! 入力されているデータを指定された行番号か らディスプ レイに表示 しま

f。 2を押す と、表示させたい行番号 nの入力に移 ります。
行番号 nを 入力すると、ディスプレイに行番号 nよ リディスプ レイに表
示できる行分表示され、行番号 nの入力に移 ります。

f03 〔挿入〕

概要  : カーソルがある行に新 しい行を挿入 します。

動作  : f03を 押すと、カーソルがある行に新 しい行を挿入 し、その行の入力
に移 ります。

概要  : カーソルがある行を削除 し、後のデータを前に詰めます。

動作  i f・ 4を 押すと、カーソルがある行を削除 し後のデ‐夕を前に詰め、そ
の行の入力に移 ります。

f・ 5 〔複写〕

概要  | カーソルがある行に指定 された行のデータを複写 します。

動作  i f・ 5を押すと、複写元の行番号 nの指定となります。行番号なしで回
1の みの場合は、前の行を複写します。



f・ 6 〔中止〕

概 要 入力されたデータを全て無効とし、項 目選択へ戻る。

動 作 f・ 6を押す と、その項 目の入力を終了 しデータの記録を しないで、項
目選択に戻 ります。

f 。 10 〔終了〕

概 要 入力されたデータを記録 し、項 目選択へ戻る。

動 作 f・ 10を 押すと、その項 目の入力を終了 しデータの記録を行い、項 目選
択に戻 ります。

日

概 要 次の項に移 る。

動 作 日を押すと、次の項にカーソルが移動 します。

日

概 要 前の項に移る。

動 作 日を押すと、前の項にカーソルが移動します。

日

概 要 前の行に移る。

動 作 日を押すと、前の行にカーソルが移動 します。

日

概 要 次の行に移 る。

動 作 日を押すと、次の行にカーソルが移動 します。

ROLL UP

概 要 前の入力画面に移る。

動作  :ROLL UPを 押すと、前の入力画面に移 ります。

ROLL D0

概 要 次の入力画面に移 る。

動 作 ROLL DOWNを 押すと、次の入力画面に移 ります。

表 1.1 コマン ドー覧表

*注 意 項 目によっては、使用出来ないコマン ドがあります。
ディスプレイに表示 されていないコマンドは、使用できません。
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フレーム番号 としては、 X方 向 1～ 31 Y方 向 101～ 131の 番号を付けます。番号を
付けていく方向は、 X方 向は手前か ら向こう側へ、 Y方 向は左側か ら右側へとします。
フレームを見る方向はX方 向フレームは手前側か ら、 Y方 向フレームは右側か らとし
ます。

加Ｌ

101軸

|

4層 __

3層 __

2層 __

1層 ―一

X方 向

102軸  lo3軸  104軸  105軸

| | | |

|

104

● Y方 向フレームを見る方向

４

　

層

表 示

階

フ レーム

軸

スパ ン

スラブ上端面、はり上端面または、はりを配置 した水平面を指 し、最下
層を 1層 とし、上層へ順次 2層 3層 ...と します。

層か ら層の間を指 し、最下階を 1階 とし上階へ順次 2階 3階 ...と し
ます。

はり,柱で構成 されるラーメンー面を指 します。

フレームに対 して直行方向のフレーム番号を指 します。

軸か ら軸の間を指 します。

Ｘ
方
向

フ
レ
ー
ム
番
号

4-

3-

2-―

1‐ ― ―

軸

―
―

軸

―
―

軸

―
―

軸

―
―

4層 __

3層 一―

2層 __

l層 _

為
「
猜
召
哺
コ

X方 向フレームを見た場合

(lt4フ レーム )
Y方 向 フ レームを見た場合
(101～ 105フ レーム )

図 1.1 表 示

Y方 向フレーム番号

OX方 向 フ レームを見 る方 向

「晴
刊
猜
‐一哺コ
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1. 5 荷重

荷重の符号は、下図に示す方向を○とします。

X方 向水平カ Y方 向水平カ

ヽ3/
2/ ヽ 10「

Ю3

Y方 向
_X方

向

図 1.2 荷重符号

は りおよび柱の応力符号 につ いて下図 に示 します。

:ψ :
○
|

はり応力符号

¨
Ｄ

〇

一

一
〇

〇

一　
　
　
　
一
〇

|○○ |

|○

図 1.3

○  ○

柱応力符号

部材応力符号

鉛直方 向カ
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1.6 省略時解釈

省略時解釈 とは、入力値が 「 OJの場合の内部での解釈値を示 します。

1.7 注意

繰 り返 しデータを入力する項 目 (例 えば、はり配置等 )に ついては、 1デ ータロが
「 0」 以前のデータが有効 となり、それ以降のデータは無効 となります。
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2_ 準菫イ廂 酬 =』庫

2.1 概要

建築物の計算に必要な、部材データおよび建築物形状データの入力項目の説明です。

2. 2 入カデータ制限

入カデータの単位および桁数の制限を表 2.1に 示します。 (D:入 力値 )

項 目 名 項 目 単  位
入 力 値 制 限

範  囲 整数部 小数部

P-1 -般 事項 工事名

建築場所

建築面積

延床面積

設計者

備考

字

字

　

　

字

字

■

　

ロ

文

文

　

　

文

文

≦
一
≦
一

建物規模 X方 向スバ ン数
Y方 向スパ ン数
全階数

塔屋階数

地下階数

X方 向構造種別
Y方向構造種別

1-30
1-30
1-20
1-20
1-20

P-3 階名称 階名称

層名称

字

字

文

文

P-4 軸名称 X方向
Y方向

字

字

文

文

P-5 階高 階高

構造階高 X方 向
Y方 向

＜

≦
一
く
一

P-6 スバ ン長さ X方 向
Y方 向

田

m

＜

く

節点の鉛直移

動指定

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸
ー般
X構造
Y構造

一

一

一

一

一

一

３

３

３
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最外周斜め軸

指定

左下

右下

左上

右上

P-9 節点の水平移
動指定

フレーム

軸

軸

Ll

L2

一
　

二

３

３

P-10 斜め柱指定 層

層

ル
軸

軸

」 3

P― H フレーム角度
指定

・ム
度
ル
角

一

３

P-12 仮定層指定 層

層

分担率 0≦ D≦ 1 3

P-13 各階床面積 階

階

床面積 0< D 2

P-14 コンクリー ト
材料

材料 NO.

材種
Fc

C,C

S,CC,W
E

C

kg/酬
t/m.
t/.3
t/配
t/d

”
く
一
≦
一
≦
一
≦

≦

一

一

３

３

３

３

P-15 コンクリー ト
材料配置

層

層

材料 NO.

P-16 標準剛度 耐

甜

≦
一
≦
一
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P-17 地震データ １

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

地域係数

地盤種別

CoX
OoY

応力用塔屋CiX

塔屋CiY

断面用塔屋CiX

塔屋CiY

GL月]CiX
CLttCiY
Tの計算方法
TX

TY

αX

αY

HX

HY

hx

hy

判別高さ  (X)
判別高 さ  (Y)
地下への  (X)
伝達率  (Y)

秒

秒

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

Ｄ

３

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

２

Ｄ

Ｄ

≦

≦

Ｄ

Ｄ

　

　

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

≦

”
≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

”
≦
二

一
Ｄ

Ｄ

≦

≦
一
　

　

≦
一
≦

≦

≦

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

≦

≦

０

０

　

　

０

０

０

０

３

３

３

３

３

３

３

３

一

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

P-18 層せん断力係
数直接指定

CiX

CiY

≦
一
≦
一

1

1

P-19 積載荷重 積載 NO.

スラブ用
ノ
lヽ ばり用

ラーメン用

地震用

kg/m2
kg/口 2

kg//m2
kg//m2

51-99

P-20 荷重計算指定 積載低減処理

最下層処理

積雪荷重

風荷重

α l

α2

α3

α4

0～ 2
0～ 2
0～ 2
0～ 2
0≦ D
O≦ D
O≦ D
O≦ D

一

一

３

３

３

３

P-21 べた基礎の
指定

層

フレーム

フレーム

軸

軸

P-22 速度圧 低減率

低減率

処理

速度圧

速度圧

X Rs,/ n2

Re,/ nz

≦
一
≦
二

≦
一
≦
一

３

３

一
　

一
　

一

P-23 風力係数 係数 NO.

係数 1

係数 2

1 -99 一

３

３

-9-



P-24 風力係数配置 層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

係数 NO. 1-99

P-25 はり仕上げ重
量

層

層

ＲＣ

Ｓ

ks./ tl
ks/a

P-26 柱仕上げ重量 層

層

ＲＣ

Ｓ
kg/.2
kg/ロ

P-27 鋼材形状 鋼材‖0.

TYP
Pl

P2

P3

P4

P5

ｍ
ｄ

ｍ
。

3001-3500
1～ 11

1

1

1

1

1

P-28 はり形状 (S) 形状 NO。

TBL NO.
ＷＯ

Ｌ

Ｒ

φ

JCD

JCD

ke,/ s
ls/ rtd
tn/rad

1～ 99

0≦ D
O≦ D
O≦ D

一

一

３

３

３

P-29 はり形状 (RC
,SRC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

形

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｃ

Ｂ Ｌ

Ｄ Ｌ

Ｂ Ｒ

Ｄ Ｒ

Ｈ Ｌ

Ｈ Ｒ

Ｔ Ｌ

Ｔ Ｒ

Ｗ Ｏ

Ｌ

Ｒ

φ

β

状 NO.

JCD

」CD

co
co
CE

cm

co
co
co
co
c&

co
\s./ a2

tn/rd
la/ r ad

”

＜

＜

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
く
一
≦
一
≦
一
≦
一
　

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

０ ‐

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

　

０

０

０

０

０

一

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

一

３

３

３

３

３
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P-30 柱形状 (S) １

２

３

４

５

６

７

８

９

１ ０

形状 NO.

TBL NO.
DIR

Wo

接合状態  TX
TY

BX

BY
φ

φ

Rs/ a
ln/ r td
ln/ r rd
tn/ r td
tn/ r rd

1-99

”

　

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

二

３

３

３

３

３

３

P-31 柱形状 (RC,S
RC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

形状 NO.

DX

DY

lo

接合状態

φX

φY

βX

βY

κX

κY

ctD

CD

ks,/ n'
la/ rrd
t n/rad
la/rfi
ln/ril

101-299
0< D
O≦ D

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
く
一
≦
一
≦
一

1

1

一

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

P-32 壁形状 (CB,
ALC等 )

形状 NO.

W

処理

ks/ az
1-99

0～ 3

一
　

一
　

一

P-33 壁形状 (RC) 形状 NO.

壁厚

W

処理

β
κ

co
kg./ n'

101-199
0<D

O～ 3
0≦ D
O≦ D

一

１

一
　

一

３

３

P-34 壁開口形状 １

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

形状 NO.

Wo

SL

SH

処理

TYP

開 ロ

Ll

L2

L3

し4

kg/.2
Clll

Cm

nl

al

m

al

1 -99

Ｄ

Ｄ

２

２ ０

５

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

≦
一
≦

”

”

”
≦
三

二

一
≦

一

一

１

１

一

一

一

３

３

３

３

'-35 
ブレース形状 形状 NO.

TYP
BAl

BA2

酎

甜

1 -99
0～ 4
0< D
O≦ D

一
　

一

３

３
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P-36 雑壁 １

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

階

階

方 向

LX

LY

t

l

θ

n

壁量

Awl

Aw2
Ac

ｍ

ｍ

ｃｍ

ｍ
ｏ
　

　

ｄ

甜

甜

，
　

　

≦
一
≦
一
　

≦
二

≦
一
≦
一
≦
一

一

一

一

３

３

１

１

１

３

一

一

一

一

P-37 /1ヽ ばり形状

(S)

形状 NO.

TBL NO.
Wo ks/ a

1-99

P-38 /1ヽ 1ま り形状

(RC)

形状 NO.

B

D

lo

Cロ

Cm

kg/m2

101～ 199

0<D
O< D

一

１

１

一

P-39 スラブ形状
(基 本 )

形状 NO.

DIR
ｔ

Ｗ

Ｌ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

cl
ks/tz

\s/ sz

1-99
0～ 3
0≦ D

l-99

一
　

一

１

二

　

一
　

二

P-40 スラブ形状
(一次まで )

形状 NO.

DIR

方法

N

S

L

B

W

101-199
1, 2
0～ 2

≦
一

3

P-41 スラブ形状
(二次まで )

形状 NO.

DIR

方法

N

201-299
1, 2
0～ 2

≦
一
D 3
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P-42 スラブ形状
(そ の他 )

形状 NO.

TYP
Nl

N2

N3

S NO.

31

B2

B3

301-399
1, 2
1～ 9
0～ 9
0～ 9

P-43 片持ちば り形
状 (S)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１ ０

形状 NO.

TBL
Wo

L

Ｌ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｗ

Ｗ

kg/al
m

ln

t

ln

m

t/m

1-99

0< D
O≦ D

O≦ D
O≦ D

一

一

３

３

３

３

３

３

一

P-44 片持ちばり形
状 (RC,SRC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

‐２

形状 NO.

B

Dl

D2

Wo

L

Ll

P

L2

L3

W

cal

Cm

Cm

kg/m2
m

m

t

ロ

m

t/m

101‐中299

0< D
O< D
O≦ D

＜

≦
一
　

≦
一
≦
一

一

１

１

１

一

３

３

３

３

３

３

一

P-45 片持ちスラブ
形状

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

形状 NO.

TYP
DIR

B NO。

S NO.

LX

LY

Ll

L2

W

31

m

al

m

m

t/m

1～ 99
1～ 6
0～ 3
1～ 4

0≦ D
O≦ D
O≦ D
O≦ D

O～ 9

一

一

一

一

一

３

３

３

３

３

一

一

一

一

P-46 パラベウト
形状

形状 NO.

t

h

Wo

係数 NO.

Cm

Cm

kg/n12

1～ 99 一

１

１

一
　

一
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P-47 はり配置 層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.

P-48 柱配置 層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.

P-49 壁配置 層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.

P-50 壁開日配置 層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.

P-51 ブレース配置 層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.

P-52 壁量配置 層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

Awl

Aw2
Ac

甜

甜

ｄ

P-53 スラブ配置 層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.
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P-54 片持ちば り配
置

層

層
DIR

フレーム

軸

軸

形状 NO.

1～ 4

P-55 片持ちスラブ
配置

層

層
DIR

フレーム

軸

軸

形状 NO.

P-56 パラベ ッ ト
配置

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.

P-57 はり特殊荷重
(1)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

荷重 NO.

L /TL
LL/L
E /TL
S /TL
W1/TL
W2/TL
TYP
Pl

P2

P3

P4

P5

P6

1-99 一

３

３

３

３

３

３

一

３

３

３

３

３

３

P-58 はり特殊荷重
(2)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

荷重 NO.

L /TL

LL/L
E /TL

S /TL
W1/TL
W2/TL
ML

MR

QL

QR
Mo

OLo

OLo

ｍ

ｍ

ｔ

ｔ

ａ

ｔ

ｔ

1 -99 一

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３
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P-59 はり特殊荷重
配置

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

荷重 NO.

処理 0～ 2

P-60 柱特殊荷重
(1)

１
２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

荷重 NO.

L /TL
S /TL
W1/TL
W2/TL
TYP

Pl

P2

P3

P4

P5

P6

1-99 一

３

３

３

３

一

３

３

３

３

３

３

P-61 柱特殊荷重
(2)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

荷重 NO.

L /TL

S /TL
W1/TL
W2/TL
MB

MT

QB

QT
Mo

OBo

OTo

ｍ

ｍ

ｔ

ｔ

ｎ

ｔ

ｔ

1-99 一

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

P-62 柱特殊荷重配
置

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

荷重 NO.

処理 0～ 2

P-63 柱追加荷重 １

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

層

層
フレーム

7レーム

軸

軸

PD

PL

PE

PS

WXl

WX2
WYl

WY2

一

一

一

一

３

３

３

３

３

３

３

３
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P-64 任意点追加荷
重

層

層

」 Ｘ

」 Ｙ

Ｐ Ｌ

Ｐ Ｅ

一

３

３

３

３

P-65 層追加荷重
層

層

Ｅ Ｘ

Ｅ Ｙ

Ｗ Ｘ

Ｗ Ｘ

Ｗ Ｙ

Ｗ Ｙ

一

３

３

３

３

３

３

P-66 はり位置 ≦
一
≦
一

1

1

P-67 はり位置部分
指定

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

UD 0≦ D 1

P-68 小ばり計算出
力指定

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

P-69 片持ちスラブ
出力指定

層

層
DIR
フレーム

軸

軸

P-70 片持ちば り計
算出力指定

層

層

DIR

フレーム

軸

軸

1～ 4

P-71 はり計算出力
指定

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸
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P-72 柱計算出力指
定

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

P-73 はり剛性出力
指定

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

P-74 柱剛性出力指
定

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

P-75 壁剛性出力指
定

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

P-76 出力省略指定 1 指 定 0～ 4 1

表 2.1 入カデータ制限表
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2.3 入カデータ内容

以下、準備計算データ内容を項 目別に説明 します。
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項 目 説 明 単 位

1 工事名 工事名  (50文 字以内 )

建築場所 建築場所  (50文 字以内 )

3 建築面積 建築面積 m2

4 延床面積 延床面積 m2

設計者 設計者または事務所名  (50文 字以内 )

備 考 備考  (50文 字以内 )

P-1 -般 事項

工事名等を入力 します。

(1) 1項 は、出力の際に表紙および各頁の頭に、 5項は表紙に出力されます。
また、 1,6項 は、入カデータの保存をする時に、そのデータの表題として使用

します。

(2) 本項は、参考出力とし内部でのチェックには使用 していません。

(3)文 字入力項において、漢字文字は漢字 1文 字を 2文字 とします。
漢字の入力方法は、使用する漢字辞書により異なりますので、それぞれの方法

により指定 して ください。 (NECDIC.DRVを使用する場合はCTRLキ ー +XFERキ ーを

押す と漢字入カモー ドになり、 もう一度 CTRLキ ー +XFERキ ーを押す と漢字入カモ

ー ドより抜け出 します。 )

また、漢字入カモー ドになっている場合は、ファンクションキーは漢字入カモ

ー ドの処理 となります。
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項 目 説 明

1 X方 向
スパ ン数

X方 向最大スパ ン数  (30ス パ ン以下 )

Y方向
スバ ン数

Y方 向最大スバ ン数 ( 30ス バ ン以下 )

全 階数 地下階と塔屋階を含む全階数  (20階 以下 )

塔屋階数 塔屋階数

地下階数 地下階数

X方 向
構造種別

X方 向構造種別 (

層

2桁 )

地上階
↓
○

↑
一の位十 の

○

↑

位

入力値 構造種別

な し

1 S造

RClit

SRC i自

S造 +RC造

S造 +SRC造

RC造 +SRC造

S造 +RC造 +SRC造

Y方向
構造種別

Y方 向構造種別  (2桁 )(6項 参照 )

P-2 建物規模

構造種別および建物規模を入力 します。
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(1) 1,2,3項は、組み合わせによって制限があります。下式を満足する規模以内と
します。

(X+1)X(Y+1)× (2+1)≦ 2000

X:X方 向スパ ン数
Y:Y方 向スバ ン数
Z:全 階数 (3項 )

(2) 1～ 5項 は、下記の様に入力 します。

X方向スバ ン数
Y方 向スパ ン数

X方 向スバ ン数
Y方 向スバ ン数

棟位置 (山 形ラーメン)

X方 向スパ ン数
Y方 向スバ ン数

項

項
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塔屋階がラーメンまたは
プレース構造の場合

全階数  :7
塔屋階数 :1
地下階数 :1

塔屋階が壁式等の場合

全階数  :6
塔屋階数 :0
地下階数 :1

図 2.1 建物規模

(3)6,7項 は、ルー ト判別の際に使用されます。入力部材によっての構造種別の判
断は行 っていません。

また、地上階が S造 と他の構造 (RC造 または SRC造 )の 混合構造の場合は、ル
ー ト判別は行いません。よってルー ト表は出力されません。

入力値 =21 入力値 =26

図 2.2 構造種別

入力値 =21

基礎ばりRC造
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P-3 階名称

階および層の名称を入力 します。

項 目 説 明

1 階名称 階の名称  (4文 字以内 )

層名称 層の名称  (4文 字以内 )

(1)

(2)

本項は、出力際にのみ使用 します。よって、部材の配置等には使用できません。

本項を入力 しない場合は、「1.4表 示 Jに 示す様になります。

階

名

称

層

名

称

入力例

↓

PHFL    8

RFL     7

5FL     6

4FL     5

3FL     4

2FL     3

lFL     2

BFL     l
↑

7

6

5

4

3

2

1

入力例

↓

PHF

5F

4F

3F

2F

lF

BlF

入力 しない場合

↑

入力 しない場合

図 2.3 階,層 名称
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P-4 軸名称

X,Y方 向の軸の名称を入力 します。

項   目 説 明

1 X方 向 X方 向フレームの名称  (4文 字以内 )

2 Y方 向 Y方向フレームの名称  (4文 字以内 )

(1

(2

合

１

↑

場

Ａ

　

なし力

Ｘ
方

向

フ
レ

一
ム
名

称

　

入

本項は、出力際にのみ使用 します。よって、部材の配置等には使用できません。

本項を入力 しない場合は、 「1.4表 示 Jに 示す様になります。

入力例

↓

D  4

C  3

B  2

101

1

103   104   105

3     4     5

入力 しない場合

入力例

Y方向フレーム名称

図 2.4 軸名称

↑
　

↑

１ ０

　

６

１ ０

　

２
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P-5 階高

各階の重量計算用階高 と構造階高を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 階 高 重量計算用階高

構造

階高

X方 向 X方 向の構造階高 下記 13)参 照

Y方 向 Y方 向の構造階高 下記に)参照

(1)

(2)

(3)

1項 は、重量拾い等の荷重計算に使用 し、 X方 向,Y方 向共同一階高 とします。

2,3項 は、剛性計算,応力計算 ,断面計算に使用 します。

2項が 「 0」 の場合は、 1項 で入力 した階高となり、 3項が 「 0」 の場合は、
2項 と同一 として処理 します。

フレーム単位または部分的に階高が異なる場合は、本項で基準の階高を入力 し

「P-7節点の鉛直移動指定 Jに より節点を移動 します。

節点の鉛直移動指定 Jに より移動

図 2.5 階高

(4)

本
項

で
入
力
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P-6 スパ ン長 さ

各スバ ン長 さを入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 X方 向 X方 向スバ ン長さ

Y方向 Y方 向スパ ン長さ

入力されたスパ ン長 さは軸心か ら軸心までの距離として、全階共通 とします。

部分的にスバ ン長 さが異なる場合 (斜 め軸等 )は 、 「P-8最 外周斜め軸指定」
「P-9節 点の水平移動指定」または「P-10 斜め柱指定」により移動 します。

スバ ン長 さ スバ ン長 さ

P-8最外周斜め軸指定 Jに て移動

「P-9節点の水平移動指定 J
にて移動

本
項

で
入
力

本項 で入力
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「P-10 斜 め柱指定 Jに て移動

図 2.6 スパ ン長さ
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P-7 節点の鉛直移動指定

「P-5 階高」で入力 した階高と異なる箇所が有る場合、その箇所の鉛直移動距離を
入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) 節点が鉛直移動する層

H層 か ら12層 まで           (11≦ 12)層   (12)

フレ̈ム (Jl) 節点が鉛直移動するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで     (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) 節点が鉛直移動する軸

Kl軸 か らK2軸 まで            (Kl≦ K2)6 軸   (K2)

7 一 般 重量計算用階高移動距離

8 X構造 X方 向構造階高移動距離 m

9 Y構 造 Y方 向構造階高移動距離

(1) 7項 は、重量計算を行 う階高に考慮されます。 したがって、 7項を変更 しない
場合は壁,柱高 さの変更および、床の傾き,は りの傾きは考慮されません。

(2) X方 向の構造階高のみを変更する場合は、 8項に数値を入力 し 7,9項 は「 OJ
とします。また、 Y方向の構造階高のみを変更する場合は、 9項に数値を入力 し
7,8項 を「 0」 とします。
符号については、上方向に移動する場合を「 +」 とし、下方向に移動する場合
を 「―」とします。

(3) 移動の許容範囲は上下層に重ならない範囲とします。また、剛床仮定の成 り立
つ範囲 とします。

不 可可可
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ル
　

２

層

　

４

層

　

４

フレーム

2

軸

101

軸

103

4

3

2

1

103

一般 X構 造  Y構 造

2.0   2.0   2.0

一般  X構 造  Y構 造

-1.0   -1.0   -1.0
2.0   2.0   2.0

2.0

4

層

　

２

３

層

　

２

３

フレーム

1

3

フレーム    車由      車由

1       101     104
3       102     103

図 2.7 節点の鉛直移動

′′
3́

-30-



項 目 説 明 単 位

左 下 移動距離

基準点 基準点

右 下

4

左 上

6

7 右 上

8

P-8 最外周斜め軸指定

外周軸が斜めの場合、本項で指定 します。

(1) 基準点は、 X,Y方 向それぞれの最初および最終フレームの交点 とします。

(2)移 動範囲は、左右上下の軸に重ならない範囲とします。ただ し、部材が配置さ
れていない場合は可能です。
軸の振れ角は 15° 以内とします。 15° を超える場合は、メッセージが出力され
ます。

部材配置な し

図 2.8 最外周斜め軸指定

(3) 「P-8最 外周斜め軸指定」と「P-9節 点の水平移動指定」と「P-lo 斜め柱指
定」との関係を下記に示 します。

①   「P-8最 外周斜め軸指定」で指定された軸を移動します。

②  ①で移動された軸に「P-9節 点の水平移動指定Jで指定 したデータを行
番号順に加え処理します。よって、「P-8最 外周斜め軸指定」および、
「P-9節 点の水平移動指定」で 2回以上同一の軸を指定 した場合は、全て
のデータを有効とし、節点座標を移動します。
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③  ②までで処理された節点座標を「P-10 斜め柱指定」で指定したデータ
を行番号順に加え、節点座標を移動します。 (「 P-10 斜め柱指定」参照 )

「P-8最 外周斜め軸指定 J

Xl=-2.0
X2・  0

X3= 2.0
X4= 0

Yl・  0

Y2= 0
Y3= 0
Y4= 0

②

「P-9節 点 の水平移動指定 」

フレーム 軸   軸   Ll  L2
101  2   2   -1.0 -1.0
2     103   104   1.0   1.0
103   2     3     1.0   1.0

105

図 2.9 斜め軸
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P-9 節点の水平移動指定

「P-6 スパ ン長 さJで入力 したスバ ン長さを部分的に訂正する場合に入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 フレーム 部分的に斜めになるフレーム

軸   (Kl) 節点が水平移動する軸

Kl軸 か らK2軸 まで            (Kl≦ K2)3 軸   (К 2)

4 Kl軸 の移動距離

5 K2軸 の移動距離

(1)2,3項 で指定 した軸の中間軸の移動距離は、4,5項を直線補間した値となりま
す。

(2) 「P-8最外周斜め軸指定Jと の関係は、「P-8最 外周斜め軸指定」を参照 して
ください。

(3)移 動範囲は、左右上下の軸に重ならない範囲とします。ただし、部材が配置さ
れていない場合は可能です。
軸の振れ角は15° 以内とします。15° を超える場合は、メッセージが出力され
ます。
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103    104

軸    軸

104     105

し1,L2符号

Ll      L2        フレーム

2.0   2.0     1

図 2.10節点の水平移動指定

ル

　

３

軸   軸

103     105
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P-10 斜め柱指定

斜め柱 (セ ットバ ック)を 指定 します。

層   (11) 斜め柱 となる層

11層 か ら12層 まで            (11<12)層   (12)

斜め柱 となるフレーム

軸   (Kl) 斜め柱 となる軸

Kl軸 か らK2軸 まで            (Kl≦ X2)軸   (K2)

(1)移 動距離 (6項 )は 、下記に示す距離 とします。
移動の許容範囲は、隣の軸に重ならない範囲とします。

L(〉 0)* * L(〈 0)

12

11

12

11

*>0

軸

　

１０

軸

　

１０

層
一
　

４

層

　

３

軸

　

１０

軸

　

１０

層

　

４

層

　

３

フレーム

1

L

2.0

フレーム

1

L

2.0

図 2.H斜 め柱
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項 目 説 明 単 位

フレーム

移動距離
ln



(2) 「P-8最外周斜め軸指定」と「P-9節 点の水平移動指定」で斜め軸が指定され
ている場合の軸について、 「P-10 斜め柱指定」との関係および 「P-10 斜め柱
指定」において同 じ軸を指定 した場合を下記に示 します。

斜め軸に対する指定

102    103

4層 伏図

102   103

4層 伏図

軸

　

３

ｍ
一
　

１

層
一
　

４

層

　

３

軸

　

１０

軸

　

１０

層

　

４

層

　

３

7レーム

1

L

2.0

フレーム

101

し

2.0

斜め柱の指定を複数回行 った場合

軸

　

１０

３

層

　

４

４

層

　

３

３

軸

　

１０

１０

層

　

４

４

層

　

３

３

4層 伏図

フレーム  車由

1    101
1    103

L

2.0

1.0

L

1.0

2.0

4層 伏図

フレーム 軸

1     101

101    1

図 2.12斜 め柱

ゴ
‐轟‐
i~|■ 1

101    102    103    104
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P-11 フレーム角度指定

柱の剛性に考慮するそで壁長 さ、ね じり補正および偏心率を求める際の D値 の補正角
度を指定 します。

項 目 説 明 単 位

1 フレーム フレーム角度を指定する対象フレーム

2 角 度 フレームの角度

(1) 本項は、剛性に考慮するそで壁の長 さおよび柱 ,耐 力壁,ブ レースの D値 の斜
め軸による補正に使用 されます。
本項で指定されないフレームは、それぞれの最初の軸位置と最後の軸位置 (1
層 )に より計算 された値 とします。

内部処理角度 O

Y

Li
内部処理角度O

内部処理角度

図 2.13フ レーム角度
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P-12 仮定層の指定

仮定層 (中 間階等 )を 指定 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 仮定層 となる層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)2 層   (12)

3 分担率 仮定層の地震時層重量の下層への分担率

(1)本 項で指定された層については、 D値 ,ね じり補正 ,偏心率 ,層 間変形角およ
び剛性率については、処理 しません。

(2) 3項 により、仮定層 と指定された層の地震時層重量が上下の層に振 り分けられ
ます。ただ し、一貫計算 として実行 した場合は、 「 0」 となります。

(3) 仮定層を使用できる形状は、下記条件の範囲内とします。
下記条件の範囲外で使用 した場合は、計算結果が不適当な場合があります。

・仮定層 として指定された上下階の構造形状は、同一とします。

・仮定層の床面積が、建築面積に対 しての割合が小さい。 (約 1/8以 下 )
。仮定層の上下の部材剛性の差が小 さい。

・仮定層の床重量が一般層の床重量 と比べて大差がない。

・仮定層として指定する層は、必ず地上階とします。

← 十W× (1-3項 )

1地 震時重量W

← 十W× 3項

← 十W× (1-3項 )

1地 震時重量 W

← +W× 3項

図 214地 震時重量の振 り分け方法
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1

偏 常 目

仮定層



←仮定層

←仮定層

図 2.15仮定層

←仮定層

←仮定層

一 不可 (構造形態が異なる) 不可 (構 造形態が異なる)

①と②との剛性の差が小さい
③と④との剛性の差が小さい
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P-13 各階床面積

各階の床面積を入力 します。

項   目 説 明 単 位

階 対象階

H階 か ら12階 まで           (11≦ 12)階   (12)

床面積 床面積

(1) 本項は、鉄骨造のルー ト判別の際の延べ床面積の計算に使用 されます。

(2)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。
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P-14 コンクリー ト材料

使用するコンクリー ト材料を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 材料 NO. コンクリー ト材料番号 (1～ 99)

2 材 種 コンクリー ト材種を下表より選択

入力値 材 種

1 普通コンクリー ト

1種 軽量 コンク リー ト

3 2種軽量 コンクリー ト

4 3種 軽量 コンクリー ト

5 4種 軽量コンクリー ト

1

3 コンクリー トの設計基準強度 kg/Gご

4 RC造  はり,柱の単位重量 下記 (1)参 照 t/m.

5 S,CC,W RC造  はり,柱以外の単位重量 下記(1)参 照 t/m3

コンクリー トのヤング係数 下記 12)参 照 t/甜

コンクリー トのせん断弾性係数 下記0)参 照 t/cr

(1)4,5項 の省略時は、表 2.2に 示す値とします。
SRC造 の単位重量は、4,5項の入力値または表 2.2の 値に 0.H/m3を 加算 した
値 とします。

コンクリー ト材種 単位重量 (t/m3)

普通 コンクリー ト

1種軽量 コンクリー ト
Fc < 200 1.95

Fc≧ 200

2種 軽量 コンクリー ト
< 200 1.65

≧
一 1.7

3種 軽量 コンクリー ト

4種 軽量 コンクリー ト

表 2.2 鉄筋コンクリー ト単位重量
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(2)6,7項 の省略時は、RC規 準 5条 により自動計算 します。

E=…
"Ж静
い×IT  αノめ

ただ し、 γ=(表 2.2ま たは 4項 での入力値)-0.1

C=轟       
鰊 g/甜 )

ただ し、 ν=1/6
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P-15 コンクリー ト材料配置

「P-14 コンクリー ト材料」で入力 したコンクリー ト材料を配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 対象層

11層 か ら12層 まで    (11≦ 12 ただ し、等号は 1層 のみ )層   (12)

材料 NO. 「P-14 コンクリー ト材料」で入力 したコンクリー ト材料番号

(1) 1項 で入力するH層 のはりは含まれません。よって、 1層 はりに配置する場合
は、1,2項 を 「 1」 として入力 します。

(2) 本項において、配置されない層のコンクリー トは、普通 コンクリー ト Fc-210
となります。

(3)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

材料 NO.

1

1

2

図 2.16コ ンクリー ト材料配置

4層

層

　

１

２

４

層

　

１

１

２
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P-16 標準剛度

各方向の標準剛度を入力 します。

項   目 説 明 省略時解釈 単 位

1 XoX X方 向標準剛度 cnl

KoY Y方 向標準剛度 酬

(1)本 項は、部材の間1比 (参考値 )お よび D値の算定等に使用 します。
S造 の場合は「10」 位、 RC,SRC造 の場合は 「1000」 位が適当です。
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項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 地域係数 地域係数

2 地盤種別 地盤種別を下表より選択

入力値 地盤種別 Tc(秒 )

1 第 1種 地盤

第 2種地盤

第 3種地盤

CoX X方 向標準せん断力係数

CoY Y方向標準せん断力係数

応

力

用

塔屋 CiX 応力計算用塔屋階 X方 向震度 下記に)参照

塔屋 CiY 応力計算用塔屋階Y方向震度 下記に)参照

断

面

用

塔屋 CiX 断面計算用塔屋階X方 向震度

塔屋CiY 断面計算用塔屋階Y方向震度

GLtt CiX GLtt X方 向震度 下記0)参照

CLE CiY GLtt Y方 向震度 下記0)参照

Tの 計算方法 一次固有周期 Tの 決定方法を下表より
選択

入力値 計算方法

1 略算式

直接入力

1

X方 向の一次固有周期
(H項 で 「 2」 を指定 した場合のみ )

秒

Y方 向の一次固有周期
(H項 で「 2」 を指定 した場合のみ )

秒

α X X方 向建物地上高さに対する鉄骨部分
の高さの割合

下記G)参 照

α Y Y方 向建物地上高さに対する鉄骨部分
の高さの割合

下記G)参 照

P-17 地震データ

地震荷重に関するデータを入力 します。
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地盤面か らの X方 向建物高さ 下記に)参照

地盤面か らの Y方 向建物高さ 下記 17)参 照

地盤面か ら地上階の 1階床までの X方
向の高 さ

地盤面か ら地上階の 1階床までのY方
向の高 さ

判別高さ (X) ルー ト判別用 X方 向建物高さ

判別高 さ (Y) ルー ト判別用 Y方 向建物高さ

地下への

伝達率 (X)

地下への X方 向地震力伝達率

地下への

伝達率 (Y)

地下へのY方 向地震力伝達率

(1) 2項 の入力値により Tcが 決定されます。

(2)地 下階,地上階,塔屋階 くぎりで「P-18 層せん断力係数直接指定」が入力さ
れていない場合、地震力は本項での入力値を用いて自動計算 します。

また、両方 とも入力 している場合は、「P-18 層せん断力係数直接指定 Jを 優
先 します。

(3)地 震力は Ai分 布により計算 します。

(4) 塔屋階のシャー係数は、下階への応力伝達用 (応 力計算用 5,6項 )と 断面計算
用 (7,8項 )が あります。5,6項で 「 0」 を入力すると Ai分 布によリシャー係数
を求めます。

塔屋階の部材の断面計算を行 う場合は、応力計算用と断面計算用のシャー係数の

倍率により応力を求め計算 します。

(5) H項 で「 1」 を入力 した場合、一次固有周期は下式により計算 した値 とします。

TX=HX(0.02+0.01× αX)

TY=HY(0.0210.01X αY)

αX:X方 向鉄骨高比 (14項 )
αY:Y方 向鉄骨高比 (15項 )
HX:X方 向建物高さ (16項 )
HY:Y方 向建物高さ (17項 )

(6) 14,15項 の入力を省略 した場合で、「P-2 建物規模 Jで入力された構造種別
が S造の場合は、 「 1.0」 となります。

(7) 16,17項 の入力を省略 した場合は、 「P-5 階高Jで入力された階高により下
式にて計算 します。

HX=地上階の階高の合計 (塔屋階は除 く)+hx

HY=地上階の階高の合計 (塔屋階は除 く)+hy

hx:X方 向 1階床までの高さ (18項 )
hy:Y方 向 1階床までの高さ (19項 )
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(8) 18,19項 は、17)に 示す様に建物高さを求める際と、地下階の層せん断力係数を
求める際に使用 し、符号は地上階の 1階が地盤面より低い時は負の値とし、地盤
面より高い時は正の値 とします。

(正 の値)           (負 の値 )

図 2.171階床までの高さ

(9)地 下部分の水平震度は、下式により計算されます。

K=0.1(
Ｈ

一
４０一

H:地 盤面か ら、その層までの深さ (■ )
(20mを 越える時は、20mと する)

ただ し、 「 o」 の場合は、,10項 の入力によります。CL層 の震度は、9:し

ます。り計算 された震度と

(10)地 下部分の地震層せん断力 QBは下式により計算 されます。ただ し、
なります。として使用 した場合は、22,23項 は 「 1」 と

QB=01× β+K× WB

01:1階 の地震層せん断力
β :地下階への伝達率 (22,23項 での入力値 )
K :地 下部分の水平震度
WB:地下部分の重量

上式によ

一貫計算
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P-18 層せん断力係数直接指定

層せん断力係数を直接入力 します。

項 目 説 明

1 X方 向各階層せん断力係数

Y方 向各階層せん断力係数

(1) 「P-17 地震データ」との関係は、前記 (2)を 参照 して ください。

(2)層 せん断力係数の分布を表す係数 Aiは 、地上 1階の層せん断力係数に対する
各層の層せん断力係数の割合として計算 し、壁量チェックに使用 します。

(3)地 上階,地下階,塔屋階において 「 0」 を入力 した場合は内部処理 とし、数値
が入力された場合は、本項を優先 します。また、地上階のみ内部処理 とし、塔屋 ,

地下階は直接指定する場合は地上階のみ 「 0」 を入力 し、塔屋,地下階は数値を
入力 します。
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P-19 積載荷重

使用する積載荷重を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 積載 NO. 積載荷重番号  (51～ 99)

ス ラブ用 スラブ用積載荷重 ks/n'

小ば り用 小ば り用積載荷重 Rg/n2

ラーメ ン用 ラーメン用積載荷重 ke/n'

地震用 地震用積載荷重 k8/n2

(1) 表 2.3に 示す積載荷重はプログラムに組み込まれているので、入力は不要です。
本項での入力は、それ以外の積載荷重を用いる時に使用 します。

用 途 スラブ用 /1ヽ ばり ラーメン用 地震用

1 居住室 ,病 室 ,寝 室 130

事務室 300

教 室

百貨店 ,店 舗の売 り場

集会室 (固定席 )

集会室 (そ の他 )

自動車通路 ,車庫

非歩行

積載荷重な し 0 0

表 2.3 積載荷重  (kg/m2)

(2) 表 2.3 に示す以外で、積載荷重番号 H～ 50は 、 「初期 JOB」 任意形状登録
の積載荷重登録を使用する事により登録できます。一度登録 した積載荷重は他の
工事の計算にも使用できます。

-49-



P-20 荷重計算指定

柱軸力計算時に積載荷重の低減処理、積雪、風圧時の荷重計算方法について指定 しま

す。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 積載低減処理 柱軸力計算時の積載荷重の低減処理に

ついて下表より選択

入力値 低  減

1 しない

す る

1

2 最下層処理 最下層荷重の処理方法を下表より選択

入力値 処理方法

1 計算 しない

2 計算する

1

積雪荷重 各荷重の処理について下表より選択

入力値 処理方法

1 計算 しない

計算する

1

風荷重 1

α l 長期荷重時の積雪荷重低減率

α 2 短期積雪時の積雪荷重低減率

α 3 短期風圧時の積雪荷重低減率

α 4 短期地震時の積雪荷重低減率

(1) 1項 において積載荷重の低減を指定した場合は、表 2.4の低減率を積載荷重の
和に掛け低減します。

表 2.4 積載荷重の低減率

支える床の数 2 4 7 9以上

低減率 0.95 0.85 0.75 0 65
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(2) 2項 において、最下層 (1層 )の はり,床 荷重等の荷重項の計算を し、支点反
力 (基礎用軸力 )に 考慮 されるか、されないかが決定 されます。
べた基礎等にする場合は、必ず 「 2J(計 算する)を 指定 します。

(3) 3,4項 において 「 1」 を入力 した場合、各荷重時に対する荷重項の計算,応力
計算は行いません。

(4) 3項 (積 雪荷重)が 「 2」 (計 算する)の 場合の各荷重に対する低減率は、 5
～ 8項 で入力 した値を使用 します。積雪荷重による応力の組み合わせは、下表に
より求めます。

荷 重 応力の組み合わせ 多雪地域 その他

長 期 G+α l× S

短 期

積雪時 G+α 2× S

風圧時

G tt W

0.35
G+W+α 3× S

地震時 G+K+α 4× S 0.35

G:固 定および積載荷重による応力
S:積 雪荷重による応力
W:風 圧荷重による応力
K:地 震荷重による応力
ただ し、地震時建物総重量は固定および積載荷重による重量 と積
雪荷重にα 4を 掛けた重量を加算 した値 とします。

表 2.5 応力の組み合わせ

(5) 4項 の入力に関係な く、RC造 またはSRC造 部材の断面計算では、風荷重は無視
されます。
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P-21 べた基礎の指定

べた基礎 となる範囲を指定 します。

項 目 説 明

1 層 べた基礎となる層

2 フレーム (Jl) べた基礎となるフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで           (Jlく J2)3 フレーム (J2)

4 軸   (Kl) べた基礎 となる軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)5 軸   (K2)

(1)本 項で指定 された範囲が、べた基礎として処理されます。ただ し、 1層 を指定
する場合に、 「P-20 荷重計算指定」の最下層処理が計算 しないになっている場
合は無視 されます。

4

3

2

1

103

1層 1～ 3フ レーム

軸

１０

層

１

フレーム

1

フレーム

1

1

フレーム

3

フレーム

3

3

軸

104

1～ 3フ レーム

軸    軸
101     103
103     104

4

3

2

1

102      103      104

2層上 1層
層

2

1

図 2.18べ た基礎の指定
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(2) べた基礎の地反力の計算方法を下記に示 します。

N7         N8

Wl～ W4で それぞれ算出

各柱軸力の各べた基礎への振 り分けは面積の比による

Al = LlXL3        A2 = L2Xし 3        A3 = LlXし 4        A4 = L2Xし 4
al = A1/4         a2 = A2/4         a3 = A3/4         a4 = A4/4
a5 = al+a2        a6 = al+a3        a7 = al+32+a3+a4  a8 = a2+34
a9 = a3+a4

‖1 =

W2 =
‖3 =

W4 =

Nl + N2Xa1/a5 + N4Xa1/a6 + N5Xa1/a7 )/ Al
N2Xa2/a6 + N3 + N5Xa2/a7 + N6Xa2/a8 )/ A2
N4Xa3/a6 + N5Xa3/a7 + N7 + N8Xa3/a9 ) / A3
N5Xa4/a7 + N6Xa4/a8 + N8Xa4/a9 + N9 ) / A4

上記で、斜め軸等は、Al～ A4に 考慮 します。
建物が階段状の場合は、層が異なっていて も、下の層での重量を採用 し、上記
の様に反力を計算 します。

大スラプが指定 されている場合は、下記の様に地反力を求めます。

′13.

、
ヽ
　

喘

ヽ

′′′W2′

ヽ

｀
｀
、

｀
｀
、1.｀

ヽ
、

｀
ヽ
.｀
ヽ

(｀
ヽ
:｀
、:14、、
｀
、
、
｀
ヽ
、
｀

‖1と W3に より 15を 算出

図 2.19べ た基礎反力

′̈一′（
′Ｗ３

一

、）
判
ヽヽ

'′ ′■2

Wl～ W4で それぞれ算出
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P-22 速度圧

速度圧の低減率および各層の速度圧を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 低減率 X X方 向速度圧の低減率

2 低減率 Y Y方向速度圧の低減率

処 理 各階の速度圧の処理方法

入力値 処 理

1 下層に上層 と下層 との差
の2/3を 足 した値

2 上層 と下層の平均値

3 上層の値

4 下層の値

1

速度圧 X X方 向各層の速度圧 下記 G)参照 ke/n2

速度圧 Y Y方 向各層の速度圧 下記3)参照 kc/a'

(1) 1,2項 は、0.6以 上 とし、各層の速度圧に掛ける値とします。

(2) 床面の速度圧は 4,5項 により、壁面の速度圧は 3項での入力により決定 されま
す。

(3) 4,5項 が 「 OJの場合は、下式により計算されます。

q=60V h     (h<16■
)

q= 120`Vh    (h≧ 16m)

q:速 度圧 (kg/m2)
h:地 盤面か らの高 さ (m)
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各層速度圧

(計算値 )

4層  190

3層  159

2層  120

1層  43

~  「P-17 地震データ」での入力値

各階速度圧

処理 1 処理 2 処理 3 処理 4

3階  180  175

2階  146  140

1陽ξ    95      82

図 2.20速 度圧

190     159

159     120

120      43

３

　

一
　

２

0

0
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P-23 風力係数

壁面および床面の風力係数を入力 します。

項 目 説 明

1 係数 NO. 風力係数番号 (1～ 99)

係数 1 風圧ケース 1の 時の風力係数

係数 2 風圧ケース 2の時の風力係数

(1) 壁に対する風荷重は、全て見附面にて荷重を処理 します。よって、風力係数の
入力値は、見附面での係数を入力 します。

床に対する風荷重は、傾斜等を考慮 し処理 します。よって、風力係数の入力値

は、傾斜を考慮 した係数を入力 しまづ。

風圧ケースおよび符号について、下記に示 します。

3ケ ース 2

ケース 1⇒ ←ケース 2

Lx 會ケース 1 ← :風 向き

風力係数

ケース 1

①壁
②壁
③床

係数 1

0.8

0.4
-0.5

ケース 2

係数 2

-0.4
-0.8

-0.5

○

○・ ・〇

○

0.
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Xフ レーム

風力係数  X7レーム

0.126

ケース 1

風力係数  Yフレーム

0.5

ケース 1

Yフ レーム

①壁
②壁
③壁
④壁
⑤床
⑥床
⑦床

図 2.21風 力係数

ケース 2

ケース 2

係数 1  係数 2

0.8      -0.4
0.4      -0.8
0.9      -0.3
0,3      -0。 9
-0.126    -0.5
-0.5      -0.126
-0.5      ‐0.5
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P-24 風力係数配置

「P-23 風力係数」で入力 した風力係数を壁面に配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 風力係数を配置する層

H層 か ら12層 まで (11<12)2 層   (12)

3 フレーム 風力係数を配置するフレーム

4 軸   (Kl) 風力係数を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)5 軸   (K2)

6 係数 NO. 「P-23 風力係数」で入力 した風力係数番号

(1)

(2)

(3)

風荷重の伝達方法は、「P-32 壁形状 (CB,ALC等 )」 の伝達方法によります。
よって、 「P-32 壁形状 (CB,ALC等 )」 の壁が配置されていない箇所について
は、風荷重は無視 されます。

重複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。

6項を「 0」 として配置 した場合は、既に配置されている係数を除 く処理 とな
ります。

Lx ll

P-23 風力係数

P-24 風力係数配置 層

係数 NO. 係数 1

1     0.8
2     0.4
3       -0.5

係数 2

-0.4  -¨ ¨̈ ―̈
-0.8   -― ―………

-0.5  -― ――――

側

側

面

　

　

　

　

４

４

①

②

床

　

　

軸

　

１０

１０

３

３

軸

　

１０

１０

１

１

層

　

３

３

３

３

フレーム

1

3

101

104

係数 NO.

1

2

1

2
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Y   3

Lx
P-23 風力係数

P-24 風力係数配置

床面の係数は、「P-39

置 します。

104

係数 1

0.9
0.3
0.8
0.4
-0.5
-0.126
-0.5

スラブ形状 (基本)J

図 2.22風 力係数配置

係数 2

-0.3 …………①側
-0.9 ………‐②側
-0.4 …………③側
-0.8 …………④側
-0.5 ……・一 X方 向⑤⑥床
-0.5 -・ 一̈―Y方向⑤床
-0.126… ………Y方向⑥床

フレーム  軸 軸  係数 NO.

１ ０

１ ０

３

３

‐ ０

‐ ０

‐

‐

１

３

１ ０

１ ０

層

　

３

３

３

３

数

　

１

２

３

４

５

６

７

　

　

層

　

１

１

１

１

係

でスラブ形状を作成する際に配

-59-



P-25 はり仕上げ重量

はりの仕上げ重量を入力します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) 対象層

H層 か ら12層 まで           (11≦ 12)層   (12)

3 RC,SRC RC,SRC造 は り用仕上 げ重量 ks/ n'

S造 はり用仕上げ重量 ks/n

(1)RC,SRCの 仕上げ面は、下記に示す様になります。

図 2.23 RC,SRCは り仕上げ

(2) 4項 は、鉄骨の耐火被覆等の重量を入力 します。

(3)本 項での入力は、大ば りにのみ考慮 され、はり形状で入力された仕上げ重量に
加算 し計算 します。

小ば り,片持ちば りには、考慮されません。
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P-26 柱仕上げ重量

柱の仕上げ重量を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) 対象層

H層 か ら12層 まで            (11く 12)2 層   (12)

RC,SRC RC,SRC造 柱用仕上げ重量 ke/n'z

S造柱用仕上げ重量 kg/m

(1) RC,SRCの 仕上げ面は、下記に示す様になります。

図 2.24 RC,SRC柱仕上げ

4項 は、鉄骨の耐火被覆等の重量を入力 します。

本項での入力は、柱のみ考慮され、柱形状で入力された仕上げ重量に加算 し計
算 します。
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項 目 説 明 単 位

1 鋼材 NO. 鋼材テープル番号  (3001～ 3500)

2 鋼材タイプ番号  (1～ H) (下 記0)参 照 )

3 各パラメーター  (下記 12)参 照 ) 下記唸)

参照

4

5

P-27 鋼材形状

鋼材テープル表に無い鋼材を入力 します。

(1)本 項は、 S造で使用する鋼材で鋼材テープルに登録 されていない鋼材の登録お
よび、箱形組立 Hま たはラチス材を登録 します。ただ し、本項で登録された鋼材
は、その工事のみ有効 となります。

(2) 鋼材タイプおよび各パラメーターを下記に示 します。

TYP : 1

Pl～ P5 材寸  (ロロ)

TYP : 2 角形鋼管 (R有 り)

TYP : 3 角形鋼管 (R無 し)

Pl～ P4

P5

Pl～ P3

P4～ P5

材寸  (mm)
0

材寸  (mm)
0
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TYP : 4 鋼 管

リップみぞ形鋼

CT形 鋼

箱形組立鋼 1

箱形組立鋼 2

Pl～ P2:材 寸  (mm)
P3-P5: 0

Pl～ P4:材 寸  (mm)
P5: 0

Pl～ P5:材 寸  (mm)

H形鋼テープル番号
プレー ト厚 さ (mm)
0

H形鋼テープル番号
プレー ト厚さ (mm)
0

Pl:CT形 鋼テープル番号
P2:部 材せい (mm)
P3:ラ チス材断面積

(cF)
P4:ラ チス材断面二次
半径 (cm)
P5:ラ チス材角度 (° )

Pl :

P2 :

P3-P5:

Pl :

P2:
P3-P5:

TYP : 9 ラチス

-63-

TYP : 6

TYP : 8



リップみぞ形鋼背合わせ

TYP : 11 リップみぞ形鋼腹合わせ

図 2.25鋼 材

Pl:リ ップみぞ形鋼
テープル番号

P2-P5: 0

Pl:リ ップみぞ形鋼
テープル番号

P2^‐ P5: 0
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P-28 はり形状 (S)

S造 のはり形状データを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. はり形状番号  (1～ 99)

TBL NO. 鋼材テープル番号

Wo 仕上げ重量 kc/n

4 L JCD 左端接合状態

入力値 接合状態

1 剛接合

ピン接合

0,1,2

以外

バネ接合

(バ ネ定数 )

1 ln/ r ad

R JCD 右端接合状態 (4項参照 ) 1 ln/ r ad

φ 断面二次モーメント増大率

(1) 2項 において、指定できる鋼材テープル番号は、 H形鋼、ラチス材または リッ
プみぞ形鋼背合わせとします。

(2) 3項 を入力 した場合は、 「P-25 はり仕上げ重量」で入力 した値に加算 します。

(3) S造 はりは、スラブ,た れ壁,腰壁による断面二次モーメン トの増大率および
そで壁による剛域は考慮 しません。 したが って、それ らによる影響または合成ば

り等による増大率は、 6項 で入力 してます。

-65-



項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. はり形状番号  (RC:101～ 199

SRC : 201 - 299)

中央はり幅

中央はりせい

4 左端はり幅

左端はりせい

右端はり幅

右端はりせい

柱面か らの左ハ ンチの長さ

柱面か らの右ハ ンチの長さ cal

剛性計算用左スラブ厚さ

剛性計算用右スラブ厚さ

Wo 仕上 げ重量 ks/s"

L 」CD 左端接合状態

入力値 接合状態

1 剛接合

ピン接合

0,1,2

以外

パネ接合

(バ ネ定数 )

1 ln/ r ad

R 右端接合状態 (13項参照 ) 1 ln/ r ad

φ 断面二次モーメント増大率 下記 G)参照

β せん断剛性低下率

κ せん断形状係数

P-29 はり形状 (RC,SRC)

RC造 または SRC造 のはり形状データを入力 します。

(1) 1項 において、 180～ 199,280～ 299を 指定 した場合、等価節点荷重のモーメ
ントの合計を 0と して処理 します。
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(2) 2～ H項 について、下記に示 します。
斜め軸および傾斜 している部材寸法は、斜めまたは傾斜を考慮 した寸法 としま

す。 (斜 め軸に対する場合のハ ンチ長 さは斜めの長 さ)

図 2.26は り形状

)ハ ンチ付はりの部材剛性は、ハ ンチ部分の剛性を無視 し中央の断面寸法により
部材剛性を求めます。また、荷重処理においてハ ンチ部分の重量は、はりのモー

メン トには考慮 されず、せん断力のみに考慮されます。

) 10,11項 は、断面二次モーメント増大率 φにのみ使用 します。

) 12項 を入力 した場合は、「P-25 はり仕上げ重量 Jで入力 した値に加算 します。

) 15項 で 「 0」 を入力 した場合は、スラプによる断面二次モーメン ト増大率 φを
自動計算 します。
たれ壁,腰壁による断面二次モーメント増大率 ,そ で壁による剛域等は、壁形
状により自動計算 します。断面二次モーメントの計算方法は、下記に示す方法よ
り選択 します。

たれ壁 ,腰壁が傾斜 している場合は、垂直の壁高 さを使用 し断面二次モーメン
トを計算 します。

φ=0
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φ≠ 0

□

×φφＸ

Π
凸
甲
Ｕ

φ×

１
□
＝

図 2.27剛 性計算方法
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P-30 柱形状 (S)

S造 の柱形状データを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. 柱形状番号  (1～ 99)

TBL NO. 鋼材テープル番号

部材の強軸方向を下表より選択

入力値 2

状

　

Ｘ

形
ＩＹ」 工 目

1

4 仕上げ重量 ke/n

接

合

状

態

X方 向柱頭接合状態

入力値 接合状態

剛接合

ピン接合

0,1,2

以外

パネ接合

(バ ネ定数 )

1 ln/rfi

6 Y方 向柱頭接合状態 (5項 参照 ) 1 la/ r ad

7 X方 向柱脚接合状態 (5項参照 ) 1 la/ red

8 Y方 向柱脚接合状態 (5項 参照 ) 1 tn/ril
φ X X方 向断面二次モーメン ト増大率

φ Y Y方 向断面二次モーメン ト増大率

(1) 2項 において、指定できる鋼材テープル番号は、CT形 鋼 , リップみぞ形鋼およ
びラチス材を除 く鋼材 とします。

(2) 3項 で 「 1」 を入力 した場合、 X方 向で使用する断面性能は部材 Y軸 によるも
のとし、 Y方 向は部材 X軸 によるものとします。

のiti」勇古宦金蒋学塩櫂貪ヒ慧奮T百讐早Iる
断面性能は部材X軸によるも

4項を入力した場合は、「P-26 柱仕上げ重量」で入力した値に加算します。

は塁奮せ雪じλF憲にふ:IF詈資[I:彰↓糟奄苛ふ去業黄男τ讐手ま
る剛域

-69-



項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. 柱形状番号  ( RC:101～ 199
SRC:201～ 299)

X方 向柱幅

Y方 向柱幅

Wo 仕上げ重量 Rg/s2

接

合

状

態

X方 向柱頭接合状態

入力値 接合状態

1 剛接合

ピン接合

0,1,2

以外

バネ接合

(バ ネ定数 )

1 tm,/rad

Y方向柱頭接合状態 (5項参照 ) 1 tm,/rad

7 X方 向柱脚接合状態 (5項参照 ) 1 ln/ r ad

Y方 向柱脚接合状態 (5項 参照 ) 1 tm/rad

φX X方 向断面二次モーメン ト増大率

φ Y Y方 向断面二次モーメント増大率

β X X方 向せん断剛性低下率

βY Y方向せん断剛性低下率

κ X X方 向せん断形状係数

κ Y Y方 向せん断形状係数

P-31 柱形状 (RC,SRC)

RC造 または SRC造 の柱形状データを入力 します。

(1) 1項 において( 170～ 179,270～ 279を 使用 した場合は X方 向の等価節点荷重
のモーメン トの合計を 0、  180～ 189,280～ 289を 使用 した場合はY方 向の等価
節点荷重のモーメン トの合計を 0、  190～ 199,290～ 299を 使用 した場合は X,

Y両方向の等価節点荷重のモーメントの合計を 0と して内部処理 します。
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(2) 2,3項 は下記に示す値 とします。

図 2.28柱 形状

(3) 4項 を入力 した場合は、 「P-26 柱仕上げ重量」で入力 した値に加算 します。

(4) そで壁 ,耐力壁による増大率、たれ壁,腰壁による剛域は、壁形状により自動
計算 します。従 って、9,10項 で入力された断面二次モーメン ト増大率は、自動計
算 された断面二次モーメン トに掛ける値とします。
そで壁が斜めになっている場合は、水平の壁長さを使用 し断面二次モーメン ト
を計算 します。

「
ＤＹ
コ
□

」Ｄｘ∃
Ｘ

X方 向

Y方 向

＝
□

＝

Lx

口
日
　
Π
占
日
Ｔ
Ｕ

…‐□… X

×φY

図 2.29剛性計算方法

Xφ Y  [III]  Xφ Y

fffiffi ()v*LA*.*fi.)
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P-32 壁形状 (CB,ALC等 )

RC以 外の壁形状データを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. 壁形状番号  (1～ 99)

W 仕上げ,ブ レース等を含む壁重量 kc/n2

処 理 壁荷重の処理方法を下表より選択

入力値 処理方法

1 直下のはりが全て負担

階高の半分をはりが負担

柱が負担

(1)

(2)

2項 は、下地、仕上げ、プレース等の重量を入力 します。

3項 による荷重の取 り扱いを下記に示 します。ただ し、入力値が 「 1」 の場合
の地震時重量および風圧力に関 しては、「 2」 の処理 とします。

処理 =2 処理 =3処理 =1

傾斜ば りの場合

処理 =2処理 =1
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傾斜柱の場合

(3)

処理 =1 処理 =2

図 2.30壁 荷重処理

多スパ ンにまたが る壁 (大壁 )の 場合は、多スパ
で作成 し、 「P-49 壁配置」において、形状番号 +
また、 「P-34 壁開口形状」で大壁にたいする開

処理 =3

ンにまたがる壁を 1枚の形状
1000と して配置 します。
口形状 も同様に作成 します。
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項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 N0 壁形状番号  (101～ 199)

壁 厚 壁厚さ

W 仕上 げ重量 (両面仕上 げの和 ) ks/n'

処 理 荷重の処理方法を下表より選択

入力値

はりの

荷重項 柱軸力

地震時

重量

1 計算

しない

加算

しない

加算
する

計算

しない

加算
する
加算
する

計算
する
加算
する
加算
する

2

β せん断剛性低下率

κ せん断形状係数

P-33 壁形状 (RC)

RC造 の壁形状時を入力 します。

(1) 3項 は、壁自重 (壁 自重は壁厚によって自動計算 )を 含まない、仕上げ重量の
みとします。

(2)5,6項 は、耐力壁 となる壁に使用 します。 5項 が 「 0」 の場合は、耐力壁にな
る壁であって も耐力壁 として取 り扱わな くなります。

耐力壁は、 X形 プレースに置換 して計算 します。

(3) 多スパ ンにまたがる壁 (大壁 )の 場合は、多スバ ンにまたがる壁を 1枚 の形状
で作成 し、「P-49 壁配置」において、形状番号 +1000と して配置 します。
また、 「P-34 壁開口形状」で大壁にたいする開口形状 も同様に作成 します。
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項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. 壁開口形状番号  (1～ 99)

Wo 開口部重量 kg/O12

左右ス リット幅

上下ス リット幅

処 理 「P-33 壁形状 (RC)Jの 開口周比の計
算の処理方法を下表より選択

入力値 処理方法

1 各開口面積 (長 さ)の 合
計によって計算

包括面積 (長 さ)に よっ
て計算

1

TYP 開ロタイプ番号 (図 2.33参照 )

7 開 口 開口数  (0～ 5)

8 開口寸法 (図 2.33参 照 )

9

P-34 壁開口形状

壁の開ロデータを入力 します。
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(1) 3～ 5項 は、 「P-33 壁形状 (RC)
3,4項 は下記の様に処理 されます。

」の壁のみに有効です。

図 2.31ス リット幅

(2) 5項 は、開回数が 2個 以上の時にのみ有効 となります。

(3) 開口が複数ある場合は、 8～ H項を繰 り返 し使用 し左 (軸 番号の小さい方 )
ら入力 します。ただ し、開口が上下重なる場合は、処理できません。

多スパ ンにまたがる壁 (大壁 )に 配置する開回は、 1ス パ ンとして入力 し、
置 します。

図 2.32開 口寸法

(4) 6項 において、 1～ 10の場合は開口の左右位置に関するデータを実長で、H～
20の 場合は開回の左右位置に関するデータを、はり長 さを 1と した時の割合で入

力 します。

か

　

配
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TYP : 1(11)

TYP :

TYP Hの 場合 L3を割合

3(13)

TYP 13の 場合 L3を割合

5(15)

TYP : 2(12)

TYP 12の 場合 L3を割合

4(14)

TYP 14の 場合 L3を割合

6(16)

し3 *

TYP 15の 場合 L3を 割合

し1¬   し4 ネ し1-―■  L4 *

L3ホ

16の 場合 し3を 割合
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TYP : 7(17) TYP : 8(18)

L3 *

17の 場合 L3を割合 TYP 18の 場合 L3を割合

TYP :10(20)TYP : 9(19)

TYP 19の 場合 Ll,L2を 割合 TYP 20の 場合 Ll,L2を 割合

ただ し、 「P-32 壁形状 (CB,ALC等 )」 に対 しての開口寸法については、内法寸法は
使用できません。よって、はり上端または軸心か らの距離とします。 (*付 )

図 2.33開 口形状
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P-35 ブレース形状

S造 ブレースを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. ブレース形状番号  (1～ 99)

TYP ブレースのタイプを下記より選択

TYP:l           TYP

TYP:3           TYP:4

(引 張部材のみ有効 )

4

BAl 応力計算用プレース断面積 cnr

4 断面計算用プレース断面積 BAl Cぱ

(1) 3項 は、剛性計算および応力計算に使用 します。 2項が 「 4Jの場合は X形 プ
レースとし入力値の 1/2の 値を採用 し剛性計算および応力計算を行います。

4項は、断面計算時に使用 されます。

(2) 多スパ ンにまたがるプレースの場合は、多スバ ンにまたが るプレースを 1枚の
形状で作成 し、 「P-51 ブレース配置」において、形状番号 +1000と して配置 し
ます。

(3) 「P-33 壁形状 (RC)」 で作成 した壁が配置されている箇所に配置 した場合は、
無視されます。
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項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 階   (11) 対象階

H階 か ら12階 まで     (11≦ 12)2 階   (12)

3 方 向 壁方向を下表より選択

入力値 方  向

1 X方 向

Y方 向

1

4 基準点か らの壁までの X方 向距離

基準点か らの壁までの Y方 向距離

t 壁厚さ

l 壁長 さ

θ 壁の回転角 (反時計廻 りを十)

n 雑壁剛性倍率

壁 量 壁量の処理方法を下表より選択

入力値 処理方法

1 自動計算

2 入力値による

3 算入 しない

1

SRC造 に取 り付 く耐力壁 (Aw)に 算入さ
れる壁面積

Cピ

Aw2 16項 以外の耐力壁に算入される壁面積 Cr

Acに 算入される壁面積 Cr

P-36 雑壁

ラーメン外の壁を入力 します。
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(1) 雑壁の剛性は、 6～ 9項 か らD値形式で計算 します。

D■ == n)く t× 1× +)く
coS'θ

雑壁の D値
雑壁剛性倍率 (9項 )
壁厚さ (6項 )
壁長さ (7項 )
壁の回転角度 (8項 )
方向別の柱 D値 の合計
方向別の柱断面積の合計

9項 での入力値は、雑壁の剛性 (D値 )を 計算する際にのみ使用されます。
性を考慮 しない時は、 「 0」 を入力 します。

壁量は、10項 の入力値が 「 lJの 場合は、 6～ 8項 により Acに 算入され、
項が 「 2」 の場合は、H～ 13項 の入力値により計算 されます。

本項で入力 した雑壁の重量は、一切考慮 しません。

Lx

LX      LY

7.5   3.0
2.0   6.5
18.0   5.5
2.0  -1.0

Ｄｗ

ｎ

ｔ

‐

θ

Ｄｃ

Ａｃ

Σ

Σ

(2)

(3)

(4)

岡1

向方

　

１

２

２

１

①

②

③

④
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基準点

1

Lx 102

図 2.34雑 壁
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P-37 小ば り形状 (S)

S造 の小ばり形状データを入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 形状 NO. 小ば り形状番号  (1～ 99)

TBL NO. 鋼材テープル番号

Wo 仕上げ重量 ks/n

(1) 2項 において、指定できる鋼材テープル番号は、 H形鋼または リップみぞ形鋼
背合わせ とします。

(2) 仕上げ重量 (耐火被覆等 )は 3項 で入力された値のみとし、 「P-25 はり仕上
げ重量」で入力されている値は加算 しません。
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P-38 小ばり形状 (RC)

RC造 の小ばり形状データを入力 します。

項   目 説 明 単 位

1 形状 NO. 小ば り形状番号  (101～ 199)

はり幅

D はりttヽ

4 Wo 仕上げ重量 kE/n'

(1)仕 上げ重量は 4項で入力された値のみとし、「P-25 はり仕上げ重量」で入力
されている値は加算 しません。
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P-39 スラブ形状 (基本 )

荷重状態等,小 ばりな しのスラブ形状データを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. スラブ形状番号  (1～ 99)

床の荷重伝達方向を下表より選択

入力値 伝達方向

1 X方 向

2 Y方 向

3 両方向

t スラブ厚 さ CIn

Wo 仕上げ重量 (床仕上げと天丼等の和 ) Rg/a2

「P-19 積載荷重」で入力 した積載荷
重 ,表 2.3ま たは登録 した積載荷重番号

Ws 積雪荷重 ks/n'

WX NO. X方 向フレーム解析時に使用する「P―
23 風力係数」で入力 した風力係数番号

WY NO. Y方 向フレーム解析時に使用する「P―
23 風力係数」で入力 した風力係数番号

(1) 2項 によリスラブ荷重の伝達方向が決定 されます。 「 1」 の場合はX方 向の 1
方向版、「 2」 の場合はY方 向の 1方 向版、「 3Jの場合は 2方向版 として 2等
分線で亀の甲条に分割 して荷重を伝達 します。

|

品

1:X方 向 2:Y方 向

図 2.36荷重伝達方向

3:両方向
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(2)

(3)

(4)

(5)

鉄骨造において、 RCス ラプの場合は 3項 にスラブ厚を入力 し、 4項はスラブ
自重を含まない重量を入力 します。 RCス ラブでない場合は 3項 を「 0」 とし、
4項 に床自重等を含む重量を入力 します。

積雪がかかる場合は 6項 で nf当 たりで入力 します。各荷重に対 しての低減率は
「P-20 荷重計算指定 Jで入力 した値 とします。

風圧がかかる場合は7,8項で 「P-23 風力係数」で入力 した風力係数番号を入

力 します。

枚劣癸び

`辱

影表T鼻農こFI奔 素
)貫
99塁 ヒ多歪Cr[診 供省ζ↑孔品集豊

置 します。

・小ばりがない場合

「P-39 スラブ形状 (基 本 )」 でスラブ形状を入力 し、配置 します。

P-39 スラブ形状 (基 本 )」 で作成 したスラブ

・ 一次小ば りのみの場合

IP-39 スラブ形状 (基本 )」 で荷重条件等のスラブ形状 を入力 し、「 P-40
スラブ形状 (一次 まで )」 においてスラブ形状 を作成 し配置 します 。

P-39 スラブ形状 (基 本)Jで 作成 したスラブ
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二次小ば りを有するスラプの場合

「P-39 スラブ形状 (基 本 )」 で荷重条件等のスラブ形状を入力 し、 「P-40
スラブ形状 (一 次まで )」 において二次小ば り状態を入力 し、「P-41 スラ
ブ形状 (二次まで)Jに おいてスラブ形状を作成 し、配置 します。

「P-40 スラブ形状 (一 次まで )」 で作成

(基本 )Jで 作成 したス ラブ

・下図の様に小ばり間隔が均等な場合 (3次小ば りまで可能 )

荷讐撃の入勇Z7謹 3:そ貫サリル撲喪曇票F「 Z髯埼ま貨発し雪手}ま
す。

一　
　
　
一

一　

一

Ｆ
Ｌ

一　
　
　
一

一
　

　

一

図 2.37ス ラブ形態

スラブ形状
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項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. スラブ形状番号  (101～ 199)

小ばり方向を下表より選択

入力値 方  向

1 X方 向

2 Y方 向

3 方 法 小ばり間隔の入力方法を下表より選択

入力値 方 法

1 実長入力

割合入力

1

N /1ヽ ばり本数

S 「P-39 スラブ形状 (基 本 )」 で入力
したスラブ形状番号

L /1ヽ ばり間隔

B 「P-37 /1ヽ ばり形状 (S)」 , 「P-38

小ばり形状 (RC)」 で入力 した小ばり形

状番号

W B(7項 )が負担する壁等による「P―
57 はり特殊荷重 (1)」 または「P-58
はり特殊荷重 (2)」 で登録 した特殊荷重

番号

P-40 スラブ形状 (一 次まで )

小ばり有り (一次小ばりまで)ス ラブ形状データまたは、二次小ばりの状態を入力し
ます。

(1) 2項 により小ばりの配置方向が決定されます。ただ し、 「P-41 スラブ形状 (
二次まで )」 において本項で入力 したスラプを使用 した場合は、 2項 で入力 した

値は無視され 「P-41 スラブ形状 (二次まで )」 の 2項 で入力 した小ば り方向の

直行方向となります。

(2) 3項 の入力によって、 6項 の入力値の取 り扱いが変わ ります。「 1」 を指定 し
た場合は、 6項 での入力値は実長 とし、 「 2」 を指定 した場合は、スラブー遍の

長さを 1と した時の割合で入力 します。

(3) 小ば り本数は、 5本 まで とします。不均等の場合の 4項の入力値は 1～ 5と し、
均等の場合は実際の小ばり本数に 10を 足 した値 (H～ 15)と します。
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(4)

(5)

8項 は、小ばりに掛かる特殊荷重 と
ます。 (TYP 7,17は使用不可 )

多スパ ンにまたがるスラブ (大床 )

枚のスラブで形状を作成 し、 「P-53

置 します。

して風以外の各荷重にかかる割合 も考慮 し

の場合は、多スパ ンにまたがるスラプを 1
スラブ配置 Jに おいて形状番号 +1000で 配

し4

し3

L2

Ll

小ば りX方 向配置

小ばりX方 向配置

小ば りX方 向配置

小はりY方向配置

小はりY方 向配置

小はりY方 向配置

プ形状 (一 次まで )

31   32   B3   B4

し4

し3

し2

S6

S5

S4

S3

Ｓ ５

一

Ｓ ４

一

Ｓ ３ stlszlsslsl

―-34-
S4

―-32‐…‥‥―

S2

S4

S3

S2

Sl

sllszlsslsl

図 2.38ス ラ
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項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. スラブ形状番号  (201～ 299)

小ば り方向を下表より選択

入力値 方  向

1 X方 向

Y方 向

方 法 小ば り間隔の入力方法を下表より選択

入力値 方 法

1 実長入力

2 割合入力

1

/1ヽ ばり本数

「P-39 スラブ形状 (基本 )」 ,「 P―
40 スラブ形状 (一次まで )」 で入力 し
たスラブ形状番号

6 小ば り間隔

7 「P-37 /1ヽ ば り形状 (S)」 ,「 P-38
小ばり形状 (RC)」 で入力 した小ば り形

状番号

8 W B(7項 )が負担する壁等による「P―
57 はり特殊荷重 (1)」 または「P-58
はり特殊荷重 (2)」 で登録 した特殊荷重

番号

P-41 スラブ形状 (二次まで )

小ばり有 り (二 次小ばりまで )ス ラブ形状データを入力 します。

(1) 2項 により小ばりの配置方向が決定 されます。ただ し、 「P-40 スラブ形状 (
一次まで )」 において入力 したスラプを使用 した場合は、二次小ば り方向は 2項
で入力 した小ばり方向の直交方向となります。

(2) 3項 の入力によって、 6項 の入力値の取 り扱いが変わ ります。 「 1」 を指定 し
た場合は、 6項 での入力値は実長 とし、 「 2」 を指定 した場合は、スラブー遍の

長 さを 1と した時の割合で入力 します。

(3)小 ば り本数は 5本 までとします。不均等の場合の 4項の入力値は 1～ 5と し、
均等の場合は実際の小ば り本数に10を 足 した値 (H～ 15)と します。
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(4)

(5)

8項 は、小ばりに掛かる特殊荷重と
ます。 (TYP 7,17は使用不可 )

多スパ ンにまたがるスラブ (大床 )
枚のスラプで形状を作成 し、 「P-53
置 します。

し、風以外の各荷重に対する割合 も考慮 し

の場合は、多スパ ンにまたがるスラプを 1
スラブ配置」において形状番号 +1000で 配

L5

L

ι3

L2

L

小ば りX方 向配置

小ば りX方向配置

図 2.39

小はりY方向配置

小はりY方 向配置

スラブ形状 (一次まで )

4

1

31  32  33  」4  B5
Sl l S2 1 S3 1 s4 1 S5

Ｓ５

一

Ｓ４

一

Ｓ３

一

Ｓ２

一

ＳＩ
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項 目 説 明

1 形状 NO. スラブ形状番号  (301～ 399 )

TYP 小ば り配置のタイプを下表より選択

入力値 1 2

形  状

―

|―

| |

一次小ばり本数  (1～ 9)

二次小ばり本数  (0～ 9)

二次小ばり本数  (0～ 9)

S NO. 「P-39 スラブ形状 (基本 )」 で入力 したスラブ形状番号

一次小ばり形状番号 (「 P-37 小ばり形状 (S)」 ,「 P-38 小
ばり形状 (RC)Jで 入力 した小ばり形状番号 )

8 二次小ばり形状番号 (「 P-37 小ばり形状 (S)」 ,「 P-38 小
ば り形状 (RC)」 で入力 した小ばり形状番号 )

9 二次小ば り形状番号 (「 P-37 小ばり形状 (S)」 ,「 P-38 小
ばり形状 (RC)」 で入力 した小ばり形状番号 )

P-42 スラブ形状 (そ の他 )

小ばり間隔および荷重状態が均―のスラブ形状データを入力 します。

(1) 本項で入力 したスラブ形状は、荷重,小ばり間隔等は均一となります。

(2)多 スバ ンにまたが るスラブ (大床 )の 場合は、多スパ ンにまたがるスラプを 1
枚のスラブで形状を作成 し、「P-53 スラブ配置」において形状番号 +1000で 配

置 します。
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図 2.40ス ラブ形状 (そ の他 )
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P-43 片持ちば り形状 (S)

S造 片持ちばり形状データを入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 形状 NO. 片持ちばり形状番号  (1～ 99)

2 TBL N0 鋼材テープル番号  (H形 のみ )

3 Wo 仕上 げ重量 ke/n

4 片持ちばり長 さ

5 集中荷重 (6項 )作用位置

6 追加集中荷重 t

分布荷重 (9項 )作用開始位置

分布荷重 (9項 )作 用長 さ

W 追加分布荷重 t/111

W NO. 片持ちばりが負担する壁等による「P-57 はり特殊
荷重 (1)」 または 「P-58 はり特殊荷重 (2)」 で登録
した特殊荷重番号

(1)

(2)

(3)

図 2.41片 持ちば り形状 (S)

6,9項で入力する荷重は、固定荷重として取 り扱います。また、 5～ 10項 で入
力 した荷重 と片持ちスラブ形状による荷重は加算 します。

仕上げ重量 (耐 火被覆等 )は 、 3項 で入力された値のみとし、「P-25 はり仕
上げ重量」で入力されている値は加算 しません

10項 で 「P-57 はり特殊荷重 (1)」 (TYP 7,17は 使用不可 )を 指定 した場合は、
はりの左端を片持ちば りの基端 ,は りの右端を片持ちば りの先端 として処理 しま
す。「P-58 はり特殊荷重 (2)」 を指定 した場合は、MLを 基端モーメン ト,QLを
基端せん断力として処理 します。各荷重に対する割合 も考慮 します。
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P-44 片持ちば り形状 (RC,SRC)

RC, SRC造 片持ちば り形状データを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. 片持ちばり形状番号

(RC :  101-199  SRC :  201-299 )

2 はり幅

3 基端はりせい

先端はりせい

5 Wo 仕上げ重量 ks/n'

6 片持ちばり長 さ

7 集中荷重 (8項 )作用位置

8 追加集中荷重 t

9 分布荷重 (H項 )作用開始位置

分布荷重 (H項 )作用長 さ

W 追加分布荷重

W NO. 片持 ちば りが負担する壁等による「P―

57 はり特殊荷重 (1)」 または「P-58
はり特殊荷重 (2)」 で登録 した特殊荷重

番号

図 2.42片 持ちばり形状 (RC,SRC)

8,H項 で入力する荷重は、固定荷重として処理 します。
した荷重 と、片持ちスラブ形状による荷重は加算 します。

(1)

-95-

また、 7～ 12項 で入力



(2)

(3)

(4)

仕上げ重量は、 5項 で入力された値のみとし、「P-25 はり仕上げ重量」で入
力されている値は加算 しません

1項 において、 180～ 199,280～ 299を 使用 した場合は、モーメントの合計を
0と して内部処理 します。

12項 で 「P-57 はり特殊荷重 (1)」 (TYP 7,17は 使用不可 )を 指定 した場合は、
はりの左端を片持ちば りの基端 ,は りの右端を片持ちばりの先端 として処理 しま
す。「P-58 はり特殊荷重 (2)Jを 指定 した場合は、MLを 基端モーメン ト,QLを
基端せん断力として処理 します。各荷重に対する割合を考慮 します。
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P-45 片持ちスラブ形状

片持ちスラブ形状データを入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 形状 NO. 片持ちスラブ形状番号  (1～ 99)

片持ちスラブタイプ番号  (図 2.43参 照 )

3 スラブ荷重伝達方向を下表より選択

入力値 方  向

1 X方 向

2 Y方 向

3 両方向

4 B NO. 小ばり配置による形状番号  (図 2.43参 照 )

5 S NO. 「P-39 スラブ形状 (基本)Jで 入力 したスラブ形
状番号

6 片持ちスラプの出  (図 2.43参照 )

7 片持ちスラプの出  (図 2.43参照 )

8 片持ちスラブ左位置 (図 2.43参 照 )

9 片持ちスラブ右位置 (図 2.43参照 )

W 先端荷重      (図 2.43参照 ) t/ロ

「P-37  /1ヽ ばり形状  (S)」 , 「P-38  /1ヽ ばり形状
(RC)」 で入力した小ばり形状番号 (図 2.43参 照 )

n 32(13項 )の 本数  (0～ 9)

「P-37  /1ヽ 1ざ り形状  (S)」 , 「P-38  ′lヽ ばり形状
(RC)」 で入力 した小ば り形状番号 (図 2.43参 照 )

「P-43 片持ちばり形状 (S)」 ,「 P‐44 片持ちば
り形状 (RC,SRC)」 で入力 した片持ちばり形状番号
(図 2.43参 照 )(材 寸とWの み考慮 )

(1) 3項 が 「 0」 の場合は、 5項 で入力 したスラブ形状によって指定 されている伝
達方向となります。

(2) n(12項 )は 、 0～ 9本 とし、全て均等割 りとします。ただ し、 TYP(2項 )
が 1～ 3の場合のみ有効 とします。
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(3) 14項 は、 8項 または 9項 が入力されている場合のみ有効になります。柱か らの
片持ちば りは、「P-54 片持ちば り配置」により配置された片持ちばりとなりま
す。

(4)多 スパ ンにまたがる片持ちスラプの場合は、多スバ ンにまたがる片持ちスラブ
を 1枚 の片持ちスラブとして形状を作成 し、 「P-55 片持ちスラブ配置」におい
て形状番号 +1000と して配置 します。ただ し、多スバ ンにまたがる片持ちスラブ
は、TYP(2項 )が 1～ 3の場合のみとします。

OTYP:1 (LY=0)

● BNO:1

W

し1・ 0         し2=0

● BNO:2

‖

Ll=0

● BNO:3

1

W                  W

W                 W

W

Ｗｍ

＝̈
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Ll=0

● BNO:4

‖

「
平
m~l~「
Fギ
1¬

L2=O   Ll=0
「
T理平
m三

」
「
]~BIII~31-「



OTYP:2

● BNO:1

使用不可

● BNO:2

Ll・ 0

● BNO

(LY=0)

L2=0   し1=0

OTYP:3 (LY=0)

● BNO:1

使用不可

● BNO:2

Ll=0

● BNO:4

し2=0
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Li=O         L2=0

● BNO:3



OTYP:4

● BNO:1~蛉囲
Ｆ」Ｙ

LX」     Ll=0

● BNO

● BNO:3レ
相絣

● BNO:4

」２〓Ｏ　　　Ｆ」Ｙ

-100-



OTYP:5 (3NO:4

● BNO:1

W

¶

言

W

使用不可 )

● BNO:2

W

● BNO:3

OTYP:6 (BNO:2～ 4使 用不可 )

図 2.43片 持ちスラブ形状
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P-46 パ ラベ ット形状

パラベ ッ ト形状を入力 します。

(1) RC造 以外のパラベ ットの場合は、 2項 を 「 0」 とし 4項 に下地等を含む重量
を入力 します。
2項が 「 0」 でない場合の 4項の取 り扱いは、下図に示す範囲 として処理 しま
す。

ltl

図 2.44パ ラペ ット形状

(2) 5項 は、風圧力が掛かるパラペ ットのみ入力 します。速度圧は配置される層の
速度圧を使用 し、水平力を計算 します。

項 目 説 明 単 位

1 形状 NO. パラベ ッ ト形状番号  (1～ 99)

t
パラペ ット厚 さ

パ ラペ ッ ト高 さ

パ ラペ ッ ト仕上 げ重量 kg/m2

係数 NO. 「P-23 風力係数」で入力 した風力係数番号
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項 目 説 明

1 層   (11) はりを配置する層

H層 から12層 まで (11≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) はりを配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) はりを配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)軸   (K2)

形状 NO. 「P-28 はり形状 (S)」 ,「 P-29 はり形状 (RC,SRC)」 で入
力 したはり形状番号

P-47 はり配置

「P-28 はり形状 (S)」 ,「 P-29 はり形状 (RC,SRC)」 で入力 した各はりを配置し
ます。

(1)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。

(2) 7項 を 「 0」 として配置 した場合は、既に配置されているはりを除 く処理 とな
ります。

/4

/3

ノ/ノ
′2

/1
＼ 104

軸

　

１０

軸

　

１０

層

　

３

層

　

２

1/ノ
/
＼ 、 :01

フレーム

1

フレーム

3

形状 NO.

101

-103-
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/4

/3

/2

/1
｀ヽ
、、、104

3///

軸

　

３

軸

　

１

層
一
　

２

1///

層

3

＼ 101

7レーム    フレーム

101     103

図 2.45は り配置

形状 NO.

102
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P-48 柱配置

「P-30 柱形状 (S)J 「P-31 柱形状 (RC,SRC)」 で入力 した各柱を配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 柱を配置する層

H層から12層 まで (11<12)層   (12)

フレーム (Jl) 柱を配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで         (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

軸   (Kl) 柱を配置する軸

Kl軸 からК2軸 まで (Kl≦ K2)軸   (K2)

形状 NO. 「P-30 柱形状 (S)」 ,「 P-31 柱形状 (RC,SRC)」 で入力 し
た柱形状番号

(1)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

(2) 7項 を 「 0」 として配置 した場合は、既に配置されている柱を除 く処理 となり
ます。

/4

/3

0多′″
/2

ノ″
′/1

｀`
、ヽ、、104

1ノ
// ＼ 101

フレーム    フレーム

1       3
1         3

軸

　

１０

１０

軸

　

１０

１０

層

　

３

３

層

　

１

２

形状 NO.

101

102

図 2.46柱 配置
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す 。

P-49 壁配置

「P-32 壁形状 (CB,ALC等 )」 「P-33 壁形状 (RC)」 で入力 した各壁を配置 しま

項 目 説 明

1 層   (11) 壁を配置する層

H層 か ら12層 まで (11<12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) 壁を配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 フレーム (」 2)

5 軸   (Kl) 壁を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)6 軸   (K2)

7 形状 NO. 「P-32 壁形状 (CB,ALC等 )」 ,「 P-33 壁形状 (RC)Jで 入
力 した壁形状番号

(1)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。

(2) 7項 を 「 OJと して配置 した場合は、既に配置されている壁を除 く処理 となり
ます。

(3)多 スパ ンにまたがる壁 (大壁 )の 場合は、 「P-32 壁形状 (CB,ALC等 )」 ,

「P-33 壁形状 (RC)Jで 入力 した壁形状番号 +1000と して、大壁になる範囲毎
に配置 します。

/4

/3

/2

/1
＼  104

軸

　

１０

１０

層

　

４

４

層

　

２

２

1///
＼ 、 101

7レーム

1

2

7レーム

3

2

軸

101

101

形状 NO.

101

0
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/4

/3

/2

/1
｀`
、ヽ、、104

形状 NO.

1102
1103

軸

　

３

３

軸

　

１

１

層

　

４

３

層

　

２

１

図 2.47壁 配置

1///   
｀
｀ヽ 101
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P-50 壁開日配置

「P-34 壁開口形状」で入力 した各壁開口を配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 壁開口を配置する層

H層 か ら12層 まで (11<12)層   (12)

フレーム (Jl) 壁開口を配置するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム   (J2)

5 軸   (Kl) 壁開口を配置する軸

Kl軸 からK2軸 まで (Kl<K2)6 軸   (K2)

7 形状 NO. 「P-34 壁開口形状」で入力 した壁開□形状番号

(1)重 複配置を行った場合ば、後のデータが優先されます。

(2) 7項 を「 0」 として配置 した場合は、既に配置されている壁開口を除 く処理 と
なります。

/4

/3

/2

/1
＼  104

層

　

４

４

４

層

　

２

２

２

フレーム

1

1

2

フレーム

3

3

2

軸

101

102

101

軸    形状 NO.

102      1
103      2
103      0

t-/ \,0,
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/4

/8

/2

/1
＼  1 04

形状 NO.

3

4

軸

　

３

３

軸

　

１

１

層

　

４

３

層

　

２

１

図 2.48壁 開日配置

1ノ
//   ｀｀ヽ 101
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P-51 プレース配置

「P-35 ブレース形状 Jで入力 した各ブレースを配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) ブレースを配置する層

H層から12層 まで (11<12)層   (12)

フレーム (Jl) ブレースを配置するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで          (」 1≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) ブレースを配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Klく K2)軸   (K2)

7 形状 NO. 「P-35 ブレース形状」で入力 したブレース形状番号

(3)

重複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。

7項を「 0」 として配置 した場合は、既に配置されているプレースを除 く処理
となります。

多スパ ンにまたが るプレースの場合は、「P-35 ブレース形状」で入力 したブ
レース形状番号 +1000と して、大ブレースになる範囲毎に配置 します。

/4

/3

/2

′″
′/1

＼ 104

軸

　

１０

１０

軸

　

１０

１０

層

　

２

４

層

　

１

２

1ノ
// ＼ 、 101

7レーム

2

2

フレーム

2

2

形状 NO.

1

2
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/4

/3

/2

/1
＼
｀ 104

形状 NO.

1003
1004

軸

　

３

３

軸

　

１

１

層

　

２

４

層

　

１

２

図 2.49ブ レニス配置

1///   
｀｀ヽ 101
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項 目 説 明 単 位

1 層   (11) 壁量を直接指定する層

H層 か ら12層 まで          (11<12)層   (12)

フレーム (Jl) 壁量を直接指定するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで     (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) 壁量を直接指定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで             (Kl<K2)軸   (K2)

Awl SRC造 に取 り付 く耐力壁 (Aw)に 算入 される壁面積 甜

8 Aw2 7項 以外の耐力壁 (Aw)に 算入される壁面積 Cご

9 Acに 算入 される壁面積 Cピ

P-52 壁量配置

壁量を直接指定 します。

)本 項は、壁量を直接指定する項 目です。ただ し、 「P-33 壁形状 (RC)」 の壁
が配置されている所のみに有効です。

) 本項において、壁量を直接指定 した壁については内部で計算 された壁量は使用
しないで、入力された値を使用 し計算 します。

)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

/4

′″
″/3

///′
2

ノ″
′′

l

＼ 104

Ａｃ
　
　
一

ｍ
　
　
一

加
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P-53 スラブ配置

「P-39 スラブ形状 (基本 )」
ブ形状 (二次まで)J,「 P-42
ます。

,「 P-40 スラブ形状
スラブ形状 (そ の他 )」

(一次まで )」 ,「 P-41 スラ
で入力 した各スラプを配置 し

項 目 説 明

1 層   (11) スラプを配置する層

H層 か ら12層 まで (11≦ 12)層   (12)

3 フレーム (Jl) スラプを配置するフレーム

Jl軸 からJ2軸 まで (Jl<J2)4 フレーム (」 2)

5 軸   (Kl) スラプを配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)6 軸   (K2)

7 形状 NO. 「P-39 スラブ形状 (基 本 )」 ,「 P-40
で )」 ,「 P-41 スラブ形状 (二次まで )
状 (そ の他 )Jで 入力 したスラブ形状番号

スラブ形状 (一次ま

,「 P-42 スラブ形」

(1)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

(2) 7項 を「 0」 として配置 した場合は、既に配置されているスラプを除 く処理 と
なります。

(3) 多スパ ンにまたがるスラブ (大 スラブ)の 場合は、「P-39 スラブ形状 (基本
)」 ,「 P-40 スラブ形状 (一次まで )」 ,「 P-41 スラブ形状 (二次まで )」
「P-42 スラブ形状 (そ の他)Jで 入力 したスラブ形状番号 +1000と して、大ス
ラブになる範囲毎に配置 します。
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P-54 片持ちばり配置

「P-43 片持ちばり形状 (S)J,「 P-44 片持ちば り形状 (RC,SRC)」 で入力 した各
片持ちばりを配置 します。

(1)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。

(2) 7項 を 「 0」 として配置 した場合は、既に配置されているスラプを除 く処理 と
なります。

項 目 説 明

層   (11) 片持ちばりを配置する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

片持ちばりを配置する方向を下記より選択

4 フレーム 片持ちばりを配置するフレーム

軸   (Kl) 片持ちばりを配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)軸   (K2)

形状 NO. 「P-43 片持ちばり形状 (S)J,「 P-44 片持ちばり形状 (RC
,SRC)」 で入力 した片持ちばり形状番号
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図 2.52片持ちばり配置
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項 目 説 明

1 層   (11) 片持ちスラプを配置する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

片持ちスラプを配置する方向を下記より選択

Lx
7レーム 片持ちスラプが取 り付 くフレーム

5 軸   (Kl) 片持ちスラプを配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (出すみ,入すみの場合 K2=Kl)(Kl≦ K2)6 軸   (K2)

7 形状 NO. 「P-45 片持ちスラブ形状」で入力 した片持ちスラブ形状番号

P-55 片持ちスラブ配置

「P-45 片持ちスラブ形状 Jで 入力 した各片持ちスラプを配置 します。

(1)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

(2) 7項 を「 0」 として配置 した場合は、既に配置されている片持ちスラプを除 く
処理 となります。

(3)片 持ちスラブ TYPが 1～ 3の場合は DIR(3項 )は 1～ 4と し、TYPが 4～ 6
の場合はDIRは 13,14,23,24と します。

(4) 多スパ ンにまたがる片持ちスラブ (大片持ちスラブただ し、片持ちスラブ TYP
l～ 3の み)の 場合は、 「P-45 片持ちスラブ形状」で入力 した片持ちスラブ形

状番号 +1000と して、大片持ちスラブとなる範囲毎に配置 します。
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P-56 パラベ ット配置

「P-46 バラベ ット形状」で入力 した各パラベ ットを配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) パラベットを配置する層

H層から12層 まで (H≦ 12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) パラベットを配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (」 1≦ J2)4 フレーム (J2)

軸   (Kl) パラベットを配置する軸

Kl軸 からK2軸 まで (Klく K2)軸   (K2)

形状 NO. 「P-46 パラベ ット形状」で入力 したパラペ ット形状番号

(1)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。

(2) 7項 を「 0」 として配置 した場合は、既に配置されているパラペ ットを除 く処
理となります。
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P-57 はり特殊荷重 (1)

各形状か ら自動計算 される荷重以外のはり荷重を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 荷重 NO. はり特殊荷重番号  (1～ 99)

2 L /TL L(固 定荷重 +ラ ーメン用積載荷重 )の 9～ 14項 で
入力する荷重 (TL)に 対する割合

LL/L LL(ラ ーメン用積載荷重 )の Lに 対する割合

B /TL E(地 震荷重 )の TLに 対する割合

S /TL S(積 雪荷重 )の TLに 対する割合

W1/TL Wl(風圧荷重 1)の TLに 対する割合

W2/Tし W2(風圧荷重 2)の TLに 対する割合

TYP 荷重状態 (表 2.6 参照 )

荷重は、上か ら下に作用する時を① ,時計廻 リモー
メン ト○ とします。

表 2.6

参照
9

(1)本 項では各部材形状から求まる荷重以外の特殊な荷重を入力します。

(2) 4項 により、地震時層重量に加算される割合が決定されます。

(3)各 荷重に考慮される積雪荷重は、 5項で入力した割合に、「P-20 荷重計算指
定」で入力した積雪荷重低減率が掛けられた値となります。

(4) 8項 の入力値は、長さに関するパラメータを実長で入力する場合は 2～ 5, 7
とし、長さに関するパラメータを割合で入力する場合は12～ 15,17と します。

(5) 同一はりで複数の荷重がある場合は、 1項 で同一荷重番号とし、その番号を「
P-59 はり特殊荷重配置」で配置する事によリー度で配置することができます。
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P-58 はり特殊荷重 (2)

各形状か ら自動計算される荷重以外のはり荷重を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 荷重 NO. はり特殊荷重番号  (1～ 99)

L /TL L(固 定荷重 +ラ ーメン用積載荷重 )の 8～ 14項 で
入力する荷重 (TL)に 対する割合

LL/L LL(ラ ーメン用積載荷重 )の しに対する割合

E /TL E(地 震荷重 )の Tし に対する割合

S /TL S(積 雪荷重 )の TLに 対する割合

W1/Tし Wl(風圧荷重 1)の TLに 対する割合

7 W2/TL W2(風圧荷重 2)の TLに 対する割合

8 ML はり左端モーメン ト

9 MR はり右端モーメント

はり左端せん断力 t

はり右端せん断力 t

Mo 単純ば りとした時の中央モーメン ト

QLo 単純ば りとした時の左端せん断力 t

QRo 単純ば りとした時の右端せん断力 t

(1) 4項 により、地震時層重量に加算 される割合が決定 されます。

(2) 各荷重に考慮 される積雪荷重は、 5項で入力 した割合に、「P-20 荷重計算指
定」で入力 した積雪荷重低減率が掛けられた値 となります。

(3) 同一はりで複数の荷重がある場合は、 1項 で同一荷重番号 とし、その番号を「
P-59 はり特殊荷重配置」で配置する事によリー度で配置することができます。

(4) 8～ 14項の値は、荷重が上から下へ作用した時を○とし、等価節点荷重を入力
します。

①○

ＭＲ
　

　

　

ＱＲ
Ｏ

ＭＬ
　

　

　

」０
０
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P-59 はり特殊荷重配置

「P-57 はり特殊荷重 (1)J,「 P-58 はり特殊荷重 (2)Jで入力 した特殊荷重を配
置 します。

項 目 説 明 省略時解釈

1 層   (11) はり特殊荷重を配置する層

H層 か ら12層 まで            (11≦ 12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) はり特殊荷重を配置するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで    (Jl≦ 」2)4 フレーム (J2)

軸   (Kl) はり特殊荷重を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで            (Kl<K2)軸   (K2)

荷重 NO. 「P-57 はり特殊荷重 (1)」 ,「 P-58 はり特殊
荷重 (2)Jで入力 した特殊荷重番号

処 理 処理方法を下表より選択

入力値 処理方法

1 加算する

置き換える

1

(1) 8項 が、 「 1」 の時は各部材によって計算された値に加算 され、 「 2」 の時は
各部材によって計算された値を無視 し本項で配置された特殊荷重による荷重のみ

となります。

(2)重 複配置を行 った場合は、それぞれが有効 となり、全て加算 されます。
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P-60 柱特殊荷重 (1)

各形状か ら自動計算される荷重以外の柱荷重を入力 します。

項 目 説 明 単 位

荷重 NO. 柱特殊荷重番号  (1～ 99)

L /TL L(長 期荷重)の 7～ 12項で入力する荷重 (TL)に 対
する割合

S /TL S(積 雪荷重 )の Tし に対する割合

W1/TL Wl(風圧荷重 1)の Tし に対する割合

W2/TL W2(風圧荷重 2)の TLに 対する割合

荷重状態 (表 2.7 参照 )

荷重は、上から下に作用する時を○,時計廻リモー
メント○とします。

表 2.7

参照

(1) 本項では各部材形状か ら求まる荷重以外の特殊な荷重を入力 します。

(2)各 荷重に考慮される積雪荷重は、 3項 で入力 した割合に、「P-20 荷重計算指
定」で入力 した積雪荷重低減率が掛けられた値 となります。

(3) 6項 の入力値は、長 さに関するパラメータを実長で入力する場合は 2～ 5, 7
とし、長さに関するパラメータを割合で入力する場合は12～ 15,17と します。

(4) 同一柱で複数の荷重がある場合は、 1項 で同一荷重番号 とし、その番号を「P―
62 柱特殊荷重配置Jで配置する事によリー度で配置することができます。
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P-61 柱特殊荷重 (2)

各形状から自動計算される荷重以外の柱荷重を入力します。

項 目 説 明 単 位

1 荷重 NO. 柱特殊荷重番号  (1～ 99)

L /TL L(長 期荷重 )の 6～ 12項 で入力する荷重 (TL)に 対
する割合

3 S /TL S(積 雪荷重 )の TLに 対する割合

W1/TL Wl(風圧荷重 1)の TLに 対する割合

5 W2/TL W2(風圧荷重 2)の Tし に対する割合

6 柱脚モーメン ト

7 柱頭モーメン ト

8 柱脚せん断力 t

9 柱頭せん断力 t

単純ばりとした時の中央モーメン ト

単純ば りとした時の柱脚せん断力 t

単純ば りとした時の柱頭せん断力 t

(1) 本項では各部材形状か ら求まる荷重以外の特殊な荷重を入力 します。

(2)各 荷重に考慮される積雪荷重は、 3項で入力 した割合に、 「P-20 荷重計算指
定」で入力 した積雪荷重低減率が掛けられた値となります。

(3) 同一はりで複数の荷重がある場合は、 1項 で同一荷重番号 とし、その番号を 「
P-62 柱特殊荷重配置Jで配置する事によリー度で配置することができます。

(4) 6～ 12項 の値は、荷重が左か ら右へ作用 した時を① とし、等価節点荷重を入力
します。

図 2.57荷 重符号
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項 目 説 明 省略時解釈

1 層   (11) 柱特殊荷重を配置する層

H層 か ら12層 まで           (11<12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) 柱特殊荷重を配置するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで    (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) 柱特殊荷重を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで            (Kl≦ K2)6 軸   (K2)

7 荷重 N0 「P-60 柱特殊荷重 (1)」 ,「 P-61 柱特殊荷重
(2)Jで入力 した特殊荷重番号

8 処 理 処理方法を下表より選択

入力値 処理方法

1 加算する

2 置き換える

1

P-62 柱特殊荷重配置

「P-60 柱特殊荷重 (1)」 ,「 P-61 柱特殊荷重 (2)」 で入力した特殊荷重を配置し
ます。

(1)荷 重方向は、3,4項で指定されるフレームの方向とします。

(2) 8項 が、 「 1」 の時は各部材によって計算された値に加算され、 「 2」 の時は
各部材によって計算 された値を無視 し本項で配置された特殊荷重による荷重のみ
となります。

(3)重 複配置を行 った場合は、それぞれが有効 となり、全て加算 されます。
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P-63 柱追加荷重

各部材形状か ら計算 される柱軸力以外の軸力を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) 柱追加荷重を配置する層

H層 か ら12層 まで            (11≦ 12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) 柱追加荷重を配置するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで     (Jl≦ 」2)4 フレーム (J2)

軸   (Kl) 柱追加荷重を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで              (Kl≦ K2)軸   (K2)

7 節点に追加す る固定荷重 t

節点に追加するラーメン用積載荷重 t

節点に追加する地震用積載荷重 t

節点に追加する積雪荷重 t

WXl 節点に追加するX方 向風圧ケース 1荷重 t

WX2 節点に追加するX方 向風圧ケース 2荷 重 t

WYl 節点に追加するY方向風圧ケース 1荷重 t

Ш
π 節点に追加するY方向風圧ケース 2荷 重 t

(1)地 震時層重量の計算では重量 として (PD+PE+α 4PS)を 使用 します。また、柱
軸力に加算する場合は (PD+PL+α l PS)を 使用 します。 (α l,α 4は 「P-20 荷
重計算指定」で入力 した値 )

(2) 7～ 14項 は、上層か ら加算 した荷重ではなく、配置する節点に作用す る荷重 と
とします。符号は、下向きを +と します。

(3) 重複配置を行 った場合は、それぞれが有効となり、全て加算 されます。
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/4

/3

/2

/1
＼ 104

層

　

４

1///   
｀｀｀ 101

層    フレーム  フレーム

4        2        3

図 2.59柱 追加荷重

軸   軸

101     102

PD―
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P-64 任意点追加荷重

各部材形状か ら計算 される柱軸力以外の軸力を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) 追加荷重を配置する層

H層 か ら12層 まで           (11≦ 12)層   (12)

基準点か ら任意点までの X方 向距離

基準点か ら任意点までの Y方 向距離

任意点に追加する長期重量 t

地震時重量 t

(1)地 震時層重量の計算では重量として 6項を使用 します。また、ね じり補正等の
重心位置を計算する際に使用する重量は 5項 を使用 します。

(2) 5,6項 は、上層か ら加算 した荷重 として取 り扱います。

層

　

一　
一

層

　

一　
一

①

②

LX

10.0
-1.5

LY      PL―

3.0   -
8.0   -

層

　

一

層

　

一

LX

8.0

図 2.60任 意点追加荷重
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P-65 層追加重量

各部材形状から計算される値以外に地震時層重量または水平力に加算する値を入力し

ます。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) 層追加重量を配置する層

H層 か ら12層 まで             (11≦ 12)層   (12)

X方 向地震時層重量に加算す る重量 t

Y方 向地震時層重量に加算する重量 t

WXl X方 向風圧時ケース 1に加算する水平力 t

WX2 X方 向風圧時ケース 2に加算する水平力 t

WYl Y方向風圧時ケース 1に加算する水平力 t

WY2 Y方 向風圧時ケース 2に 加算する水平力 t

(1) 3～ 8項は、上層か ら加算 した重量ではな く、対象となる層のみの重量 としま
す。

(2)重 複配置を行 った場合は、それぞれが有効 となり、全て加算されます。

10 t  ―‐

10 t  ―

10 t  ―→

追加重量合計

10 t

20 t

30 t

層

　

４

層

　

２

EX      EY      WXl ～

10.0  10.0  -

図 2.61層 追加重量
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P-66 はり位置

構造階高か らはり上端までの高さを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 X方 向の構造階高か らはり上端までの
高 さ

下記 (1)参 照

Y方 向の構造階高か らはり上端までの
高さ

下記 (1)参 照

(1)本 項での入力値を省略または 「 0」 を入力すると、各はり部材せいの 1/2を 構造
階高か らはり上端までの高さとします。

(2)本 項は、はりか らくる柱の剛域長さを計算する際と、断面計算時のフェイス位
置の計算の際に使用 します。

図 2.62は り位置
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項   目 説 明 単 位

1 層 対象層

H層 か ら12層 まで          (11≦ 12)層   (12)

対象 フ レーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで     (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸 対象軸

Kl軸 か らK2軸 まで          (Klく K2)軸   (K2)

構造階高か らはり上端までの高さ

P-67 はり位置部分指定

「P-66 はり位置」で入力 したはり上端までと異なる部分の入力を行います。

(1)本 項は、X,Y方 向別に指定 します。方向はフレームの方向とします。

層

　

３

層

3

軸

103

104

軸    UD

104     15

図 2.63は り位置部分指定
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項   目 説 明

1 層 出力する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)2 層

3 フレーム (」 1) 出力するフレーム

」1フ レームか らJ2フ レームまで          (Jl<J2)4 フレーム (J2)

5 軸 出力する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)6 軸 (K2)

P-68 小ば り計算出力指定

小ば りの C,Mo,0を 出力する範囲を指定 します。

(1)本 項において、指定 しない箇所は出力を行いません。

/4

/3

/2

′′
′/1

｀`
、ヽ、、104

層

　

３

1ノ
//   ｀｀ヽ 101

E       フレーム    フレーム

4        1        2

図 2.644ヽ ばり計算出力指定

軸   軸

101     104
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項 目 説 明

1 層   (11) 出力する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

出力する方向

フレーム 出力するフレーム

5 軸   (Kl) 出力する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (出 すみ,入すみの場合 Kl=K2)(Kl≦ K2)6 軸   (K2)

P-69 片持ちスラブ出力指定

片持ちスラプに含まれる小ば り,片持ちば りの C,Mo,0を 出力する範囲を指定 します。

(1)本 項において、指定 しない箇所は出力を行いません。

(2)片 持ちスラブTYPが 1～ 3の 場合は DIR(3項 )は 1～ 4と し、TYPが 4～ 6
の場合はDIRは 13,14,23,24と します。
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/

/
＼

＼ 103

軸

　

３

３

３

１ ０

１ ０

１ ０

‐ ０

‐ ０

＼ 102

フレーム    車油

フレーム

図 2.65片 持ちスラブ出力指定

層

　

３

３

４

３

４

３

３

４

層

　

３

３

４

３

４

３

３

４

①

②

③

④

⑤

⑥

Ｏ

③

/4

″″
″′3

/2

/1
、ヽ、、、、104

軸

　

１ ０

１ ０

１ ０

軸

　

１０

１０

１０

層

　

３

４

４

層

　

２

４

４

⑨

⑩

⑪

t/ \,0,

1///  
｀
｀｀ 101
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P-70 片持ちばり計算出力指定

片持ちば りの応力を出力する範囲を指定 します。

項 日 説 明

層   (11) 出力する層

:1層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

出力する方向

Y

Lx
フレーム 出力するフレーム

軸   (Kl) 出力する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)軸   (K2)

(1)本 項において、指定 しない箇所は出力を行いません。

④

①

　

①

/4

/3

/2

/1
｀ヽ、、、、104

軸

　

３

３

１ ０

１ ０

層

　

３

２

２

４

①
②
③
④

lノ
//

層

4

3

3

4

＼ 、 101

DIR

1

2

3

4

フレーム    車由

101     2
104     2
1       101
3       101

図 2.66片 持ちば り出力指定
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P-71 はり計算出力指定

はりの C,MO,0を 出力する範囲を指定 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 出力する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) 出力するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)7レーム (J2)

軸   (Kl) 出力する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)軸   (K2)

(1)本 項において、指定 しない箇所は出力を行いません。

(2)本 項は、X,Y方 向別に指定します。方向はフレームの方向とします。

/4

/3

/2

/1
＼ ｀ 104

1/// ＼ 、 101

7レーム    フレーム

1       2

軸

　

１０

軸

　

１０

層

　

３

層

　

２
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3/

軸

　

３

層

　

２

E      フレーム    フレーム    専由

4       101     103     1

図 2.67は り計算出力指定

,/ \,0,

-142-



P-72 柱計算出力指定

柱の C,Mo,0を 出力する範囲を指定 します。

(1)本 項において、指定 しない箇所は出力を行いません。

1/  
｀ヽ、 101

E      フレーム    7レーム

4       1       1
4        3        3

図 2.68柱 計算 出力指定

/4

/3

/2

/1
＼ 104

軸

　

１０

１０

層

　

１

１

軸

104

104

出力する層

H層 か ら12層 まで (11<12)

フレーム (Jl) 出力するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)
フレーム (J2)

出力する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)

-143-



P-73 はり剛性出力指定

はりの剛性を出力す る範囲を指定 します。

項 目 説 明

層   (11) 出力する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) 出力するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで           (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) 出力する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)軸   (K2)

(1)本 項において、指定 しない箇所は出力を行いません。

(2)本 項は、 X,Y方 向別に指定 します。方向はフレームの方向とします。

/4

/3

/2

/1
＼ 104

lノ
/′ ＼ 101

7レーム    フレーム

1       2

軸

　

１０

軸

　

１０

層

　

３

層

　

２
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/4

/3

/2

/1
＼ ｀ 104

軸

　

３

層

　

２

:ノ
//  ｀` ヽ 101

E       7レ ‐ム    フレーム    申由

4       101     103     1

図 2.69は り剛性出力指定
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P-74 柱剛性出力指定

柱の剛性を出力する範囲を指定 します。

項   目 説 明

1 層   (11) 出力する層

H層 か ら12層 まで (11<12)層   (12)

フレーム (Jl) 出力するフレーム

Jlフ レームか ら」2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 7レーム   (J2)

軸   (Kl) 出力する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)軸   (K2)

(1) 本項において、指定 しない箇所は出力を行いません。

/4

/3

/′
′′2

/1
｀`
｀`
ヽlo4

軸

　

１０

１０

層

　

１

１

lノ
//  ｀｀ヽ 101

層    フレーム  7レ ーム  軸

4       1       1       lol
4       3       3       101

図 2.70柱 剛性 出力指定
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P-75 壁剛性出力指定

耐力壁の剛性を出力する範囲を指定 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 出力する層

H層 か ら12層 まで (11<12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) 出力するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで          (」 1≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) 出力する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)6 軸   (K2)

本項において、指定 しない箇所は出力を行いません。

本項は、 X,Y方 向別に指定 します。方向はフレームの方向とします。

/4

ノ″
″′3

/2

/1
＼ ｀ 104

1ノ
// ＼ 、 101

フレーム    フレーム

1        1

101     101

図 2.71壁 剛性出力指定

軸

　

１０

３

軸

　

１０

１

層

　

４

４

層

　

１

１
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P-76 出力省略指定

項 目単位に出力を省略するか、 しないかを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈

1 指 定 出力を省略するか、 しないかを下表より選択

入力値 内 容

1 出力する (記号説明有 り)

簡易出力 (記号説明有 り)

簡易出力 (記号説明無 し)

出力 しない

下記0)参照

(1)本 項の指定によって、プ リンタに出力するか、 しないかが決定されます。

(2) 「 0」 を入力 した場合は、大項 目は「 lJと なり、中項目は大項 目と同一 とな
り、小項 目は中項 目と同一 となります。

(3) 大項 目を省略 した場合は、中の小項 目も省略されます。

(4) 本項の指定を変更 した場合は、再度実行する必要があります。
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3. mlj l生 計 算

3.1 概要

剛性および応力計算に必要な、諸条件のデ
ータの入力項目の説明です。

3.2 入カデータ制限

入カデータの単位および桁数の制限を表 3.1に示 します。 (D:入 力値 )

項 目 名 項 目 単  位
入 力 値 制 限

範  囲 整数部 小数部

K-1 計算フレーム
指定

代表

共通

支点拘束デー １

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

Ｈ

‐５

‐６

‐７

‐８

層

層

フレーム

ル
軸
軸
鉛
直
荷
重
時

　
水

平
荷

重
時

X方 向 水平
鉛直

回転

Y方 向 水平
鉛直

回転

X方 向 水平
鉛直

回転

Y方 向 水平
鉛直

回転

t,/cs
t,/ca
tn/rad
t,/cn
l,/ca
tilril
t,/co
t,/co
la/ rad
l,/cn
t,/co
la/ r td

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

≦

K-3 柱軸方向変形
考慮

フレーム

軸

軸

壁剛性評価指

定

X方 向 壁剛性
断面置換

剛域

Y方 向 壁剛性
断面置換

剛域

”

”

”

”

”

”

K-5 はり剛性直接
指定

性剛

Ｉ

β

κ
Ａｓ 耐

¨
≦

≦

≦

≦

一

一

３

３

２
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はり岡1性 配置 層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

剛性 NO.

K-7 柱剛性直接指
定

剛性 NO.

1

An

β
κ

As

cm`

甜

甜

”

≦

＜

≦

≦
一
≦

一

２

３

３

２

柱剛性配置 層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

剛性 NO.

はり剛域直接

指定

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

LL

LR

≦
一
≦
一

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

２

２

K-10 柱剛域直接指
定

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

LB

LT

ｍ

　

ｍ

≦
一
≦
一

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

２

２

K― H 鉄骨ブレース
断面積指定

層

層

7レーム

フレーム

軸

軸

AB 0<D 3

K-12 耐力壁ブレー
ス置換断面積

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

AB 0<D 3
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K-13 耐力壁剛性低
下率

層

層

Ｘ

Ｙ

低下率

低下率

≦
一
≦
一

一
　

一

３

３

K-14 雑壁の剛性倍
率

層

層

Ｉ

Ｉ

０

０

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

一

３

３

３

３

K-15 任意柱の除外
指定

層

層

フレーム

7レーム

軸

軸

K-16 ラーメン外重
量

階

階

Ｘ

Ｙ

Ｗ

ｍ

　

ｍ

・Ｉ

一

３

３

３

K-17 実行用データ １

２

３

４

５

６

７

８

９

１ ０

ね じり補正値 α

層間変形角許

許容値

βによる割増

剛性倍率

ルー ト判別方法

”

”

≦
一
≦
二

”

≦
一
≦
二

”

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

３

３

一
　

一

K-18 出力省略指定 1 指 定 0～ 4 1

表 3.1 入カデータ制限表
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3 入カデータ内容

以下、剛性計算データ内容を項 目別に説明 します。
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K-1 計算フレーム指定

D値 および応力計算をするフレームを指定 します。

項 目 説 明

1 代 表 D値および応力解析をするフレーム番号

2 共 通 代表フレームとD値 および応力計算の条件が同 じフレームの番
号

(1) D値 計算および応力計算の条件 (方 向,フ レーム形状 ,剛性 ,荷重等)が 同 じ
とみなせるフレームがある場合、その一つを代表フレームとし、その他を共通 フ
レームとして入力 します。

(2) 2項 で入力 された共通フレームの剛性計算および応力計算は省略 し、共通 フレ
ームの D値 および応力は代表フレームと同 じ値を使用 します。

(3)本 項の入力に関係な く、準備計算 (荷重項,柱軸力,地震時重量 )は 、全 フレ
ームについて計算 します。

(4) 本項で共通 フレームに指定 されていないフレームは、全て代表 フレームとなり
ます。
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項 目 説 明 単 位

1 層   (11) 支点を設定する層

H層 か ら12層 まで          (11≦ 12)層   (12)

3 フレーム (Jl) 支点を設定するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで     (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) 支点を設定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで             (Kl≦ K2)6 軸   (K2)

7

鉛

直

荷

重

時

Ｘ
方

向

水 平 鉛直荷重時 (長期,積雪時)応力解析に使用する拘
束状態

入力値 拘束状態

完全自由

1 完全拘束

0,1以 外 バネ定数

t /cn

鉛 直 t /cn

回 転 t o/ra d

Ｙ

方

向

水 平 t /ca

鉛 直 | /cn

回 転 tn/rad

水

平

荷

重

時

Ｘ

方

向

水 平 水平荷重時 (地震,風時)応力解析に使用する拘束
状態

入力値 拘束状態

完全自由

1 完全拘束

0,1以 外 バネ定数

| /cn

鉛 直 t /cn

回 転 tm/rad

Ｙ

方

向

水 平 t /cs

鉛 直 t /cs

回転 to,/rad

K-2 支点拘束データ

支点の拘束状態を入力 します。

(1)本 項で指定された箇所のみ支点として処理されます。

(2)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。
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水平 鉛直 回転

雅平 L

(ロ ーラー )

0    1    0

L
(ピ ン)

1    1    0

定

―
―
―
易

　

固

　

１

図 3.1 支点拘束状態
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向方
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ｌ

軸

　

１０

層

　

１

層

　

１

フレーム  フレーム  中歯

1     3     101

フレーム  フレーム  1由

1     3     101

1     3     1o2

X方向
X     Y

l     l
l     l

1 -3フ レーム

Z     x

0      1

0       1

4

3

2

1

101

層

2

1

層

2

1

1 -3フ レーム

向方

Ｙ
　

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

軸

　

１０
　

１０

X方 向
Y
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1

層

1

1

3

層

1

1

3

3

3

3

1V-L TV-L +* +a

X方 向
X      Y

1～ 3フ レーム

1,2 7レーム

4フレーム

向方

Ｙ

　

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

1

1

1

101   101

103   105

102   102   0
0

4

3

2

1

4

3

2

1

3 7V-L

xfifr
?V-L 7V-L l& ft x Y

4

3

2

1

Y方 向
Y層

1

1

1

1

層

1

1

1

4

lol   104   1
1

101   101   1
1

102   104   1
1

102   102   1
0

図 3.2 支点拘束データ

lol 102 103
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K-3 柱軸方向変形考慮

水平荷重時応力計算の場合において、柱の軸方向変形を考慮 しない範囲を入力 します。

項 目 説 明

1 フレーム 代表フレーム番号

軸   (Kl) 軸方向変形を考慮 しない範囲

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)軸   (K2)

(1) 水平荷重時応力計算および D値計算時に、本項で指定 した軸の全階の柱につい
て軸方向変形を考慮 しません (軸方向変形用断面積を 100倍 )。 ただ し、鉛直荷

重時の応力を求める際は、本項の入力に関係な く RC,SRC造 の柱については必ず
軸方向変形を考慮 しません (軸方向変形用断面積を 100倍 )。

(2) 本項は、各方向各フレーム別に指定 します。
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項 目 説 明 省略時解釈

1 Ｘ
方

向

壁剛性 X方 向の壁剛性について下表より選択

入力値 評価方法

1 全ての壁を考慮

2 耐力壁のみ考慮

1

断面置換 全ての壁を考慮する場合に、 X方 向の部材の断面
二次モーメントの計算方法を下表より選択

入力値 断面置換方法

1 断面置換 しない

幅を母材幅とし、せいを変更

せいを母材せいとし、幅を変更

1

3 岡1域 全ての壁を考慮する場合に、 X方 向の剛域につい
て下表より選択

入力値 取 り扱い方法

1 剛域は考慮する

剛域は考慮 しない

1

4 Ｙ

方

向

壁剛性 Y方向の壁剛性について表より選択
(1項 に同 じ)

1

断面置換 全ての壁を考慮する場合に、 Y方 向の部材の断面
二次モーメントの計算方法を表より選択

(2項 に同 じ)

1

剛 域 全ての壁を考慮する場合に、Y方 向の剛域につい
て表より選択 (3項 に同じ)

1

K-4 壁剛性評価指定

壁の剛性評価の方法を入力 します。

(1) 1,4項 によりそで壁 ,腰 壁 ,た れ壁の取 り扱いが決定されます。 「 2」 を選択
した場合は、都材に取 り付 くそで壁 ,腰壁 ,た れ壁の剛性および剛域は全て無視
し、そで壁等はラーメン内雑壁 として処理 します。
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(2)2,5項 によりそで壁 ,腰壁 ,た れ壁付部材の断面二次モーメン トの計算方法が
決定 されます。

置換方法 :2

図 3.3 断面置換方法

■

「

ｒ

た

Ｆ

Ｉ

Ｌ

Ｉ

換置
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K-5 はり剛性直接指定

はりの剛性を直接指定 します。

項   目 説 明 省略時解釈 単 位

1 剛性 NO. はり剛性番号  (1～ 99)

I 断面二次モーメン ト cm4

3 β せん断剛性低下率

せん断変形形状係数

せん断変形用断面積 甜

(1)本 項は、はりの剛性を直接指定 し、入力値により剛性計算および応力計算を行
う場合に入力 します。
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項 目 説 明

1 層   (11) はり剛性を配置する層

H層 から12層 まで (H≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) はり剛性を配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム   (J2)

軸   (Kl) はり剛性を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)軸   (K2)

7 剛性 NO. 「K-5は り剛性直接指定」で入力 したはり剛性番号

K-6 はり剛性配置

「K-5は り剛性直接指定」で入力 したはり剛性を配置 します。

本項は、部材の剛性を変更する箇所のみ配置を行います。

重複配置を行った場合は、後のデータが優先されます。

/4

/3

/2

/1
＼ 104

3/

軸

　

１ ０

３

３

軸

　

１０

２

２

層

　

３

１

３

層

　

２

１

２

1´
ノ
// ＼ 、 101

7レーム

1

101

101

フレーム

1

101

101

剛性 NO.

1

2

3

図 3.4 はり岡1性 配置

-161-



K-7 柱剛性直接指定

柱の剛性を直接指定 します。

項   目 説 明 省略時解釈 単 位

1 剛性 NO. 柱剛性番号  (1～ 99)

I 断面二次モーメント

軸方向変形用断面積 cnr

β せん断剛性低下率

κ せん断変形形状係数

せん断変形用断面積 耐

(1)本 項は、柱の剛性を直接指定 し、入力値により剛性計算および応力計算を行 う
場合に入力 します。
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K-8 柱剛性配置

「K-7柱 剛性直接指定」で入力 した柱剛性を配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 柱剛性を配置する層

H層 か ら12層 まで (11<12)層   (12)

フレーム (Jl) 柱剛性を配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) 柱剛性を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)軸   (K2)

剛性 NO. 「K-7柱剛性直接指定」で入力 した柱剛性番号

本項は、都材の剛性を変更する箇所のみ配置を行います。

本項は、X,Y方 向別に指定 します。方向は、フレーム番号の方向とします。

重複配置を行った場合は、後のデータが優先されます。

/4

/3

/2

′″
′/1

｀ヽ、、、、104

軸

　

１０

３

２

軸

　

１０

１

２

層

　

１

２

２

/

層

3

4

4

＼ (101

7レ‐ム    7レーム

1       1
101     101
101    101

剛性 NO.

1

2

3

図 3.5 柱剛性配置
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K-9 はり剛域直接指定

はりの剛域長 さを直接指定 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) はり剛域を直接指定する層

H層 か ら12層 まで            (11≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) はり剛域を直接指定するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで    (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) はり剛域を直接指定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで              (Kl<K2)軸   (K2)

左端剛域長 さ Cn

8 右端剛域長さ

(1)本 項は、部材の剛域を変更する箇所のみ入力を行います。入力値により剛性計
算および応力計算を行います。

(2)7,8項 が 「 1」 より小さい場合は,は り長さに対する割合 として処理 します。

(3)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

/4

′ノ
″″
3

′′
/′
2

′ノ
′′

l

｀`
、ヽ、、104

3ノ
//

1/   
｀`
ヽ、 101

駅
　
　
一　
二

」Ｌ
　
　
一　
一　
一

軸

　

１０

３

３

軸

　

１０

２

２

層

　

３

１

３

層

　

２

１

２

①
②
③

フレーム    7レーム

1       1
101     101
101     101

図 3.6 はり剛域直接指定
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K-10 柱剛域直接指定

柱の剛域長 さを直接指定 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) 柱剛域を直接指定する層

H層 か ら12層 まで             (11<12)層   (12)

フレーム (Jl) 柱剛域を直接指定するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで     (Jl≦ 」2)フレーム (J2)

軸   (Kl) 柱剛域を直接指定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで             (Kl≦ K2)軸   (K2)

柱脚剛域長 さ

柱頭剛域長 さ

(1)本 項は、部材の剛域を変更する箇所のみ入力を行います。入力値により剛性計
算および応力計算を行います。

(2)本 項は、 X,Y方 向別に指定 します。方向はフレーム番号の方向とします。

(3)7,8項 が 「 1」 より小 さい場合は,柱長 さに対する割合として処理 します。

(4)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

/4

/3

/2

/1
｀`
、ヽ、、104

」 Ｔ

　

　

一
　

一
　

一

」 Ｂ

　

　

一
　

一
　

一

軸

　

１ ０

３

２

層

　

３

４

４

層

　

１

２

２

①

②

③

1/   ＼ 101

フレーム    7レーム    車由

1       1       102
101     101     1
101     101     2

図 3.7 柱剛域直接指定
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K-11 鉄骨ブレース断面積指定

鉄骨のプレース断面積を直接指定 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) ブレース断面積を直接指定する層

H層 か ら12層 まで           (11<12)層   (12)

フレーム (Jl) ブレース断面積を直接指定するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで     (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) ブレース断面積を直接指定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで             (Klく K2)軸   (K2)

鉄骨ブレース断面積 甜

(1)本 項は、「P-35 ブレース形状」で入力している鉄骨ブレース断面積を変更す
る箇所のみ指定 します。入力値により剛性計算および応力計算を行います。

(2)重 複配置を行った場合は、後のデータが優先されます。

/4

/8

/2

′′
″/1

＼ 104

1/ ＼ 101

7レーム    フレーム

1       1

1         1

101     101

Ａ Ｂ

　

　

一
　

二

軸

　

１０

１０

２

軸

　

１０

１０

１

層

　

２

４

４

層

　

１

２

２

①

②

③

図 3.8 鉄骨ブレース断面積指定
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K-12 耐力壁ブレース置換断面積

耐力壁のプレース置換断面積を直接指定 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) ブレース置換断面積を直接指定する層

11層 か ら12層 まで              (11く 12)層   (12)

フレーム (Jl) ブレース置換断面積を直接指定するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで     (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

軸   (Kl) ブレース置換断面積を直接指定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで            (Kl<K2)軸   (K2)

耐力壁ブレース置換断面積 甜

(1)本 項は、 「P-33 壁形状 (RC)」 ,「 P-34 壁開口形状」により求まったブレ
ース置換断面積を変更す る箇所のみ指定 します。入力値により剛性計算および応
力計算を行います。

(2)耐 力壁 となっていない、壁に配置 した場合 も有効 となりますので、注意 して く
ださい。

(3)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

/4

/3

/2

ノノ
′/1

｀`
｀`
ヽ 104

1/ ＼ 101

7レーム    フレーム

1       1
1          1

101     101

Ａ３

　

　

一
　

一
　

一

軸

　

１０

１０

２

軸

　

１ ０

１ ０

１

層

　

２

４

４

層

　

１

２

２

①

②

③

図 3.9 耐力壁ブレース置換断面積指定
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K-13 耐力壁剛性低下率

耐力壁の剛性低下率を指定 します。

項   目 説 明 省略時解釈

1 層 壁剛性低下率を指定する層

H層 か ら12層 まで          (11<12)層   (12)

X低下率 X方 向耐力壁の剛性低下率

Y低下率 Y方 向耐力壁の剛性低下率

(1)本 項は、耐力壁の剛性低下率を、階単位に指定 します。ただ し、入力値は「P―
33 壁形状 (RC)」 で入力 しているβに掛ける値とします。

(2)重 複配置を行った場合は、後のデータが優先されます。
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K-14 雑壁の剛性倍率

雑壁の剛性倍率を指定 します。

項 目 説 明 省略時解釈

1 層   (11) 壁剛性倍率を指定する層

H層 か ら12層 まで           (11<12)2 層   (12)

3 X方 向ラーメン内雑壁の剛性倍率

4 Y方向ラーメン内雑壁の剛性倍率

5 X方 向ラーメン外雑壁の剛性倍率

6 Y方向ラーメン外雑壁の剛性倍率

(1) 3,4項 は、ラーメン内雑壁の剛性倍率を入力 します。

(2) 5,6項 は、ラーメン外雑壁の剛性倍率を入力 します。ただ し、入力値は、「P―
36 雑壁」で入力 している雑壁剛性倍率に掛ける値 とします。

(3)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。
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項 目 説 明

1 層   (11) 重心位置計算に考慮 しない柱を設定する層

H層 か ら12層 まで                   (11≦ 12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) 重心位置計算に考慮 しない柱を設定す るフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

軸   (Kl) 重心位置計算に考慮 しない柱を設定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで                   (Kl≦ K2)軸   (K2)

K-15 任意柱の除外指定

ね じり補正および偏心率の重心位置計算に考慮 しない柱を指定 します。

(1) 指定 された箇所は、ね じり補正および偏心率の重心位置計算にX,Y方向共考慮
されません。

3～  層

フレーム    フレーム

1       4

2層

軸

　

１０

軸

　

１０

層

　

２

層

　

２
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3層

4～  層

1,2層

X 7レーム

‐０２
　
　
　
層

　

３

２
　

　

図

‐０‐
　
　
　
層

　

１

１

103     104

フレーム    フレーム

1       3

3.10任 意柱の除外指定

108      1o9

軸    軸

101     101
102     1o2
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K-16 ラーメン外重量

二次設計の重心位置の算定の際に考慮するラーメン外重量を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 階   (11) 対象階

H階 か ら12階 まで           (11≦ 12)階   (12)

X 基準点か らの X方 向距離

4 Y 基準点か らの Y方 向距離

W 重心位置の算定に考慮する重量 t

(1)本 項は、二次設計の偏心率算定時の重心位置を算定する際にのみ考慮 します。

(2)3,4項 の基準点は、 1軸 と 101軸 との交点 とします。

(3) 5項 は、上階か らの合計の値 として取 り扱います。

X        Y

15.0  8.0
-3.0     10.0

図 3.Hラ ーメン外重量

山口］”　　　　　　　　　　一　　　　　一

階

　

一　
一

階

　

一　
一

①

②
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項 目 説 明 省略時解釈

1 ね じり補正値
α X

X方 向ね じり補正値 αの処理方法を下表より選択

入力値 処理方法

1 ね じりを考慮せず α=1と する

ね じりを考慮するが α≧ 1と する

ね じりを考慮 しαは計算結果による

3

ね じり補正値
α Y

Y方 向ねじり補正値αの処理方法を表より選択
(1項に同じ)

層間変形角許

容値 X

X方 向層間変形角の許容値

許容値が 1/120 の場合、入力値は 120 としま
す。

4 層間変形角許

容値 Y

Y方 向層間変形角の許容値

βによる割増

X

地震力を負担する筋かいを設けた S造建築物で、
施行令第 8条 第 1号での筋かいによる地震時水平力
の X方 向割増について下表より選択

入力値 処理方法

1 割増をする

2 割増を しない

1

βによる割増
Y

地震力を負担する筋かいを設けた S造建築物で、
施行令第 8条 第 1号での筋かいによる地震時水平力
の Y方 向割増について表より選択 (5項 に同 じ)

1

剛性倍率 X X方向耐力壁まわりはりの断面二次モーメント増
大率

剛性倍率 Y Y方 向耐力壁まわりはりの断面二次モーメン ト増
大率

K-17 実行用データ

剛性計算実行に必要なデータを入力 します。
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ルー ト判別方

法 X

X方 向地上 1階 とその他の階のルー ト判別につい
て下表より選択

入力値 判別方法

地上 1階 とその他の階のルー トを同
一とする

地上 1階のみ別にルー トを判別する

1

ルー ト判別方

法 Y

Y方 向地上 1階 とその他の階のルー ト判別につい
て表より選択 (9項参照 )

1

(1) 1,2項 により、地震時応力計算のフレーム負担せん断力が決定されます。

(2) 3,4項 は、ルー ト判別の際に使用 されます。

(3)5,6項 により、応力計算に使用する地震力の割増 しについて決定されます。

(4)7,8項 により、耐力壁まわ りはりの増大率について決定されます。入力値は、
はり部材のみで計算 された断面二次モーメン トに掛ける値 とします。

(5)9,10項 により、地上 1階のルー ト判別方法が決定 されます。
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K-18 出力省略指定

項 目単位に出力を省略するか、 しないかを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈

1 指 定 出力を省略するか、 しないかを下表より選択

入力値 内  容

1 出力する (記号説明有 り)

簡易出力 (記号説明有 り)

簡易出力 (記号説明無 し)

出力 しない

下記 12)参 照

(1) 本項の指定によって、プ リンタに出力するか、 しないかが決定 されます。

(2) 「 0」 を入力 した場合は、大項 目は「 1」 となり、中項目は大項 目と同一 とな
り、小項 目は中項 目と同一 となります。

(3)大 項 目を省略 した場合は、中の小項 目も省略されます。

(4)本 項の指定を変更 した場合は、再度実行する必要があります。
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4゛  魔
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4.1 概要

応力および断面計算に必要な、応力計算のデータの入力項目の説明です。

4. 2 入カデータ制限

入カデータの単位および桁数の制限を表 4.1に示 します。 (D:入 力値 )

項 目 名 項 目 単  位
入 力 値 制 限

範  囲 整数部 小数部

S-1 応力計算荷重
指定

応力計算方法

立体解析方法

地震

積雪

風

0～ 2
0～ 2
0～ 2
0～ 2
0～ 2

1

1

1

1

1

節点追加荷重 荷重 NO.

L /TL
E /TL
S /TL
W1/TL
W2/TL
PX

PY

M

ｔ

ｔ

ロ

1-99 一

３

３

３

３

３

３

３

３

節点追加荷重

配置

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸
NO.― X

NO.― Y

S-4 出カフレーム
指定

1 指 定 0～ 2
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t,/cn
t,/ca
l,/cn
ln/ril
t n/ra d

ln/ rrd
t,/cn
t /ca
t,/ca
to/rad
ln/ rad
to/rad

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

x

Y

1.

Xro t
Yro t
Lrol
x
Y

7,

Xro t
Yro t
Zro t

層

層

ル

ル
軸

軸

鉛

直

荷

重

時

　

水

平

荷

重

時

S-5 立体支点拘束
データ

S-6 出力省略指定

表 4.1 入カデータ制限表
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3 入カデータ内容

以下、応力計算データ内容を項 目別に説明 します。
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項 目 説 明 省略時解釈

1 応力解析方法 応力解析方法を下表より選択

入力値 処  理

1 平面解析

立体解析

1

立体解析方法 立体解析方法を下表より選択

入力値 処  理

1 鉛直荷重 と水平荷重を同時に解析

鉛直荷重 と水平荷重を別々に解析

1

地 震 応力計算をするか、 しないかを下表より選択

入力値 処  理

1 計算 しない

計算する

積 雪 下記G)参 照

風 下記 15)参 照

S-1 応力計算荷重指定

荷重単位に応力計算をするか、 しないかを入力 します。

(1) 1項 により、応力解析方法が決定されます。

(2) 2項 は、 1項が「 2」 (立体解析)の場合のみ有効です。「 1」 を指定した場
合の支点拘束条件は、鉛直荷重時の支点が採用されます。

(3) 3～ 5項では応力計算する荷重ケースを指定します。従って、断面計算も指定
された荷重ケースのみで計算します。

(4) 4項 で「 2」 を指定した場合は、短期としての積雪応力を計算 します。

(5)4,5項 において「 0」 を入力すると、「P-20 荷重計算指定」で指定した値に
なります。
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S-2 節点追加荷重

各部材形状か ら計算 された以外に直接節点に考慮 したい荷重を入力 します。

項 目 説 明 単 位

荷重 NO. 節点追加荷重番号  (1～ 99)

L /TL L(長 期荷重 )の 7～ 9項 で入力する荷重 (TL)に
対す る割合

E /TL E(地 震時荷重 )の Tし に対する割合

S /TL S(積 雪時荷重 )の TLに 対する割合

W1/TL Wl(風圧時荷重 1)の Tし に対する割合

W2/TL W2(風圧時荷重 2)の Tし に対する割合

水平力 t

鉛直方向力 t

回転モーメン ト

(1) 本項で入力 した節点追加荷重は、応力計算に考慮 されます。

(2)積 雪時荷重による他の荷重への影響はありません。

(3) 7～ 9項 の○の方向を下記に示します。

図 4.1 節点追加荷重符号
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S-3 節点追加荷重配置

「S-2 節点追加荷重」で入力 した節点追加荷重を配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 節点追加荷重を配置する層

11層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

3 フレーム   (Jl) 節点追加荷重を配置するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) 節点追加荷重を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)6 軸   (K2)

7 NO.― X 「S-2 節点追加荷重」で入力 した X方 向の節点追加荷重番号

NO.― Y rS-2 節点追加荷重」で入力 したY方 向の節点追加荷重番号

(1) 7,8項 において、節点追加荷重がない方向は「 0」

(2) 重複配置を行 った場合は、それぞれが有効 となり、

を入力 します。

全て加算 されます。

/4

/3

レ
2

/1
＼ 104

＼ 103

＼ 102

層

　

３

３

３

層

　

２

３

３

フレーム

2

1

1

フレーム

3

1

1

軸

101

101

102

軸

101

104

103

NO.― X   NO.― Y

1       0
o        2

0        3

図 4.2 節点追加荷重配置

1/   ＼ 101
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S-4 出カフレーム指定

フレーム単位に等価節点荷重表および応力計算結果を出力するか、しないかを入力し

ます。

項 目 説 明 省略時解釈

1 指 定 出力を省略するか、 しないかを下表より選択

入力値 内  容

1 出力する

出力 しない

1

(1) 本項の指定によって、プ リンタに出力するか、 しないかが決定 されます。

(2) 「K-1 計算 フレーム指定」において、共通フレームに指定されているフレー
ムについては、本項の入力に関係な く出力はされません。
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S-5 立体支点拘束データ

立体解析で使用する支点の拘束状態を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) 支点を設定する層

H層 か ら12層 まで           (11≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) 支点を設定するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで     (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) 支点を設定する軸

Кl軸 か らK2軸 まで            (Kl≦ K2)軸   (K2)

鉛

直

荷

重

時

X 鉛直荷重時 (長期 ,積雪時)応力解析に使用する拘
束状態

入力値 拘束状態

完全 自由

1 完全拘束

0,1以外 バネ定数

t /ca

Y t,/co

Z | /cn

Xro t ln/ r ad

Yro t ln/rd

Lr ol ln/ rad

水

平

荷

重

時

X 水平荷重時 (地震 ,風時)応力解析に使用する拘束
状態

入力値 拘束状態

完全自由

1 完全拘束

0,1以 外 バネ定数

t /cn

Y t /ca

Z t /ca

Xro t tn/rfi

Yro t tn/rfi

Zr ol ln/rfi

(1) 本項で指定された箇所のみ支点 として処理 されます。

(2)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。

(3) 7～ 18項 について、下記に示 します。

x
Y

?,

Xro t
Yro t
7,r ol

X方 向水平方向拘束条件
Y方向水平方向拘束条件
鉛直方向拘束条件
Y方 向 (X軸 )回転拘束条件
X方 向 (Y軸 )回転拘束条件
水平方向 (Z軸 )回 転拘束条件
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4

3

2

1

層

　

１

層

　

１

104

フレーム フレーム 軸  軸

1     3     101   lo4

1-3フ レーム

Z   Xrot  Yrot  zrOt

1     0     o     o
1 0 o o

1-3フ レーム

Z   X『 ot  Yrot  Zrot

4

3

2

1

101

層

2

1

層

2

1

軸

101

104

フレーム  フレーム  車由

1     3     1ol

1     3     102

0      0      0

0      o      o

O      o      o

Y

0

0

1

1

4

3

2

1

層

1

1

層

1

1

フレーム フレーム 軸

1     3     1ol

1     3     1o3

軸

101

105

1～ 3フレーム

Z   Xrot  Yrol  ZrOt

l     o     o     0
l o o 0
1 0 o o
l o o 0
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4

3

2

1

4

3

2

1

4

3

2

1

1,2 フレーム

47レ ーム3フレーム

フレーム  7レーム  中由    中由層

1

1

1

層

1

1

1

1     2     101   104

3     3     101   101

4     4     102   104

図 4.3 立体支点拘束データ
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S-6 出力省略指定

項 目単位に出力を省略するか、 しないかを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈

1 指 定 出力を省略するか、 しないかを下表より選択

入力値 内  容

出力する (記号説明有 り)

簡易出力 (記号説明有 り)

簡易出力 (記号説明無 し)

出力 しない

下記 9)参照

(1) 本項の指定によって、プ リンタに出力するか、 しないかが決定 されます。

(2) 「 0」 を入力 した場合は、大項 目は「 1」 となり、中項 目は大項 目と同一 とな
り、小項 目は中項 目と同一 となります。

(3) 大項 目を省略 した場合は、中の小項 目も省略されます。

(4)本 項の指定を変更 した場合は、再度実行する必要があります。
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5.1 概要

断面計算に必要な、各データの入力項目の説明です。

5。 2 入カデータ制限

入カデータの単位および桁数の制限を表 5.1に 示 します。 (D:入 力値 )

入 力 値 制 限

ルー ト判別方法

X方 向 地上 1階
ルー ト その他の

階
Y方向 地上 1階
ルー ト その他の

階

M-1 断面計算ルー
ト

0～ 2
0～ 5
0～ 5

0～ 5
0～ 5

M-2 応力の倍率 層

層

7レーム

7レーム

Nl

N2

N3

一

一

一

一

３

３

３

M-3 鋼材形状
(S,SRC)

鋼材 NO.

TYP
Pl

P2

P3

P4

P5

3501-4000
1～ 11

一

一

２

２

２

２

２
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継手 NO.

Ftl

Fbl

Ft2
Fb2
Wt

フ 径
ラ 配列
ン n
ジ p
e

gl

82
ウ 径
ェ 配列
プ ロ
pl

p2

01

o2

５ ０

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

３

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

３

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

”

＜

≦
一
≦
一
≦
一
＜

≦
二

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
二

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

０ ‐

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

継手形状

(S,SRC)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

M-5 剛接合仕口形
状 (S)

仕 口 NO.

t

b

l

F

W
スカラフア

”

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
＜

≦
一

５ ‐

０

０

０

０

０

０

一

１

１

１

１

１

１

M-6 ビン接合仕口
形状 (S)

仕口NO.

t

ボ 径
ル 本数

151-200
0≦ D
O≦ D
O≦ D
O≦ D
O< D
O≦ D

M-7 鉄骨はり部材
欠損率 (S,SRC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

層

層

フレーム

7レーム

軸

軸

フラ ンジ

ウェプ

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

D≦

D≦

D≦

D≦

D≦

D≦

D≦

一

一

一

一

一

３

３

３

３

３

３

３
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計算  柱  (X)
モーメ 柱  (Y)
ン ト はり (X)
はり (Y)

ウェプ 柱  (X)
考慮 柱  (Y)

|ま り (X)
はり (Y)

断面  柱  (X)
性能  柱  (Y)
計算   はり (X)
方法  はり (Y)
αの     (X)
決定方法  (Y)
溶接    柱
作業条件  はり

0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 2
0～ 2
0～ 2
0～ 2

M-8 断面計算条件
(S)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

Ｈ

‐５

‐６

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

lb

fb

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

２

３

M- 9  はりfbi旨定
(S)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

形状 NO.

C TBL
L TBL
R TBL
LH

LB

RH

RB

HL

HR

C MAT
L MAT
R MAT

LJ

RJ

継手

左仕 ロ

右仕 口

1-99
0～ 4000
0～ 4000
0～ 4000
0≦ D
O≦ D
O≦ D
O≦ D
O≦ D
O≦ D
O～ 3
0～ 3
0～ 3
0≦ D
O≦ D

一
　

一
　

一

１

１

一
　

一
　

一

M-10 はり部材形状
(S)

M― H はり断面計算
指定 (S)

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.
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M-12 柱 fb,fC指定
(S)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

Ｈ

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

lbX

lbY

lkX

lkY

fbX

fbY

fcX

FcY

cal

c al

Cm

Cm

t/甜
t/甜
t/甜
t/甜

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

一

一

２

２

２

２

３

３

３

３

M-13 柱部材形状
(S)

形状 NO.

TBL
MAT

1-99
0～ 4000
0～ 3

M-14 柱断面計算指
定 (S)

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.

M-15 ブレース部材
形状 (S)

形状 NO.

BA

ly

MAT
lk

fc

置

Cm

Cm

t/甜

９ ９

Ｄ

Ｄ

３

Ｄ

Ｄ

”

≦
一
≦
二

≦
一
≦
一

一

２

２

一

２

３

M-16 ブレース断面
計算指定 (S)

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.
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M-17 断面計算条件
(RC,SRC)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

柱

は り

(X)

(Y)

(X)

(Y)

(X)

(Y)

(X)

(Y)

(X)

(Y)

(X)

(Y)

(X)

(Y)

(X)

(Y)

方法

(Y)

(Y)

(X)

(Y)

柱

は り

り

り

　

　

り

り

　

　

り

り

　

　

り

り

り

算

　

　

り

り

柱

柱

は

は
柱

柱

は

は
柱

柱

は

は

柱

柱

は

は

わ
計

柱

柱

は

は

　

　

法

算

別

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

柱

　

　

　

　

担

材

方

計

種

地

上

１
階

そ

の
他

　

地

下

塔

屋

　

　

　

　

壁

　

　

　

　

　

負

部

算

面

の
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

入

り
長

さ

力

　

　

　

考

慮

力

Ｃ

計

断

　

地

震

時

計

算

モ

一
メ

ン
ト

　

　

フ

エ
イ

ス
耐

　

ウ

エ
プ

　

軸

ＳＲ

0～ 3
0～ 3
0～ 5
0～ 5
0～ 5
0～ 5
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0≦ D
O≦ D
O≦ D
O≦ D
O～ 2

0～ 2
0～ 2
0～ 2
0～ 2
0～ 2
0～ 2
0～ 2

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

２

２

２

２

一

M-18 鉄筋比制限
(RC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

X方 向  Pt max
は り Pt min l
Pt口 in 2
Pw max
Pw口 in l
Pw alin 2

Y方 向 Pt max
は り Pt alin l
Pt min 2
Pw max
Pw min l
P‖ min 2

X方 向 Pt max
柱   Pt ain l
Pt min 2
Pw 口ax
Pw min l
Pw min 2

Y方 向 Pi max
柱   Pt ain l
Pt● in 2
Pw 口ax
Pw min l
PW 口in 2

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
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M-19 鉄筋比制限
(SRC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

x fiFl Pt nax
ItD Pt oin I

Pt oin 2

Pw nax
Pw nin I
Pw oin 2

\ frfi Pt nax
ItD Pt min I

Pt oin 2

Pw nax
Pw oin I
Pw min 2

X filA Pt uax
E Ptuinl

Pt oin 2

Pw nax
Pw uin I
Pw oin 2

Y fi14 Pt oax
E Ptninl

Pt oin 2

Pw oax
Ptr oin I
P* oin 2

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

M-20 鉄筋比制限
(耐力壁 )

x frfi Ps oex
Ps oin

Y fifi Ps oax
Ps oin

％

％

％

％

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

1

1

1

1

M-21 鉄筋材種 &強
度割増値 (RC)

スパ ン筋材種
X方 向 主筋

スラブ筋
Y方 向 主筋

スラブ筋

”

≦
一
≦
一
く
一
≦
一

1

1

1

1

1

一

３

３

３

３

M-22 コンクリー ト
材料 (RC,SRC)

層

層

材種

Fc

”　
≦
一

1

M-23 スラブ筋形状
(RC)

形状 NO.

は り左端  at u
dt U
at D
dt D

は り右端  at U
dt U
at D
dt D

甜

ｃｍ

甜

ｍ

面

ｍ
酬

ｍ

”

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
く
一
≦
一
≦
一
≦
一

一

２

１

２

１

２

１

２

１

M-24 スラブ筋配置
(RC)

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.
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M-25 はり鉄筋形状
(RC,SRC)

形状 NO.

主筋 上端本数
下端本数

あば ら筋 本数
ビッチ

”

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

M-26 はり鉄筋配置
(RC,SRC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

層
層

”
ル
軸
軸

」
」Ｈ
Ｃ
ＲＨ
Ｒ

M-27 柱鉄筋形状
(RC,SRC)

形状 NO.

X方 向 主筋本数
帯筋本数

帯筋ピ,チ

Y方 向 主筋本数
帯筋本数
帯筋ピッチ

”

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
く
一
≦
一

M-28 柱主筋配置
(RC,SRC)

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

柱脚

柱頭

M-29 アンカー耐力
(SRC)

形状 NO.

sNX

sQX

sMX

sNY

sQY

sMY

”

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
く
一
≦
一

一

３

３

３

３

３

３

M-30 アンカー耐力
配置 (SRC)

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.
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M-31 鉄骨形状
(SRC)

形状 NO.

Al

A2

B

tl

t2

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

4001-5000
0≦ D
O≦ D
O≦ D
O≦ D
O≦ D

1

1

1

1

1

M-32 はり鉄骨形状
(SRC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１ ０

形状 NO.

O TBL
L TBL
R TBL
C MAT
L MAT
R MAT
LJ

RJ

継手

1-99
1-5000
0～ 5000
0～ 5000
0～ 3
0～ 3
0～ 3
0≦ D
O≦ D

一
　

二

　

一
　

一
　

一
　

一

１

１

一

M-33 はりせん断計
算方法

(RC,SRC)

条件 NO.

計算方法

n

α

処理方法

Lo

付着処理

1～ 99
0～ 7
0≦ D
O≦ D
O～ 4
0≦ D
O～ 2

一
　

一

３

３

一

１

一

M-34 はり部材形状
(RC,SRC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

形状 NO.

BC

DC

BL

DL

BR

DR

HL

HR

OLo

ORo
Mo

計算

dt

主筋材種

主筋径

STP材 種
STP本 数
STP径 1
STP径 2

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ｍ

　

　

ｍ

”

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

”

≦
二

≦
二

≦
一
≦
一
≦
一

一

１

１

１

１

１

１

１

１

３

３

３

一

１

一

二

二

一

M-35 はり断面計算
指定 (RC,SRC)

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.

QDNO.

鉄骨 NO.
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形状 NO.

TYP

形状指定

X TBL
Y TBL
X MAT
Y MAT

1-99
1-15
0～ 3
0～ 5000
0～ 5000
0～ 3
0～ 3
0≦ D
O≦ D
O≦ D

M-36 柱鉄骨形状
(SRC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１ ０

一

一

一

一

一

一

一

１

１

１

条件 NO.

計算方法

n

α

処理方法

Ho

９ ９

７

Ｄ

Ｄ

４

Ｄ

”

”

≦
一
≦
二

≦
一

M-37 柱せん断計算
方法 (RC,SRC)

一
　

一

３

３

一

１

M-38 柱部材形状
(RC,SRC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

形状 NO.

DX

DY
pt

計算
dtX

dtY

主筋材種

主筋径
H00P材種
H00P Xフト:文

H00P YフトJ女

H00P〔蚤1

H00P(墨 2

NnX

NnY

９ ９

Ｄ

Ｄ

２

２

Ｄ

Ｄ

５

Ｄ

５

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

”

く
一
≦
二

”

≦
一
≦
二

≦
二

≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

一

１

１

一

一

１

１

一

一

二

一

二

３

３

M-39 柱断面計算指
定 (RC,SRC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１ ０

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.

ODX NO.

QDY NO.

鉄骨 NO.
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M-40 耐力壁部材形
状 (RC)

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

形状 NO.

t

1

壁筋材種

縦筋 径 1
径 2

配筋種別
ビッチ

横筋 径 1
径 2

配筋種別
ピッチ

開  縦筋径
口  縦筋 n
補  横筋径
強  横筋 n
筋  斜筋径
斜筋 n

口

　

ｍ

　

　

　

ｍ

　

ｍ

　

ｍ

　

　

　

ｍ

　

ｍ

　

　

　

ｍ

　

　

　

ｍ

ｍ

　

ｍ

　

　

　

ｍ

　

ｍ

　

ｍ

　

　

　

ｍ

　

ｍ

　

　

　

ｍ

　

　

　

ｍ

９ ９

Ｄ

Ｄ

５

Ｄ

Ｄ

３

Ｄ

Ｄ

Ｄ

３

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

”

≦
一
≦
二

≦
一
≦
二

≦
一
≦
一
≦
二

く
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一
≦
一

一

１

３

一
　

一
　

二

　

一
　

一
　

二

　

一
　

一
　

一
　

一
　

二

　

一

M-41 耐力壁断面計
算指定 (RC)

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

形状 NO.

M-42 はり断面計算
出力指定

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

M-43 柱断面計算出
力指定

層

層

フレーム

フレーム

軸

軸

M-44 壁断面計算出
力指定

層

層

フレーム

7レーム

軸

軸

M-45 はリグループ
指定

層

層
フレーム

フレーム

軸

軸

C NO. 1 -50
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M-46 柱グループ指
定

層

層

ル

ル
軸

軸

Ｃ 1-50

M-47 壁グループ指
定

層

層

ル

ル
軸

軸

Ｗ 1-50

M-48 出力省略指定 1 指 定 0～ 4 1

表 5.1 入カデータ制限表
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3 入カデータ内容

以下、断面計算データ内容を項目別に説明します。
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M-1 断面計算ルー ト

断面計算のルー トの決定方法を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈

1 ルー ト判別

方法

断面計算ルー トの判別方法を下表より選択

入力値 判別方法

1 自動判別

入力値による

1

2

Ｘ

方

向

ル

一
ト

地上 1階 断面計算ルー トを下表より選択

入力値 S造 RC,SRC劇き

ルー トなし ルー トな し

1 ルー ト 1 ルー ト 1

ルー ト 2 ルー ト 2-1

ルー ト 2 ルー ト 2-2

ルー ト 2 ルー ト 2-3

ルー ト 3 ルー ト 3

3 その他の

階

Ｙ

方

向

ル

一
ト

地上 1階

5 その他の

階

(1) 1項 において、「 1」 を入力した場合、断面計算では剛性計算で決定されたル
ー トを使用し計算します。「 2」 を入力した場合は、 2～ 5項で指定されたルー
トにより断面計算をします。

(2) 2,4項 は、RC,SRCの 部材のみに有効です。

(3)地 下階および塔屋階の断面計算ルー トは、本項の入力に関係なくルー ト1と な
ります。
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6

塔屋階

5

地上 3階

4

地上 2階

3

地上 1階

2

地下階

1

その他の階ルー ト

図 5.1 断面計算ルー ト
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M-2 応力の倍率

各荷重応力の倍率を入力 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 応力の倍率を設定する層

H層 か ら12層 まで    (11≦ 12 ただ し、等号は 1層 のみ )層   (12)

フレーム (Jl) 応力の倍率を設定するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

固定,積載荷重による応力の倍率

地震荷重による応力の倍率

7 風圧荷重による応力の倍率

(1)本 項で指定 されない箇所および倍率 として「 0」 が入力されている荷重等は、
全て倍率は 1.0と して内部処理 します。

(2)本 項は、はり,柱断面計算時のみの応力の割増 し値 とします。

(3) 1項 で入力するH層 のはりは含まれません。よって、 1層 はりに配置する場合
は、 1,2項 共 「 1」 を指定 します。

(4) 5～ 7項 は、下記の様に処理 されます。

長期 =Nl× G+α l× S
積雪時 =Nl× G+α 2× S
地震時 =Nl× G+N2× K+α 4× S
風圧時 =Nl× G+N3× W+α 3× S

G

S

K

s,

a l-a 4

固定,積載荷重による応力
積雪荷重による応力
地震荷重による応力

風圧荷重による応力
「P-20 荷重計算指定」の入力値

(5)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。
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M-3 鋼材形状 (S,SRC)

鋼材テープル表に無い鋼材を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 鋼材 NO. 鋼材テープル番号  (3501～ 4000)

2 鋼材タイプ番号  (1～ H) (下 記 (21参 照 )

3 各パラメーター  (下記(21参 照 ) 下記曖)

参照
4

5

6

7

(1)本 項は、 S,SRC造 で使用する鋼材で鋼材テープルに登録 されていない鋼材
の登録および、箱形組立 Hま たはラチス材を登録 します。ただ し、本項で登録 さ
れた鋼材は、その工事のみ有効 となります。

(2) 鋼材 タイプおよび各パラメーターを下記に示 します。

TYP : 1

Pl～ P5:材寸  (mm)

角形鋼管 (R有 り)

Pl～ P4:材寸  (mm)
P5: 0

TYP : 3 角形鋼管 (R無 し)

Pl～ P3:材寸  (mm)
P4-P5 : 0

H形鋼
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TYP : 4 鋼 管

TYP : 5 リップみぞ形鋼

TYP : 6 CT形 鋼

TYP : 7 箱形組立鋼 1

TYP : 8 箱形組立鋼 2

TYP : 9 ラチス

Pl‐‐P2

P3-P5

Pl～ P4

P5

Pl― P5

Pl

P2

P3‐‐P5

Pl

P2

P3-P5

Pl

P2

P3

P4

P5

材寸  (ロロ)
0

材寸  (mm)
0

材寸  (mm)

H形鋼テープル番号
プレー ト厚さ (■口)
0

H形鋼テープル番号
プ レー ト厚さ (■m)
0

CT形 鋼テープル番号
部材せい  (mm)
ラチス材断面積

(d)
ラチス材断面二次
半径  (cm)
ラチス材角度 (° )

-205-



TYP : 10 リップみぞ形鋼背合わせ

TYP : 11 リップみぞ形鋼腹合わせ

図 5.2 鋼材

(3) SRCに 使用する場合において、「M-17
計算が指定されている場合はのみ、TYP l

断面計算条件 (RC,SRC)」 で鉄筋指定
のP3,P4は 「 0」 の入力が可能です。

Pl

P2-P5

Pl

P2‐‐P5

リッ

0

リップみぞ形鋼
テープル番号

0

プみぞ形鋼
テープル番号
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項 目 説 明 単 位

継手 NO. 継手テープル番号  (301～ 500)

フランジ外側添板プレー ト厚さ

フランジ外側添板プレー ト幅

フランジ内側添板プレー ト厚さ

フランジ内側添板プレー ト幅

Wt ウェプ添板プレー ト厚さ mm

フ

ラ

ン

ジ

径 フランジボル ト径 Elal

配 列 フランジボル ト配列

入力値 配 列

1 1タリ

千 鳥

2列

9 フランジボル ト本数

フランジボル トビッチ

フランジボル ト端空き mm

フランジボル トゲージ 1

フランジボル トゲージ 2

ウ

エ
プ

径 ウェプボル ト径

配 列 ウェプボル ト配列

入力値 配 列

1 1タリ

2 2列

ウェプボル ト本数

ウェプボル トビッチ 1

M-4 継手形状 (S, SRC)

鉄骨部材の継手の形状を入力します。
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ウェプボル トビッチ 2

ウェプボル ト端空き 1

ウェプボル ト端空き 2

フランジ継手 ウェプ継手

1列 n=8

図 5.3 継手形状

n=20
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(1)

(2)

(3)

(4)

本項は、 S, SRC造 鉄骨はり継手の計算に使用する継手形状で、継手テープ
ルに登録 されていない継手形状を登録 します。ただ し、本項で登録 された継手形

状は、その工事のみ有効 となります。

3項が 「 OJの 場合は、はり幅となり、 5項が 「 0」 の場合は、下記の様にな
ります。

図 5.4 内側添板幅

7,14項 で指定できるボル ト径は、表 5.2に 示す値 とします。

8項が 「 OJの場合は、はり幅により下記の様に内部処理 されます。
また、 15項 が 「 0」 の場合は、 1列 として処理 します。

はり幅≦250mm      l列
250mm<は り幅≦300■● 千鳥
300mm<は り幅      2列

(5) 9,16項 が「 0」 の場合は、計算値 となります。

(6) 10,H,17～ 20項 が 「 0」 の場合は、表 5.2に 示す値とします。

入力値 ボル ト径 穴 径 ビッチ 端空き

M 16 17.0

0,20 M 20 21.5

M 22 23.5

M 24 25.5

(単 位 :mm)

表 5.2 ボル ト

(7) 12,13 項が 「 0」 の場合は、

1ま り幅≦100mm

はり幅により下記の様に処理 されます。

100mm<は り幅≦125■■
125m田 <`ま り幅≦150mm
150mmく はり幅≦175mm
175mm<は り幅≦200mm
200mm<は り幅≦250mm
250mm<は り幅≦300mm
300mm<は り幅≦350mm
350mm<は り幅

g1: 00nn
gl: 7Sno
gl: 90ou
gl: l05oo
gl : I 20on
gl : I 5()mm

gl: l5Omm
g1: l40mn
g1:140urn

40mm
70mal

90mm
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M-5 剛接合仕口形状 (S)

鉄骨部材の剛接合仕日の形状データを入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 仕口NO. 仕ロテープル番号  (51～ 100)

t カパープレー ト厚さ

カバ ープ レー ト幅 mm

l カバープレー ト長 さ

カバープレー トとフランジとのすみ肉溶接サイズ

W ウェプと柱 とのすみ肉溶接サイズ

スカラップ スカラップサイズ

図 5.5 剛接合仕口形状

(1) 本項は、 S造 はりの仕口の計算で使用する剛接合仕口で仕ロテープルに登録 さ
れていない仕口形状を登録 します。ただ し、本項で登録 された仕口形状は、その

工事のみ有効となります。

(2) 3項 の入力値が 「 0」 の場合は、フランジ幅 -10■■とします。

(3) 4項 の入力値が 「 0」 の場合は、内部で求めた長 さとなります。

(4) 6項 の入力値が 「 1」 以下の場合は、ウェプ板厚に対する割合 とします。
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M-6 ビン接合仕口形状 (S)

鉄骨部材の ビン接合仕口の形状データを入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 仕口NO. 仕口形状番号  (151～ 200)

t ガセ ットプレー ト厚さ

ボ

ル

ト

径 ボル ト径

本 数 ボル ト本数

p ボル トビッチ

ボル ト端空き 1 Inm

ボル ト端空き 2

図 5.6 ビン接合仕口形状

(1) 本項は、 S造 はりの仕口の計算で使用するビン接合仕口で仕ロテープルに登録
されていない仕口形状を登録 します。ただ し、本項で登録された仕口形状は、そ
の工事のみ有効となります。

(2) 3項 で指定できるボル ト径は、表 5.3に 示す値 とします。

(3) 4項 が 「 0」 の場合は、計算値 となります。

(4) 5～ 7項が 「 0」 の場合は、表 5.3に 示す値とします。
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入力値 ボル ト径 穴 径 ビッチ 端空き

M 16

“
ｍ 23.5

M 24 25.5

(単 位 :mm)

表 5.3 ボル ト
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M-7 鉄骨はり部材欠損率 (S,SRC)

鉄骨はり部材の断面欠損率を入力 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 断面欠損率を指定する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) 断面欠損率を指定するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) 断面欠損率を指定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)軸   (K2)

ン

ジ

フ

ラ

左継手位置でのフランジ断面欠損率      (o≦ LJ≦ 1)

右継手位置でのフランジ断面欠損率      (0≦ R」 ≦ 1)

ウ

エ
プ

L 左端位置でのウェプ断面欠損率 (0≦ L≦ 1)

左継手位置でのウェプ断面欠損率 (0≦ LJ≦ 1)

C 中央位置でのウェプ断面欠損率 (0≦ C≦ 1)

右継手位置でのウェプ断面欠損率 (0≦ RJ≦ 1)

R 右端位置でのウェプ断面欠損率 (0≦ R≦ 1)

(1)本 項は、 S,SRC造 鉄骨はり断面の欠損 (ボ ル ト穴等による)を 考慮 して断
面計算を行 う場合に入力 します。

(2) S造 はりに指定 した場合に、仕口形状を指定 して断面計算を行 う場合は、 9,13
項での入力は無視 され、継手形状を指定 して断面計算を行 う場合は、7,8,10,12
項での入力は無視 されます。

(3) SRC造 はりの場合に、7,8項で 「 lJを 入力 した場合は、内部でボル ト欠損を
計算 します。ただ し、継手形状が入力されていない場合は、入力値 となりますの
で、 「 1」 を指定するとエラーとなります。
9～ 13項 は入力値が有効 となります。

(4)重 複配置を行った場合は、後のデータが優先されます。
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M-8 断面計算条件 (S)

S造 の計算条件を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈

1 地

震

計

算

モ
ー

メ

ン
ト

柱 (X) 各部材の断面計算用の地震時モーメン ト算定位置

を下表より選択

入力値 計算モーメン ト

1 節点モーメント

RC,SRC部 材に対 しての

みフェィスモーメン ト

フェィスモーメン ト

1

2 柱 1

3 は り 1

4 は り 1

ウ

エ
プ

考

慮

柱 H形鋼の際の各位置の曲げモーメン トに対 しての
ウェプ材の考慮について下表より選択

入力値 内  容

1 考慮する

2 中央のみ考慮す る

3 考慮 しない

1

柱 1

は り 1

は り 1

断

面

性

能

計

算

方

法

柱 (X) 地震時応力に対する各部材の幅厚比が制限を超え

ている場合の断面性能の計算方法について下表より

選択

入力値 内  容

1 幅厚比による低減を考慮 し

ない、断面性能により計算す

る

幅厚比 (FBラ ンク)を 考慮
し、有効断面性能により計算

する

幅厚比 (FCラ ンク)を 考慮
し、有効断面性能により計算

する

1

柱 1

はり (X) 1

は り 1
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α
の
決

定

方

法

S造継手の保有耐力接合設計モーメン トの塑性化
領域における安全率 αを下表より選択

入力値

安全率 α

SS400 SM490

1

1

1

仕

口
溶

接

作

業

条

件

柱 仕口溶接の作業条件を下表より選択

入力値 作業方法

1 建築基準法施行令92条 における
「作業の方法 (1)」 の場合

建築基準法施行令92条 における
「作業の方法 (2)」 の場合

1

は り 1

(1) 1～ 4項により、地震時の断面計算に使用するモーメントの種類が、決定され
ます。

1の 場合 :節点モーメントとなります。

2の場合 :取 り付く部材が S造の場合は、節点モーメントとなり、RC,
SRC造部材に取り付く場合は、フェィスモーメントとなり
ます。

3の場合 :フ ェィスモーメントとなります。

(2) 5～ 8項により、使用する部材が H形鋼の場合の断面係数 Zの計算方法が決定
されます。 (柱 の場合は、X方向で入力された値のみ使用されます )

1の場合 :ウ ェプを考慮します。

2の場合 :中央のみウェプを考慮し、その他はウェプを無視します。

3の場合 :ウ ェプを無視します。

はりの場合は、「M-7鉄骨はり部材欠損率Jで指定 した断面欠損も考慮されま
す。
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(3) 9～ 12項 により、幅厚比の制限を超えている場合の断面性能の計算方法が決定
されます。 (柱 の場合は、 X方 向で入力された値のみ使用 されます )

1の 場合 :幅厚比の制限を無視 し全断面有効の断面性能となります。

2の場合 :F3ラ ンクの幅厚比の制限を考慮 した断面での断面性能 とな
ります。

3の場合 :FCラ ンクの幅厚比の制限を考慮 した断面性能となります。

ただ し、本項の入力値,応力種類および断面計算ルー トに関係な く、弾性用
(鋼構造設計基準  日本建築学会 )の 幅厚比の制限は全て考慮 します。

柱 。はりのランク 弾性用

部 材 断 面 部 位 材 種 幅厚比 幅厚比 幅厚比 幅厚比

柱

H形鋼

フラ ンジ SS400《及
SM490名及

２ ４

下

9.5
8

12

10

15.5
13.2

ウェプ SS400名及
SM490ζ及７４下

43

37

48

41

角形鋼管 SS400ζ及
SM490ふ及

74

F
33

27

円形鋼管 SS400級
SM490級

２４〇

一Ｆ

は り H形鋼

フ ラ ン ジ SS400`及

SM490級 ２４下
9

7.5

11

9.5
15.5
13.2

ウェプ SS400級
SM490級‐‐ｏ下
F:許 容応力度を決定する場合の基準値 (t/配 )

表 5.4 幅厚比
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(4) 13,14項 により継手が塑性化領域内にある場合の安全率 αが決定 されます。

1の 場合 :表 の安全率の応力勾配を考慮 したモーメン トとします。

2の場合 :表 の安全率を使用 します。

1.3Mp(1.2Mp)

1.2Mp(1.1lp)

Mp

“

p

l.2Mp(1.lMp)

1.3Mp(1.2Hp)

(6)

(5)

図 5.7 継手安全率 α

15項 は、鋼管等の柱 とダイヤフラムの接合部分を指 し、 「 lJを 入力すると低
減はかか らず、「 2」 を入力すると、部材の許容応力度に0.9が掛けられます。

16項 は、はり仕口部分の計算の際に使用され、 「 lJを 入力 した場合は、低減
はかか らず、 「 2」 を入力すると、溶接の許容応力度に0.9が掛け られます。

塑性化領域
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M-9 はり fb指定 (S)

はりの圧縮フランジ支点間距離または許容曲げ応力度を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) lb,fbを 配置する層

H層 か ら12層 まで            (11≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) lb,fbを 配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで     (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) lb,fbを 配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで              (Kl<K2)軸   (K2)

圧縮フランジ支点間距離 C lll

許容曲げ応力度 t/cご

(1) 7項 は、はりのfbを 求める際に、使用されます。
「 0」 を指定すると、スラブ形状の小ばり最大間隔となり、 0く lb≦ 10の 場合
は、はり長さに対する割合として、はり長さに入力値を掛け lbを 求め、 10<lbの
場合は、実長 として取 り扱います。

(2) 8項 は、はりのfbを 直接指定する際に、入力 します。
許容曲げ応力度は、 「OJを指定すると、 lbに より計算され、 0<fbの場合は、
入力値 となります。

(3)本 項の指定がされていない箇所のはりは、入力値が 「 0」 の時の処理 とな りま
す。

(4) 多スパ ンに跨がるはりに、配置す る場合は、同一のデータを配置 します。

(5)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。
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項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. はり部材形状番号  (1～ 99)

C TBL 中央鋼材テープル番号 下記 0)参照

L TBL 左端鋼材テープル番号 C TBし

4 R TBL 右端鋼材テープル番号 C TBし

左端部材せい 下記 13)参 照

左端部材幅 下記総)参照

右端部材せい 下記6)参照 mal

右端部材幅 下記 13)参 照 lllm

左ハ ンチ位置 c al

右ハ ンチ位置

C MAT 中央鋼材の使用材種を下表より選択

入力値 フランジ ー ウェア

1 SS400-― SS400

SM490‐―SS400

SM490-SM490

1

L MAT 左端鋼材の使用材種を表より選択

(H項 参照 )
C MAT

R MAT 右端鋼材の使用材種を表より選択

(H項参照 )
C MAT

左継手位置

右継手位置

継 手 継手テープル番号

左仕口 左端の仕ロテープル番号

右仕口 右端の仕ロテープル番号

M-10 はり部材形状 (S)

はり鉄骨部材形状を入力 します。

(1)多 スバ ンに跨がるはりの断面計算を行 う場合は、本項では 1本の部材 としてデ
ータを入力 し、 「M― H はり断面計算指定 (S)」 において、形状番号 +1000と し
て配置 します。
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(2)

(3)

2項 において「 0」 を入力 した場合は、 「P-28 はり形状 (S)」 で入力 した部
材で断面計算を します。

5～ 8項において、「 0
計算を行います。
ハ ンチが無い場合は、 5

」を入力すると、端部の部材をそのまま使用 し、断面

～10項 を 「 0」 と入力 します。

図 5.9 はり部材形状 (S)

(4) H～ 13項 により、部材の材種が決定 されます。

(5) 14,15項 は軸心か らの距離 とし、「 0」 の入力を行 った場合は継手位置でのチ
ェックおよび継手の計算を省略 します。

(6) 16項 において、継手の計算を しない場合は 「 0」 を入力 します。

(7) 17,18項 において、仕口の計算を しない場合は 「 0」 を入力 します。

(8) 断面計算位置は、端部 と中央およびハ ンチ位置または継手位置とします。
ハ ンチ位置と継手位置が両方共入力されているか、継手位置のみ入力されてい
る場合は、継手位置での断面計算を行い、ハ ンチ位置のみ入力されている場合は、
ハ ンチ位置での断面計算を行います。両方共入力されていない場合は、端部 と中
央のみ断面計算を行います。
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M-11 はり断面計算指定 (S)

Sは りの 「M-10 はり部材形状 (S)」 で入力 したはり鉄骨部材形状を配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 部材形状を配置する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) 部材形状を配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) 部材形状を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)軸   (K2)

形状 NO. 「M-10 はり部材形状 (S)」 で入力 したはり部材形状番号

1)本 項で指定されない箇所は、断面計算を省略 します。

2)多 スパ ンに跨がるはりの断面計算を行 う場合は、形状番号 +1000と して、 1本
として計算する軸間を一度に指定 します。

(3)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。

(4) 7項 を 「 0」 として配置を した場合は、既に配置されているデータを除 く処理
となります。

/4

/3

/′
′′2

/1
＼ 104

軸

　

１０

軸

　

１０

層

　

３

層

　

２

1ノ
// ＼ 、 101

7レーム

1

フレーム

2

形状 NO.

1
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図 5。 10は り断面計算指定
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M-12 柱 fb, fc指 定 (S)

S柱 の座屈長 さおよび許容応力度を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 層   (11) lb,lk,fb,fcを 配置する層

H層 か ら12層 まで           (11≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) ib,lk,fb,fcを 配置するフレーム

」1フ レームからJ2フ レームまで     (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

軸   (Kl) lb,lk,fb,Fcを 配置する軸

Kl軸 からK2軸 まで            (Kl<K2)軸   (K2)

X方 向圧縮フランジ支点間距離

Y方向圧縮フランジ支点間距離

X方 向圧縮座屈長さ Cln

Y方 向圧縮座屈長さ

X方 向許容曲げ応力度 t/cピ

Y方向許容曲げ応力度 t/cピ

X方 向許容圧縮応力度 t/cぱ

Y方 向許容圧縮応力度 t/cr

(1) 7,8項 は、柱のfbを 求める際に、使用されます。
「 0」 を指定すると、柱長 さとなり、 0<lbX,lbY≦ 10の 場合は、柱長 さに対
す る割合として、柱長 さに入力値を掛けて lbを 求め、 lo<lbX,lbYの場合は、実
長 とします。

(2) 9,10項 は、柱のFcを 求める際に、使用されます。
「 0」 を指定す ると、「鋼構造塑性設計指針 6.5柱 の座屈長 さ 水平移動が
拘束されない場合 Jに より内部処理 され、 0<lkX,lkY≦ 10の 場合は、柱長 さに
対する割合 として、柱長さに入力値を掛けて lkを 求め、 10<lkX,lkYの 場合は、
実長とします。

(3) H,12項 は、柱のfbを 直接指定する際に、入力 します。
「 0」 を指定す ると、 lbに より計算され、 0<fbの場合は、入力値 となります。

(4) 13,14項 は、柱のfcを 直接指定する際に、入力 します。
「 0」 を指定すると、 lkに より計算され、 0<fcの 場合は、入力値 となります。

(5)本 項で指定されない箇所の柱は、入力値が 「 0」 の時の処理 となります。

(6) 多階に跨がる柱に、配置する場合は、同一のデータを配置 します。

(7)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。
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M-13 柱部材形状 (S)

柱鉄骨部材形状を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈

1 形状 NO. 柱部材形状番号  (1～ 99)

2 鉄骨部材テープル番号

3 部材の使用材種を下表より選択

入力値 フランジー ウェア

1 SS400-SS400

2 SM490-― SS400

SM490-― SM490

1

(1)多 階にまたがる柱の断面計算を行 う場合は、本項では 1本 の部材 としてデータ
を入力 し、「M-14 柱断面計算指定 (S)」 において、形状番号 +1000と して配置
します。

(2) 2項 において 「 OJを入力 した場合は、 「P-30 柱形状 (S)」 で入力 した部材
で断面計算を します。
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項 目 説 明

1 層   (11) 部材形状を配置する層

H層 か ら12層 まで (11<12)層   (12)

3 フレーム (」 1) 部材形状を配置するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) 部材形状を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)6 軸   (K2)

形状 NO. 「M-13 柱部材形状 (S)」 で入力 した柱部材形状番号

M-14 柱断面計算指定 (S)

S柱 の「M-13 柱部材形状 (S)」 で入力 した柱鉄骨部材形状を配置 します。

1)本 項で指定 されない箇所は、断面計算を省略 します。

2)て
象雰手 1告奮ε竺異暫層電τま写『

場合は、形状番号 +1000と して、 1本 とし

3)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

4) 7項 を「 0」 として配置 した場合は、既に配置されているデータを除 く処理 と
なります。
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３

４
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２
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1        1

2        2

図 5.12柱 断面計算指定
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M-15 プレース部材形状 (S)

ブレース部材形状を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. ブレース部材形状番号  (1～ 99)

ブレース断面積 下記 (1)参 照 cnf

3 ブレース材断面二次半径

4 MAT 部材の使用材種を下表より選択

入力値 材 種

1 SS400

SM490

圧縮座屈長 さ

許容圧縮応力度 t/甜

(1) 2項 において 「 0」 を入力 した場合は、 「P‐ 35 ブレース形状」で入力 した断
面で計算 します。

(2) 3項 は、引っ張 リブレースの場合は、使用されません。

(3) 5項 において 「 0」 を入力 した場合は部材長 さとなり、 0<lk≦ 10の 場合は、
部材長 さに対する割合 とし、 10<lkの 場合は実長 として取 り扱います。

(4) 6項 において 「 OJを 入力すると内部処理によりfcが 算出されます。 「 0」 以
外の数値を入力 した場合は、fcは 入力値となります。
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M-16 ブレース断面計算指定 (S)

S柱 の 「M-15 ブレース部材形状 (S)」 で入力 したブレース部材形状を配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 部材形状を配置する層

H層 か ら12層 まで (11<12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) 部材形状を配置するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで           (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) 部材形状を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)軸   (K2)

形状 NO. 「M-15 ブレース部材形状 (S)」 で入力 した柱部材形状番号

(1) 本項で指定されない箇所は、断面計算を省略します。

(2) 多スバンに跨がるプレースに配置する場合は、同一のデータを配置します。

(3)重 複配置を行った場合は、後のデータが優先されます。

(4) 7項 を「 0」 として配置した場合は、既に配置されているデータを除く処理と
なります。

準備計算において多スバンに

またがるプレースとして指定

/4

/3

/2

/1
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ブレース断面計算指定
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M-17 断面計算条件 (RC,SRC)

RC,SRC造 の断面計算条件を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 断

面
計
算

の
種

別

柱 各断面計算の種別を下表より選択

入力値 種 別

1 算定計算

検定計算 (1)

3 検定計算 (2)

1

は り 1

地

震

時

計

算

モ

一
メ

ン
ト

地

上

１
階

柱

(X)

地上 1階の断面計算用の地震時モーメ
ント算定位置を下表より選択

入力値 計算モーメン ト

1 節点モーメン ト

フェィスモーメント

岡1域端モーメン ト

4 柱脚フェィス、柱頭
節点モーメント

柱脚剛域端、柱頭節

点モーメン ト

1

柱

(Y)

1

はり

(X)

1

はり

(Y)

1

そ

の
他

の
階

柱

(X)

地上 1階以外の階の断面計算用の地震
時モーメン ト算定位置を下表より選択

入力値 計算モーメン ト

1 節点モーメン ト

フェィスモーメント

剛域端モーメン ト

1

柱

(Y)

1

はり

(X)

1

はり

(Y)

1
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地

下

，
塔

屋

階

柱

(X)

地下階 ,塔 屋階の断面計算用の地震時
モーメン ト算定位置を下表より選択

入力値 計算モーメン ト

1 節点モーメント

フェィスモーメン ト

剛域端モーメン ト

1

柱

(Y)

1

は り

(X)

1

はり

(Y)

1

フ

エ
イ

ス
入

り

長

さ

柱 3～ 14項 において、フェイスモーメン
トを採用する場合に、計算位置をフェイ
スより節点側に入れたい時に、入力 しま

す。

1を 超える場合 :フ ェイスか らの距離
(cm)

1以下の場合  :は り,柱せ いの割合

柱

はり (X)

は り

耐力壁まわ り

柱計算方法

耐力壁まわ り柱のptの 計算方法につい

て下表より選択

入力値 計算方法

1 最小 ptと する

軸力により計算

1

ウ

エ
プ

考

慮

柱 SRC造 鉄骨の許容曲げモーメント計算
時におけるウェプ材の考慮について下表
より選択 (BHの 場合のみ )

入力値 処  理

1 考慮する

考慮 しない

柱 1

はり (X) 1

はり (Y) 1
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軸力負担 SRC造 柱において断面計算用曲げモー
メン トが鉄骨部分の許容曲げモーメン ト

より小 さい場合、軸力の負担について下

表より選択

入力値 軸力負担

1 負担 させる

2 負担させない

1

Ｓ

Ｒ

Ｃ

部

材

計

算

方

法

柱 SRC造 柱 ,は りの断面計算方法を下表
より選択

入力値 計算方法

1 鉄骨指定計算

2 鉄筋指定計算

1

は り 1

(1)本 項は、 RC,SRC造 の

(2) 1,2項 により、断面

RC造   1の 場合

2の場合

3の 場合

SRC造  1の 場合

2の場合

3の場合

断面計算条件を入力 します。

計算の方法が下記に示す用に決定されます。

各応力による必要鉄筋比を算出 します。

指定された主筋本数により、安全性の検討を し、必要せん

断補強筋比を求めます。

指定 された主筋本数およびせん断補強筋により安全性を検

討 します。

各応力により必要鉄筋比または鉄骨部材を算出 します。

25,26項 の入力により算出方法が決定 されます。

指定された主筋本数および鉄骨により、安全性を検討 し、

必要せん断補強筋比を求めます。
25,26項 は無視 されます。

指定された主筋本数、鉄骨およびせん断補強筋により安全

性を検討 します。

25,26項 は無視 されます。

(3) 3～ 6項により、地上 1階 の断面計算で使用する地震時モーメン トの算定位置
が決定されます。ただ し、はりまたは柱が S造 の場合は、 3～ 6項 の入力は無視
され全て節点モーメン トを使用 します。また、剛性計算において、剛域を無視す

る方法を選択 している場合は、 「 3」 または「 5」 を入力 して も剛域長 さが 「 0」

となっているため節点モーメン トとなります。

また、 「4J,「 5」 は、柱のみ有効で、はりに指定 した場合は、節点モーメ
ン トとなります。
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(4)

(5)

(6)

7～ 10項 により、地上 1階以外の階の断面計算で使用する地震時モーメン トの
算定位置が決定されます。ただ し、はりまたは柱が S造 の場合は、 7～ 10項 の入
力は無視 され全て節点モーメン トを使用 します。また、剛性計算において、剛域
を無視する方法を選択 している場合は、 「 3」 を入力 して も剛域長 さが 「 0」 と
なっているため節点モーメントとなります。

H～ 14項 により、地下階および塔屋階の断面計算で使用する地震時モーメン ト
の算定位置が決定されます。ただ し、はりまたは柱が S造の場合は、H～ 14項 の
入力は無視 され全て節点モーメン トを使用 します。また、剛性計算において、剛
域を無視する方法を選択 している場合は、「 3」 を入力 して も剛域長さが 「 0」
となっているため節点モーメン トとなります。

15～ 18項 の意味を下記に示 します。

ス入 り長さ

ス入 り長さ

(1ま り)                        (柱 )

1以上 :フ ェイス入 り長さ=入 力値
1以下 :フ ェイス入 り長さ=入 力値 ×D

図 5.14モ ーメン ト算定位置

フェイス入 り長さがフェイスか ら節点までの距離を超える場合は、節点モーメ
ントを使用 します。
ハ ンチのあるはりのフェイス位置 ,フ ェイス入 り長 さは、中央部のせいで計算
します。

19項 により、耐力壁まわり柱の必要鉄筋比の計算方法が決定 されます。

1の 場合 :最小鉄筋比とします。

2の場合 :軸 力により必要鉄筋比を算出 します。

耐力壁まわ りはりの必要鉄筋比は、本項の入力に関わ らず最小引張鉄筋比 とな
ります。

20～ 26項 は、SRC造 部材のみに使用されます。

(7)

(3)
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(9) 20～ 23項 により、使用する部材が H形綱の場合の断面係数 Zの 計算方法が決定
されます。

1の 場合 :ウ ェプが考慮された断面係数 とします。

2の 場合 :ウ ェプが無視された断面係数 とします。

はりの場合は、 「M-7鉄骨はり部材欠損率 (S,SRC)」 で指定 した欠損率 も考慮
されます。

(10) 1項 が 「 lJ(算 定計算 )の 場合のみ、25項 での入力値が有効 となります。
25項の入力値が 「 1」 の場合は、鉄骨形状を入力 し鉄筋を求める計算 となり、
「 2」 の場合は、鉄筋本数を指定 し軸力を全て RC部 分が負担するとして、鉄骨
のプレー ト厚さを求める計算 (曲 げはフランジのみ)と なります。ただ し、一貫
計算 として使用す る場合は、 「 1」 (鉄骨指定計算 )と なります。

(12) 2項 が 「 1」 (算 定計算 )の 場合のみ、26項での入力値が有効 となります。
26項の入力値が 「 1」 の場合は、鉄骨形状を入力 し鉄筋本数を求める計算 とな

り、 「 2Jの場合は、鉄筋本数を指定 し鉄骨のプレー ト厚 さを求める計算 (曲 げは
フランジのみ)と なります。ただ し、一貫計算として使用す る場合は、「 1」 (

鉄骨指定計算 )と なります。
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項 目 説 明 単 位

1

Ｘ
方

向

は

り

max は りの引張鉄筋比 Ptの上限値 %

2 1 はりの引張鉄筋比 Ptの下限値 %

3 耐力壁まわ りはりの引張鉄筋比 Ptの 下限値 %

4 Pw max はりのあば ら筋比 Pwの上限値 %

5 Pw min l はりのあば ら筋比 Pwの下限値 %

6 Pw nlin 2 耐力壁まわ りはりのあば ら筋比 Pwの 下限値 %

Ｙ
方

向

は

り

Pt max はりの引張鉄筋比 Ptの上限値 %

1 はりの引張鉄筋比 Ptの 下限値 %

耐力壁まわ りはりの引張鉄筋比 Ptの 下限値 %

Pw max はりのあば ら筋比 Pwの 上限値 %

Pw uin I はりのあば ら筋比 Pwの下限値 %

Pw 2 耐力壁まわ りはりのあば ら筋比 Pwの 下限値 %

Ｘ
方

向

柱

柱の引張鉄筋比 Ptの上限値 %

1 柱の引張鉄筋比 Ptの下限値 %

2 耐力壁まわり柱の引張鉄筋比 Ptの 下限値 %

Ptt max 柱の帯筋比 Pwの上限値 %

1 柱の帯筋比 Pwの 下限値 %

Pw min 耐力壁まわり柱の帯筋比 Pwの 下限値 %

Ｙ

方

向

柱

柱の引張鉄筋比 Ptの 上限値 %

min 1 柱の引張鉄筋比 Ptの下限値 %

耐力壁まわ り柱の引張鉄筋比 Ptの 下限値 %

Pttl max 柱の帯筋比 Pwの上限値 %

Pw 1 柱の帯筋比 Pwの下限値 %

Pw min 2 耐力壁まわ り柱の帯筋比 Pwの 下限値 %

M-18 鉄筋比制限 (RC)

RC部 材の鉄筋比制限を入力 します。

… 235-



部  材 項  目
ルー トなし

ルー ト 1
ルー ト 3

ルー ト 2

1

は  り
min

Pw max

Pw min

柱

Pt max

min

Pw nar

Pw oin

(1) 「M-1 断面計算ルー ト」で決定されたルー トによって、表 5.5に 示す各ルー
トの値に設定 されます。

表 5.5 RC鉄筋比制限

(2)本 項で入力 した鉄筋比により、計算で求まった鉄筋比が min以下 となる場合は
鉄筋比は minと な り、maxを 超える場合は ERROR文 が出力されます。
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項 目 説 明 単 位

1

Ｘ
方

向

は

り

Pt max はりの引張鉄筋比 Ptの上限値 %

min 1 はりの引張鉄筋比 Ptの下限値 %

3 min 耐力壁まわ りはりの引張鉄筋比 Ptの下限値 %

4 Pw max はりのあば ら筋比 Pwの上限値 %

5 Pw 1 はりのあば ら筋比 Pwの下限値 %

6 Pw min 2 耐力壁まわ りはりのあば ら筋比 Pwの 下限値 %

Ｙ
方

向

は

り

llla x はりの引張鉄筋比 Ptの 上限値 %

1 はりの引張鉄筋比 Ptの下限値 %

Eli n 耐力壁まわ りはりの引張鉄筋比 Ptの 下限値 %

Pw max はりのあば ら筋比 Pwの 上限値 %

Pw nli n 1 はりのあば ら筋比 Pwの下限値 %

Pw min 2 耐力壁まわ りはりのあば ら筋比 Pwの 下限値 %

Ｘ
方

向

柱

柱の引張鉄筋比 Ptの上限値 %

1 柱の引張鉄筋比 Ptの下限値 %

2 耐力壁まわ り柱の引張鉄筋比 Ptの下限値 %

Pw nax 柱の帯筋比 Pwの 上限値 %

Pw min 1 柱の帯筋比 Pwの 下限値 %

Pw 耐力壁まわ り柱の帯筋比 Pwの 下限値 %

Ｙ

方

向

柱

Pt max 柱の引張鉄筋比 Ptの上限値 %

1 柱の引張鉄筋比 Ptの 下限値 %

耐力壁まわ り柱の引張鉄筋比 Ptの 下限値 %

Pw max 柱の帯筋比 Pwの 上限値 %

Pw alin l 柱の帯筋比 Pwの 下限値 %

耐力壁まわり柱の帯筋比 Pwの 下限値 %

M-19 鉄筋比制限 (SRC)

SRC部 材の鉄筋比の制限を入力 します。
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部  材 項  目
ルー トな し

ルー ト 1
ルー ト 3

ルー ト 2

1

は  り

P t oax

Pt min

Pw max

Pw min

柱

max

Pw max

Pw min

(1) 「M-1 断面計算ルー ト」で決定されたルー トによって、表 5.6に 示す各ルー
トの値に設定されます。

表 5.6 SRC鉄 筋比制限

2) 本項で入力 した鉄筋比により、計算で求まった鉄筋比が min以下となる場合は
鉄筋比は ■inと なり、maxを 超える場合は ERROR文 が出力されます。
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M-20 鉄筋比制限 (耐 力壁 )

耐力壁の鉄筋比の制限を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 Ｘ
方
向

max 耐力壁せん断補強筋比の上限値 %

耐力壁せん断補強筋比の下限値 %

Ｙ
方

向

Ps max 耐力壁せん断補強筋比の上限値 %

min 耐力壁せん断補強筋比の下限値 %

(1) 「M-1断面計算ルー ト」で決定 されたルー トによって、表 5.7に 示す各ルー ト
の値に設定されます。

項  目
ルー トな し

ルー ト 1
ルー ト 3

ルー ト 2

1 3

Ela x

0.25

表 5,7 耐力壁鉄筋比制限

(2) 本項で入力 した鉄筋比により、計算で求まった鉄筋比が 口in以下 となる場合は
鉄筋比は minと なり、maxを超える場合は ERROR文 が出力されます。
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M-21 鉄筋材種 &強度割増値 (RC)

スラブ筋の材種および終局曲げモーメント計算時に用いる強度の割増値を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈

1 スラブ筋材種 スラブ筋の材種を下表より選択

入力値 材 種

1

2 SD235

3

4 SD345

5 SD390

2 Ｘ

方

向

主 筋 X方 向主筋強度の割増 し値 下記 6)参照

3 スラブ筋 X方 向スラブ筋強度の割増 し値 下記 13)参 照

4 Ｙ
方

向

主 筋 Y方向主筋強度の割増 し値 下記 13)参 照

スラブ筋 Y方 向スラブ筋強度の割増 し値 下記に)参照

(1) スラブ筋の材種は全階共同一 とします。

(2) 2～ 5項は、終局曲げモーメン トの計算に用いる強度の割増 し値を入力 します。

(3) 2～ 5項において、 「 0」 を入力 した場合は、断面計算ルー トが 2-3の場合は
1.1と なり、それ以外の場合は 1.0と なります。
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M-22 コンクリー ト材料 (RC,SRC)

断面計算を行 う場合のコンクリー ト材料を指定 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 層   (11) 対象層
H層 か ら12層 まで
(H≦ 12 ただ し、等号は 1層 のみ )2 層 (

3 材 種 コンクリー ト材種を下表より選択

入力値 材 種

1 普通 コンクリー ト

1種 軽量 コンクリー ト

2種 軽量 コンクリー ト

3種軽量 コンクリー ト

4種 軽量 コンクリー ト

下記

“

)参照

コンクリー トの設計基準強度 下記 13)参 照 kg/aご

(1)本 項は、断面計算時のみに有効です。準備計算において指定 されているコンク
リー ト材料を変更する際にのみ指定 します。
本項で指定されていない箇所は、準備計算で指定 されているコンクリー ト材料
で、断面計算を行います。

(2) 1項 で入力するH層 のはりは含まれません。よって、 1層 はりに配置する場合
は、 1,2項 共 「 1」 を入力 します。

(3) 3項 または 4項で「 0」 を入力 した場合は、準備計算で指定 されている材種ま
たは Fcと なります。
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項 目 説 明 単 位

1 形状 NO. スラブ筋形状番号  (1～ 99)

は

り

at U 上スラブ有効引張鉄筋断面積 cuF

dt U 引張縁か らのスラブ鉄筋重心までの距離

左
端 at D 下スラブ有効引張鉄筋断面積 CF

5 dt D 引張縁か らのスラブ鉄筋重心までの距離

6

は

り

at U 上スラブ有効引張鉄筋断面積 CF

7 dt U 引張縁か らのスラブ鉄筋重心までの距離 Clll

有
端 at D 下スラブ有効引張鉄筋断面積 d

dt D 引張縁か らのスラブ鉄筋重心までの距離

M-23 スラブ筋形状 (RC)

終局曲げモーメン トの算定時に考慮するスラブ筋の形状を入力 します。

(1) 本項 は、終局 曲げモーメ ン トの計算 に用 いるスラブ筋 を入力 します。

at U

上スラブ

図 5.15ス ラブ筋
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M-24 スラブ筋配置 (RC)

「M-23 スラブ筋形状 (RC)」 で入力 したスラブ筋を配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) スラブ筋を配置する層

H層か ら12層 まで (H≦ 12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) スラブ筋を配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) スラブ筋を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)6 軸   (K2)

7 形状 NO. 「M-23 スラブ筋形状 (RC)」 で入力 したスラブ筋形状番号

(1) 終局曲げモーメン トにスラブ筋を考慮する箇所に配置 します。

(2)多 スバ ンに跨がるはりに、配置をする場合は、同一のデータを配置 します。

(3)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

(4) 7項 を 「 0」 として配置を した場合は、既に配置されているスラブ筋を除 く処
理 となります。

/4

′″
″′
3

ノ′
/′
2

/1
＼ 104

1´
ノ
//

＼ 101

フレーム    フレーム

1       3
2         2

図 5.16ス ラブ筋配置

軸

　

１０

１０

軸

　

１ ０

１ ０

層

　

３

３

層

　

２

２

形状 NO.

1

2
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M-25 はり鉄筋形状 (RC,SRC)

RC,SRC造 はりの主筋本数および、あば ら筋形状を入力 します。

項 目 説 明 単 位

形状 NO. はり鉄筋形状番号  (1～ 99)

主

筋

上端本数 はり上端主筋本数

下端本数 はり下端主筋本数

あ
ば

ら筋

本 数 あば ら筋本数

ビッチ あば ら筋 ビッチ mal

上端本数

下端本数
あばら筋本数

上端本数

下端本数

あば ら筋本数

上端本数

下端本数
あば ら筋本数

図 5.17は り鉄筋形状

(1)本 項は、下記の様に処理されます。

ORCは り

。「M-17 断面計算条件」で算定計算が指定されている場合

主筋は、各荷重の応力により求められた主筋本数が、指定された本数より
も少ない場合は、本項で入力した本数となり、多い場合または指定無 しの場
合は、計算で求められた本数となります。
あばら筋は、各荷重の応力により求められたせん断補強筋が、指定された
あばら筋形状よりも少ない場合は、本項で入力した形状となり、多い場合ま
たは入力無しの場合は、計算で求められた形状となります。

。「M-17 断面計算条件」で検定計算{1)が 指定されている場合

端部の主筋は、各荷重の応力に対 して、指定されている主筋本数で不足し
ないかが検討され、不足する場合は、メッセージが出力されます。
中央およびハンチ位置の主筋は、本数が指定されている場合は、指定本数
で不足 しないかが検討され、不足する場合は、メッセージが出力されます。
ただし、本数が指定されていない場合は、必要本数が求められます。
あばら筋は、各荷重の応力により求められたせん断補強筋が、指定された
あばら筋形状よりも少ない場合は、本項で入力した形状となり、多い場合ま
たは入力無 しの場合は、計算で求められた形状となります。
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。「M-17 断面計算条件」で検定計算 (2)が 指定されている場合

端部の主筋は、各荷重の応力に対 して、指定されている主筋本数で不足 し

ないかが検討 され、不足する場合は、メッセージが出力されます。

中央およびハ ンチ位置の主筋は、本数が指定 されている場合は、指定本数

で不足 しないかが検討され、不足する場合は、メッセージが出力されます。
ただ し、本数が指定されていない場合は、必要本数が求め られます。

あば ら筋は、各荷重の応力に対 して、指定されているあば ら筋形状で不足
しないかが検討 され、不足する場合は、メッセージが出力されます。あば ら
筋が指定 されていない場合は、計算で求められた形状となります。

OSRCは り

。「M-17 断面計算条件」で算定計算が指定されている場合で鉄骨指定計算の
場合

主筋は、各荷重の応力より鉄骨負担分を除いた応力により求められた主筋
本数が、指定 された本数よりも少ない場合は、本項で入力 した本数となり、
多い場合または指定無 しの場合は、計算で求め られた本数 となります。
あば ら筋は、せん断の決定方法により求め られたせん断補強筋が、指定さ
れたあば ら筋形状よりも少ない場合は、本項で入力 した形状 となり、多い場
合または入力無 しの場合は、計算で求められた形状 となります。

。「M-17 断面計算条件」で算定計算が指定されている場合で鉄筋指定計算の
場合

主筋本数は、必ず指定 し、各荷重の応力より鉄筋負担分を除いた応力によ
り、鉄骨を逆算 します。
あば ら筋は、せん断の決定方法により求められたせん断補強筋が、指定さ
れたあば ら筋形状よりも少ない場合は、本項で入力 した形状 となり、多い場
合または入力無 しの場合は、計算で求められた形状 となります。

・ 「M-17 断面計算条件」で検定計算 (1)が 指定されている場合

各荷重の応力に対 して、指定 されている鉄骨形状および主筋本数で不足 し
ないかが検討され、不足する場合は、メッセージが出力されます。
あば ら筋は、せん断の決定方法により求め られたせん断補強筋が、指定さ
れたあば ら筋形状よりも少ない場合は、本項で入力 した形状 となり、多い場
合または入力無 しの場合は、計算で求められた形状 となります。

・ 「M-17 断面計算条件」で検定計算 12)が 指定 されている場合

各荷重の応力に対 して、指定 されている鉄骨形状および主筋本数で不足 し
ないかが検討 され、不足する場合は、メッセージが出力されます。
あば ら筋は、せん断の決定方法により求められたせん断補強筋が、指定 さ
れたあば ら筋形状で、不足 しないかが検討 され、不足す る場合は、メッセー
ジが出力されます。あば ら筋が指定されていない場合は、計算で求め られた
形状 となります。

(2)主 筋材種 ,径 ,dt,あ ばら筋材種および径については、「M-34 はり部材形状
(RC,SRC)」 での入力値によります。また、あば ら筋本数を入力 した場合は、
「M-34 はり部材形状 (RC,SRC)」 でのあばら筋本数の入力値を無視 します。
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M-26 はり鉄筋配置 (RC,SRC)

「M-25 はり鉄筋形状 (RC,SRC)」 で入力 した鉄筋形状を配置 します。

項 目 説 明

層   (11) 鉄筋を配置する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

7レーム (Jl) 鉄筋を配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム   (J2)

軸   (Kl) 鉄筋を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)軸   (K2)

L N0 左端の「M-25 はり鉄筋形状 (RC,SRC)」 で入力 したはり鉄筋
形状番号

8 LH N0 左ハ ンチ位置の「M-25 はり鉄筋形状 (RC,SRC)」 で入力 した
はり鉄筋形状番号

9 C N0 中央の 「M-25 はり鉄筋形状 (RC,SRC)」 で入力 したはり鉄筋
形状番号

RH N0 左ハ ンチ位置の「M-25 はり鉄筋形状 (RC,SRC)」 で入力 した
はり鉄筋形状番号

R N0 右端の 「M-25 はり鉄筋形状 (RC,SRC)Jで 入力 したはり鉄筋
形状番号

(1)本 項は、はり主筋本数およびあば ら筋を直接指定する箇所に配置 します。

(2)多 スバ ンにまたがるはりに指定する場合は、同一データを配置 します。

(3)重 複配置を した場合は、後のデータが優先されます。

(4) 7～ H項を「 0」 として配置 した場合は、既に配置されているデータを除 く処
理 となります。
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③

④

フレーム

1

1

2

2

軸    軸

101     102
102     103
101     102
102     1o3

/4

//′
′3

//′
′2

/1
＼

 1 04

/4

/8

′′
′′2

′″
′/1

＼ 104

L NO.

L NO.軸

　

２

３
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⑥
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図 5.18は り主筋配置
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M-27 柱鉄筋形状 (RC,SRC)

RC,SRC造 柱の主筋本数および帯筋形状を入力 します。

項 目 説 明 単 位

1 形状 NO. 柱主筋形状番号  (1～ 99)

2 Ｘ
方

向

主筋本数 X方 向主筋本数

3 帯筋本数 X方 向帯筋本数

4 帯筋ピッチ X方 向帯筋 ビッチ

5 Ｙ
方

向

主筋本数 Y方 向主筋本数

6 帯筋本数 Y方 向帯筋本数

7 帯筋ピッチ Y方 向帯筋 ビッチ

X方向 主筋本数
帯筋本数

Y方向 主筋本数
帯筋本数

X方 向 主筋本数
帯筋本数

Y方 向 主筋本数
帯筋本数

(1)

図 5.19柱 鉄筋形状

本項は、下記の様に処理 されます。

ORC柱

。「M-17 断面計算条件Jで算定計算が指定されている場合

主筋は、各荷重の応力により求められた主筋本数が、 1旨 定された本数より

も少ない場合は、本項で入力 した本数となり、多い場合または指定無 しの場
合は、計算で求められた本数 となります。

帯筋は、各荷重の応力により求められたせん断補強筋が、指定された帯筋
形状よりも少ない場合は、本項で入力 した形状 となり、多い場合または入力
無 しの場合は、計算で求め られた形状 となります。

。「M-17 断面計算条件」で検定計算 (1)が 指定されている場合

主筋は、各荷重の応力に対 して、指定されている主筋本数で不足 しないか

が検討 され、不足する場合は、メッセージが出力されます。

帯筋は、各荷重の応力により求め られたせん断補強筋が、指定された帯筋

形状よりも少ない場合は、本項で入力 した形状 となり、多い場合または入力

無 しの場合は、計算で求め られた形状 となります。
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。「M-17 断面計算条件」で検定計算 (21が 指定 されている場合

主筋は、各荷重の応力に対 して、指定されている主筋本数で不足 しないか

が検討 され、不足する場合は、メッセージが出力されます。

帯筋は、各荷重の応力に対 して、指定されている帯筋形状で不足 しないか

が検討され、不足する場合は、メッセージが出力されます。帯筋が指定 され

ていない場合は、計算で求められた形状となります。

OSRC柱

。「M-17 断面計算条件」で算定計算が指定 されている場合で鉄骨指定計算の
場合

主筋は、各荷重の応力より鉄骨負担分を除いた応力により求められた主筋
本数が、指定された本数よりも少ない場合は、本項で入力 した本数となり、
多い場合または指定無 しの場合は、計算で求め られた本数 となります。
帯筋は、せん断の決定方法により求められたせん断補強筋が、指定 された

帯筋形状よりも少ない場合は、本項で入力 した形状 となり、多い場合または

入力無 しの場合は、計算で求められた形状 となります。

。「M-17 断面計算条件」で算定計算が指定されている場合で鉄筋指定計算の
場合

主筋本数は、必ず指定 し、各荷重の応力より鉄筋負担分を除いた応力によ
り、鉄骨を逆算 します。

帯筋は、せん断の決定方法により求められたせん断補強筋が、指定 された
帯筋形状よりも少ない場合は、本項で入力 した形状となり、多い場合または
入力無 しの場合は、計算で求められた形状 となります。

・ 「M-17 断面計算条件」で検定計算 (1)が 指定 されている場合

各荷重の応力に対 して、指定されている鉄骨形状および主筋本数で不足 し
ないかが検討され、不足する場合は、メッセージが出力されます。
帯筋は、せん断の決定方法により求められたせん断補強筋が、指定 された

帯筋形状よりも少ない場合は、本項で入力 した形状 となり、多い場合または
入力無 しの場合は、計算で求められた形状 となります。

。「M-17 断面計算条件」で検定計算 (21が 指定 されている場合

各荷重の応力に対 して、指定されている鉄骨形状および主筋本数で不足 し
ないかが検討され、不足する場合は、メッセージが出力されます。
帯筋は、せん断の決定方法により求められたせん断補強筋が、指定された

帯筋形状で、不足 しないかが検討され、不足する場合は、メッセージが出力
されます。帯筋が指定されていない場合は、計算で求め られた形状 となりま
す。

(2)主 筋材種 ,径 ,dt,帯 筋材種および径については、 「M-38 柱部材形状 (RC,S
RC)」 での入力値によります。また、帯筋本数を入力 した場合は、 「M-38 柱部
材形状 (RC,SRC)」 での、帯筋本数の入力値を無視 します。
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M-28 柱主筋配置 (RC,SRC)

「M-27 柱主筋形状 (RC,SRC)」 で入力 した柱鉄筋を配置 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 主筋を配置する層

H層 か ら12層 まで (11<12)層   (12)

フレーム (Jl) 主筋を配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (」 1≦ J2)フレーム (」 2)

軸   (Kl) 主筋を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)軸   (K2)

柱 脚 柱脚の「M-27 柱鉄筋形状 (RC,SRC)」 で入力 した柱鉄筋形状
番号

柱 頭 柱頭の 「M-27 柱鉄筋形状 (RC,SRC)」 で入力 した柱鉄筋形状
番号

(1)本 項は、柱主筋本数および、帯筋を直接指定する箇所に配置 します。

(2)多 階にまたがる柱に指定する場合は、同一データを配置 します。

(3)重 複配置を した場合は、後のデータが優先 されます。

(4) 7,8項 を 「OJと して配置 した場合は、既に配置されているデータを除 く処理
となります。
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③

④

⑤
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図 5.20柱 鉄筋配置
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項 目 説 明 単 位

1 形状 NO. ア ンカー耐力形状番号   (1～ 99)

ア ンカー X方 向許容軸方向力 t

ア ンカーX方 向許容せん断力

ア ンカー X方 向許容曲げモーメン ト

5 アンカーX方 向許容軸方向力 t

6 アンカーX方 向許容せん断力 t

7 sMY アンカー X方 向許容曲げモーメン ト

M-29 アンカー耐力 (SRC)

SRC柱 の断面計算で使用するアンカー耐力を入力 します。

(1)本 項は、SRC柱 の柱脚の断面計算時にアンカー耐力を使用する場合に入力 しま
す。入力値は、長期許容耐力として取 り扱います。
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項 目 説 明

1 層 ベースプレー トを配置する層

フレーム (Jl) ペースプレートを配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) ベースプレー トを配置する軸

Kl軸 からK2軸 まで (Kl≦ K2)軸   (K2)

形状 NO. 「M-29 アンカー耐力 (SRC)」 で入力 したアンカー耐力形状番
号

M-30 ア ンカー耐力配置 (SRC)

「M-29 アンカー耐力 (SRC)」 で入力 したベースプ レー ト形状を柱に配置 します。

(1) 本項は、柱脚の断面計算にアンカー耐力を考慮する箇所に配置 します。

(2)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

(3) 6項 を「 0」 として配置を した場合は、既に配置されているデータを除 く処理 と
なります。

/4

/3

/2

/1
1

＼ 104

状

　

１

２

３

４

形層

1/// ＼ 101

7レーム

3

3

2

2

軸    軸

101     104
102     103
101     104
102     103

図 5.21ア ンカー耐力配置
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M-31 鋼材形状 (SRC)

SRC造 で使用する鋼材形状を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 鋼材 NO. 鋼材テープル番号  (4001～ 5000)

上側 (左側)端空き

下側 (右側)端空き

4 B 幅

ウェプ板厚

フランジ板厚 lllm

柱 Y方向

図 5。 22鋼材形状

柱 X方 向は り

(1)

(2)

(3)

本項は、SRCで 使用する鋼材で、端空きより部材せいを決定する鋼材を登録 し
ます。ただ し、全て BHと します。

2,3項 は、部材端か らの空きとします。 3項 を 「 0」 とす ると 2項 と同一にな
ります。

「M-17 断面計算条件 (RC,SRC)」 において、算定計算で鉄筋指定計算を選択
している場合は、5,6項 を「 0」 と入力すると、必要厚さを求める計算 となりま
す。 「 0」 以外の場合は、内部で求めた厚 さと比較 し、入力値の方が大きい場合

は入力値 となり、入力値の方が小さい場合は、計算値 となります。

鉄骨指定計算の場合は、5,6項 は必ず入力 します。
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項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. はり鉄骨形状番号  (1～ 99)

2 C TBL 中央の鋼材テープル番号

左端の鋼材テープル番号 C TBL

右端の鋼材テープル番号 C TBL

C MAT 中央の鋼材の材種を下表より選択

入力値 フラン
'一

 ウェア

1 SS400-― SS400

2 SM490-― SS400

3 SM490-― SM490

1

L MAT 左端の鋼材の材種を表より選択

(5項 に同 じ)
C MAT

7 R MAT 右端の鋼材の材種を表より選択

(5項 に同 じ)
C MAT

柱心か らのはり左継手位置までの距離

柱心か らのはり右継手位置までの距離

継 手 継手テープル番号

M-32 はり鉄骨形状 (SRC)

SRCは り鉄骨形状を入力 します。

(1)本 項は、 はりの鉄骨形状を入力します。

. し TBL,R TBL

し」,RJ

(2)

(3)

図 5.23は り鉄骨形状

8,9項 を入力すると継手位置での計算を行います。

10項 を省略すると、継手の計算を省略 します。
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省略時解釈

はりせん断計算条件番号  (1～ 99)

計算方法 地震時設計せん断力の計算方法

入力値 計算方法

1 QD=OL+n QE

QD=Oo+α ΣMy/Lo

1と 2を比較 して小さい方

RCは りQDの 計算方法

入力値 計算方法

1

rMl+「 M2

rQD=『 QLI ………………………

Lo

rOD=2(Q― sQD)

1と 2を比較 して小さい方

4

rMl+rM2

0o+―
LoM

5

ｒＭＤ

一

Ｍ

(Oo+20E)

6 4と 5を比較 して小さい方

7

rMD

rQD= ――― o
M

SRCは りQDの 計算方法

QEの 割増 し値

QUの 割増 し値

M-33 はりせん断計算方法 (RC,SRC)

RC,SRCは りのせん断計算方法を入力 します。
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処理方法 短期設計用せん断力計算用スパ ンの処

理方法を下表より選択

入力値 処理内容

1 「M-17 断面計算条件
(RC,SRC)」 での入力による

フェイスの内法長 さ

剛域の内法長さ

6項 入力値による

1

せん断力計算用スパ ン長さ

付着処理 RC造 はりの付着の検討方法を下表より
選択

入力値 付着処理

1 せん断力より必要周長を

求め鉄筋本数により検討

ld(算定断面位置か ら鉄
筋端までの長さ)を算出

2

(1) 本項は、RC,SRC造 はりの短期計算用せん断力の計算方法を入力 します。

(2) 2項 により地震時設計せん断力の計算方法 (RC部 分)が決定されます。

(3) 3,4項 は、RC造 は りに対 してのみ有効です。 4項 において 「 0」 として入力を
した場合は、断面計算ルー トが 2-3の場合は 1.1と なり、それ以外の場合は 1.0
となります。

(4) 5項 により、せん断計算用スパ ン長さが決まります。

1の 場合

2の場合

3の場合

4の 場合

「M-17 断面計算条件 (RC,SRC)」 の地震時計算モーメン トの算定
位置の内法長 さとする。

柱の内法長さとする。

剛域の内法長 さとする。ただ し、剛性計算により剛域を無視 した場

合は、剛域長 さは 「 0」 となっているため、はり長 さとなります。

6項 の入力値 とする。 6項 が 「OJの 場合は、はり長さとなります。

(5) 7項 により、付着に対する検討方法がきまります。「 1」 を選択 した場合は、
モーメン トより求まった本数が付着に対 して不足する場合は、主筋本数を増や し

付着検討を行います。
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M-34 はり部材形状 (RC,SRC)

RC,SRCは りの部材形状を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. はり部材形状番号  (1～ 99)

中央はり幅 下記唸)参照

中央はりせい 下記0)参 照 Cm

左端はり幅 下記 12)参 照

左端はりせい 下記 12)参 照

右端はり幅 下記9)参 照

7 右端はりせい 下記 0)参照

8 柱面か らの左ハ ンチの長さ 下記 12)参 照

9 柱面か らの右ハ ンチの長さ 下記 12)参 照

両端をピンとした時の左端せん断力 下記β)参照 t

両端をビンとした時の右端せん断力 下記鯰)参照 t

両端をビンとした時の中央曲げモーメ
ン ト

下記G)参 照

計 算 dtの 計算方法

入力値 計算方法

1 直接入力

かぶ りより計算

1

かぶ りまたは鉄筋重心位置

主筋材種 主筋の鉄筋材種を下表より選択

入力値 材 種

1 SR235

2

3 SD295

SD345

SD390

3
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主筋径 主筋の公称径 mm

STP材 種 スターラップの鉄筋材種を表より選択
(15項 に同 じ)

STP本 数 スターラップの本数

STP径 1 スターラップの公称径 1

STP CL2 スターラップの公称径 2

(1)多 スバ ンに跨がるはりの断面計算を行 う場合は、本項では、 1本 の部材として
データを入力 し、「M-35 はり断面計算指定 (RC,SRC)」 において、形状番号 +
1000と して配置 します。

(2) 2～ 9項 において、省略 した場合は「P-29 はり形状 (RC,SRC)」 で入力 した
値 となります。

BL                                                          BR

図 5.24は り部材形状 (RC,SRC)

(3) 10～ 12項 は、設計せん断力の計算およびSRCは りの鉄骨の継手の計算の際に使
用されます。省略 した場合は、内部処理 されます。

(4) 13項 で 「 1」 を入力 した場合は、14項 での入力値を dtと して計算に用い、
「 2」 を入力 した場合は、14項 での入力値をかぶ り厚さとし、下式により dtを
求め計算に用います。

dt=(か ぶ り厚さ)+〔 (あ ば ら筋径)+0.5× (主筋径 )〕 Xl.1

(5) 14項 で 「 0」 を入力 した場合、13項が 「 1」 の時は「 5」 とし、 「 2」 の時は
「 4」 となります。

(6) 18項 は、スターラップの間隔を計算する際に使用 します。

3               4

5.25ス ターラ ップ本数

-259-

□

２
図



(7) 19,20項 は、スターラップの径とし、スターラップの間隔を計算する際に使用
します。 1種類の径で配筋する場合は、19項 に径を入力 し、20項 は「 0」 としま
す。 2種 類の径を交互に配筋する場合は、 19,20項 にそれぞれの径を入力 します。
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項 目 説 明

層   (11) 断面計算条件を配置する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

フレーム (」 1) 断面計算条件を配置するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) 断面計算条件を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Klく K2)軸   (K2)

形状 NO. 「M-34 はり部材形状 (RC,SRC)」 で入力 したはり部材形状番
号

QDNO. 「M-33 はりせん断計算方法 (RC,SRC)」 で入力 したはりせん
断計算条件番号

鉄骨 NO. 「M-32 はり鉄骨形状 (SRC)」 で入力 したはり鉄骨形状番号

M-35 はり断面計算指定 (RC,SRC)

RC,SRCは りの断面計算の範囲を指定 します。

(1)本 項で指定されない箇所のはりは、断面計算を行いません。

(2) 多スパ ンに跨がるはりを 1本 として、断面計算する場合は、 「M-34 はり部材
形状 (RC,SRC)」 で入力 した、はり部材形状番号 +1000と して、 1本 で計算する
範囲毎に配置 します。

(3) RC部 材の場合は、 9項 の入力は無視されます。

(4)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

(5) 7項 を「 0」 として配置 した場合は、既に配置されているデータを除 く処理 と
なります。
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項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. 柱鉄骨形状番号  (1～ 99)

柱 タイプ番号 (図 5.28参 照 )

形状指定 柱鉄骨形状を下表より選択

入力値 形 状

1 全て SRCと して計算

柱頭のみ SRCと して計算

柱脚のみ SRCと して計算

1

4 X TBL X方 向の鋼材テープル番号

Y TBL Y方 向の鋼材テープル番号

X MAT X方 向の鋼材材種を下表より選択

入力値 フランジー ウェア

1 SS400-― SS400

SM490-SS400

SM490-SM490

1

Y MAT Y方 向の鋼材材種を表より選択
(6項 に同 じ)

1

鉄骨位置 (図 5.27参 照 )

allll

M-36 柱鉄骨形状 (SRC)

SRC柱 の鉄骨形状を入力 します。

(1)本 項は、SRC柱 に使用する鉄骨形状を入力 します。

(2) 「M-17 断面計算条件」で鉄筋指定計算が指定 されている場合は、 2項 は、 1
～ 3と します。

(3) 3項 が 「 2」 の場合において、アンカー耐力が配置されている場合は、アンカ
ー耐力を考慮 した断面計算 となります。

(4) 2項 が、13～ 15の 場合は、X,Y方 向共全断面で断面係数を求めます。
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TYP  : 1 a,b,c : 0 X方 向 :0

a,b,c : 0 Y方 向 :0

TYP  : 3,13  c  : 0

TYP  : 4,14

x□ Y□

有効断面

有効断面

TYP  : 5,15

xtt Y日

有効断面

TYP : 3

Y□

Y□

効断面
Y□

EIIl

面

日
Y日

有̈
［Ｈ］̈

有効断
TYP : 5

図 5.27鉄 骨タイプ
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M-37 柱せん断計算方法 (RC,SRC)

RC,SRC造 柱のせん断の計算方法を入力 します。

計算方法 せん断の計算方法を下表より選択

省略時解釈

柱せん断計算条件番号  (1～ 99)

入力値 内 容

1 QDEQL+n OE

QD= α ΣMy/Ho

1端 をはりΣ My× 0.5他
端を柱Myに より求めたQDと
2を 比較 して小 さい方
ただ し、柱頭または柱脚
の上または下に柱が無い場

合は、0.5を 1.0と す る

QD=α ΣMy/Ho

1と 3を比較 して小さい方

RCの QDの 計算方法

rOD= Σ「My/Ho

柱頭のはりのΣ My× o.5

か ら鉄骨部分の許容曲げモ

ーメントを引いた値 (rMl)

と柱脚Myに より求めたrQD

と 1を 比較 して小さい方
ただ し、柱頭の上に柱が

無い場合は、0.5を 1.0と
する

「Ml+My

rOD=2(Q― sOD)

2と 3を比較 して小さい方

rMD

rQD= …………… (Oo+2 0B)
M

2と 5を比較 して小さい方
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SRCの QDの 計算方法

n QEの 割増 し値

4 α QUの 割増 し値 下記に)参照

処理方法 短期設計用せん断力計算用階高の処理

方法を下表より選択

入力値 処理内容

1 「M-17 断面計算条件
(RC,SRC)」 での入力による

フェイスの内法長さ

剛域の内法長さ

4 6項 入力値による

1

せん断力計算用階高

(1)本 項は、 RC,SRC造 柱の短期計算用せん断力の計算方法を入力 します。

(2) 2項 により地震時設計せん断力の計算方法が決定されます。

(3) 3,4項 は、RC造 柱 に対 してのみ有効です。4項 を「 0」 として入力を した場合
は、断面計算ルー トが 2-3の 場合は 1.1と な り、それ以外の場合は 1.0と なりま
す。

(4) 5項 により、せん断用スパ ン長さの決定方法が決まります。

1の 場合 :「 M-17 断面計算条件 (RC,SRC)」 の地震時計算モーメン トの算定
位置の内法高さとする。

2の場合 :は りの内法高さとする。

3の 場合 :剛域の内法高さとする。だだ し、剛性計算により剛域を無視 した場
合は、剛域高さは「 0」 となっているため、柱長 さとなります。

4の 場合 :6項 の入力値とする。 6項 が 「 0」 の場合は、柱長 さとなります。
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項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. 柱部材形状番号  (1～ 99)

X方 向柱幅 下記唸)参照

Y方 向柱幅 下記 12)参 照 Cm

4 主筋全鉄筋比のチェックについて下表
より選択

入力値 処理方法

1 チェックする

チェックしない

1

計 算 dtの 計算方法

入力値 計算方法

1 直接入力

2 かぶ りより計算

1

X方 向かぶ りまたは鉄筋重心位置

Y方 向かぶ りまたは鉄筋重心位置

主筋材種 主筋の鉄筋材種を下表より選択

入力値 材 種

1 SR235

SD235

SD295

4 SD345

SD390

9 主筋径 主筋の公称径

H00P材 種 帯筋の鉄筋材種を表より選択

(8項 に同 じ)
3

M-38 柱部材形状 (RC,SRC)

RC,SRC造 柱の部材形状を入力 します。
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H00P Xフト彗茨 帯筋の X方 向本数

H00P Yフト蓼茨 帯筋のY方 向本数

H00P〔里1 帯筋の公称径 1

H00P4登 2 帯筋の公称径 2

X方 向地震時軸力の割増 し値

Y方 向地震時軸力の割増 し値

(1)多 階に跨がる柱の断面計算を行 う場合は、本項では、 1本 の部材 としてデータ
を入力 し、 「M-39 柱断面計算指定 (RC,SRC)」 において、形状番号 +1000と し
て配置 します。

(2) 2,3項 において、省略 した場合は 「P-31 柱形状 (RC,SRC)」 で入力 した値 と
なります。

図 5.28柱形状

(3) 4項 は、RC柱 のみに有効です。
4項 において、全鉄筋比のチェックをするか しないかが決定され、チェックを
行 う場合は、下記の ptに よリチェックを行います。

コンクリー ト断面積    2000d以 下の場合 ………… 0.8%
8000甜 以上の場合 …̈………0.5%
2000～ 8000面 の場合 ………… 直線補間

(4) 5項 で 「 1」 を入力 した場合は、6,7項 での入力値を dt
「 2」 を入力 した場合は、6,7項 での入力値をかぶ り厚さと
を求め計算に用います。

dt=(か ぶ り)+〔 (帯 筋径)+0.5× (主 筋径 )

として計算に用い、

し、下式により dt

〕 ×1.1

(5)6,7項 で「 0」 を入力した場合、 5項が「 1」 の時は「 5」 とし、「 2」 の時
は「 4」 となります。
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(6) H,12項 は、帯筋の間隔を求める際に使用 します。

X:3 Y:2       X:3 Y:4

図 5.29H00P本 数

13,14項 は、帯筋の径 とし、帯筋の間隔を計算する際に使用 します。 1種類の
径で配筋する場合は、13項 に径を入力 し、14項 は 「 0」 とします。 2種類の径を
交互に配筋する場合は、13,14項 にそれぞれの径を入力 します。

15,16項 は、終局曲げモーメン ト計算時に使用されます。

(7)

(8)
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M-39 柱断面計算指定 (RC,SRC)

RC,SRC造 柱の断面計算の範囲を指定 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 断面計算条件を配置する層

H層 か ら12層 まで (11<12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) 断面計算条件を配置するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) 断面計算条件を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)6 軸   (K2)

7 形状 NO. 「M-38 柱部材形状 (RC,SRC)」 で入力 した柱部材形状番号

8 QDX NO. X方 向の「M-37 柱せん断計算方法 (RC,SRC)」 で入力 した柱
せん断計算条件番号

9 QDY NO. Y方向の「M-37 柱せん断計算方法 (RC,SRC)」 で入力 した柱
せん断計算条件番号

鉄骨 NO. 「M-36 柱鉄骨形状 (SRC)」 で入力 した柱鉄骨形状番号

(1) 本項で指定されない箇所の柱は、断面計算を行いません。   
‐

(2) 多階に跨がる柱を 1本 として、断面計算する場合は、 「M-38 柱部材形状 (RC
,SRC)」 で入力 した、柱部材形状番号 +1000と して、 1本で計算する範囲毎に配
置 します。

(3) RC部 材の場合は、10項 の入力は無視されます。

(4)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先 されます。

(5) 7項 を「 0」 として配置を行 った場合は、既に配置されているデータを除 く処
理 となります。
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図 5.30柱 断面計算指定 (RC,SRC)
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M-40 耐力壁部材形状 (RC)

耐力壁の部材形状を入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈 単 位

1 形状 NO. 壁部材形状番号  (1～ 99)

t 耐力壁壁厚 下記 12)参 照

n QEの 割増値

4 壁筋材種 壁筋の鉄筋材種を下表より選択

入力値 材 種

1 SR235

SD235

SD295

SD345

SD390

縦

筋

径 1 壁縦筋径 1

径 2 壁縦筋径 2

配筋種別 縦筋の配筋種別を下表より選択

入力値 配筋種別

1 シングル配筋

2 千鳥配筋

3 ダブル配筋

ピッチ 縦筋の ビッチ

横

筋

径 1 壁横筋径 1 縦筋径 1

径 2 壁横筋径 2

配筋種別 横筋の配筋種別を表より選択

(7項 に同 じ)
縦筋配筋

種別

ビッチ 横筋の ビッチ
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開

口
補

強

筋

縦筋径 開口補強筋の縦筋径

縦筋 n 開口補強筋の縦筋本数

横筋径 開口補強筋の横筋径 縦筋径

横筋 n 開口補強筋の横筋本数

斜筋径 開口補強筋の斜筋径 縦筋径

斜筋 n 開口補強筋の斜筋本数

(1) 本項は、耐力壁の断面計算の条件を入力 します。

(2) 2項 において、省略 した場合は、「P-33 壁形状 (RC)」 で入力 した値 となり
ます。

(3) 3項 は、設計用せん断力を求める際に使用されます。

(4) 5,6,9,10項 は、壁筋のビッチを求める際に、使用されます。 1種類の径で配筋
をする場合は、5,9項 に径を入力 し、 2種類の径を交互に配筋する場合は、 5,6,
9,10項 にそれぞれの径を入力 します。

(5) 7,H項 は、壁筋の ビッチを求める際に、使用されます。

(6) 8,12項 を「 0」 とすると、設計用せん断力により求まったビッチとなり、 0以
外の場合は、内部で求まったビッチと比較 し、入力値の方が小 さい場合は、入力
となり、内部処理されたビッチの方が小さい場合は、計算値 となります。

(7) 13～ 18項 は、開□がある場合の開口補強筋として、使用されます。
14,16,18項 において、 「 0」 を入力すると、内部で求めた本数 となり、 0以 外
の場合は、内部で求めた本数 と入力値を比較 して、多い方 とします。
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M-41 耐力壁断面計算指定 (RC)

耐力壁の断面計算の範囲を入力 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 断面計算条件を配置する層

H層 か ら12層 まで (11<12)2 層   (12)

3 フレーム   (Jl) 断面計算条件を配置するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで          (」 1≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) 断面計算条件を配置する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Klく K2)6 軸   (K2)

7 形状 NO. 「M-40 耐力壁部材形状 (RC)」 で入力 した耐力壁部材番号

(1) 本項で指定されない耐力壁は、断面計算を行いません。

(2)多 スバ ンに跨がる耐力壁を指定する場合は、同一のデータを配置 します。

(3)重 複配置を行った場合は、後のデータが優先されます。

(4) 7項 を 「 OJと して配置を行 った場合は、既に配置されているデータを除 く処
理 となります。
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４
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１

１

1/   ＼ 101

フレーム

1

3

フレーム

1

3

形状 NO.

1

1
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図 5.31耐 力壁断面計算指定
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M-42 はり断面計算出力指定

はり断面計算結果の出力範囲を指定 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 出力する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) 出力するフレーム

Jlフ レームか ら」2フ レームまで            (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

軸   (Kl) 出力する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Xl<K2)軸   (K2)

(1)本 項で指定 された範囲のみ、断面計算結果をプ リンタに出力 します。ただ し、
なにも指定されていない場合は、全て出力 します。

/4

/3

/2

′′
′′

:

＼
 1 04

1/// ＼ 101

フレーム    フレーム

1       2
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１０
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４
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１

-276-

3/



/4

/3

/2

/1
＼ 104

軸

　

３

層

　

１

1/   
｀`
、ヽ 101

層    フレーム  フレーム  軸

4       101     102     1

図 5.32は り断面計算 出力指定
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M-43 柱断面計算出力指定

柱断面計算結果の出力範囲を指定 します。

項 目 説 明

層   (11) 出力する層

H層 か ら12層 まで (11<12)層   (12)

フレーム (Jl) 出力するフレーム

Jlフ レームか ら」2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) 出力する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)軸   (K2)

(1) 本項で指定された範囲のみ、断面計算結果をプ リンタに出力 します。ただ し、
なにも指定 されていない場合は、全て出力 します。

/4

/3

/2

/1
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軸
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軸
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図 5.33柱 断面計算出力指定
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M-44 壁断面計算出力範囲

鉄骨ブレースおよび耐力壁断面計算結果の出力範囲指定を指定 します。

項 目 説 明

1 層   (11) 出力する層

H層 か ら12層 まで (11<12)層   (12)

3 フレーム (Jl) 出力するフレーム

Jlフ レームか らJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) 出力す る軸

Kl軸 か らK2軸 ま。で (Kl<K2)6 軸   (K2)

(1)本 項で指定 された範囲のみ、断面計算結果をプ リンタに出力 します。ただ し、
なにも指定 されていない場合は、全て出力 します。
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M-45 はリグループ指定

はりのグループ番号を指定 します。

項 目 説 明

1 層   (11) グループを指定する層

H層 か ら12層 まで (H≦ 12)層   (12)

フレーム (Jl) グループを指定するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 フレーム (」 2)

軸   (Kl) グループを指定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)軸   (K2)

C NO. はリグループ番号  (1～ 50)

(1)本 項は、断面計算結果をグループ毎にまとめる際に指定 します。S造 とその他
の構造 (RC,SRC造 )は 別々にまとめられますので、各層毎にS造で50種 類、その
他の構造で50種類までのグループ指定が可能です。

(2)指 定 されたグループ番号毎に、それぞれの各層別に最 も不利な結果を出力 しま
す。

(3)多 スバ ンに跨がるはりを指定する場合は、同一のグループ番号を指定 します。

(4)部 材寸法が異なるものは、必ず異なるグループ番号 とします。

(5)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。
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M-46 柱グループ指定

柱のグループ番号を指定 します。

項 目 説 明

1 層   (11) グループを指定する層

H層 か ら12層 まで (H<12)2 層   (12)

3 フレーム (Jl) グループを指定するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)フレーム (J2)

軸   (Kl) グループを指定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl≦ K2)軸   (K2)

C NO. 柱グループ番号  (1～ 50)

(1) 本項は、断面計算結果をグループ毎にまとめる際に指定 します。S造 とその他
の構造 (RC,SRC造 )は 別々にまとめられますので、各階毎にS造 で50種 類、その
他の構造で50種 類までのグループ指定が可能です。

(2)指 定されたグループ番号毎に、それぞれの各階別に最 も不利な結果を出力 しま
す。

(3)多 階に跨がる柱を指定する場合は、同一のグループ番号を指定 します。

(4) 部材寸法が異なるものは、必ず異なるグループ番号とします。

(5)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。
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M-47 壁グループ指定

鉄骨 ブレースおよび耐力壁のグループ番号を指定 します。

項 目 説 明

1 層   (11) グループを指定する層

H層 か ら12層 まで (H<12)層   (12)

3 フレーム (Jl) グループを指定するフレーム

Jlフ レームからJ2フ レームまで          (Jl≦ J2)4 フレーム (J2)

5 軸   (Kl) グループを指定する軸

Kl軸 か らK2軸 まで (Kl<K2)6 軸   (K2)

7 W NO. 壁 グループ番号  (1～ 50)

(1)本 項は、断面計算結果をグループ毎にまとめる際に指定 します。ブレースと耐
力壁は別々にまとめ られますので、各階毎にブレースで50種 類、耐力壁で50種 類
までのグループ指定が可能です。

(2)多 スパ ンに跨がる壁を指定する場合は、同一のグループ番号を指定 します。

(3) 部材寸法が異なるものは、必ず異なるグループ番号 とします。

(4)重 複配置を行 った場合は、後のデータが優先されます。
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M-48 出力省略指定

出力を省略するか、 しないかを入力 します。

項 目 説 明 省略時解釈

1 指 定 出力を省略するか、 しないかを下表より選択

入力値 内  容

1 出力する (記号説明有 り)

簡易出力 (記号説明有 り)

簡易出力 (記号説明無 し)

4 出力 しない

下記唸)参照

(1) 本項の指定によって、プ リンタに出力するか、 しないかが決定 されます。

(2) 「 0」 を入力 した場合は、大項目は「 1」 となり、中項 目は大項 目と同一 とな
り、小項 目は中項 目と同一となります。

(3) 大項目を省略 した場合は、中の小項 目も省略されます。

(4)本 項の指定を変更 した場合は、再度実行する必要があります。
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